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姫狐の召使いサーバント
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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序話　姫狐と召使いの朝の会話




　平へい安あん京きようの朝は、鶏にわとりの鳴き声からはじまる。


　水みず原はら光ひかるが眠ねむい目をこすりながら縁えん側がわに出てみると、昨夜彼と契けい約やくした銀ぎん髪ぱつの和服少女がきちんと正座して待っていた。


　お人形のように整った美び貌ぼうと神秘性さえ感じさせる紅あかい瞳ひとみを持った少女の頭の上には、ちょこん、と一いつ対ついの狐きつねの耳が乗っている。


　そして相変わらず、愛らしい顔立ちからは想像もできないほどに口が悪かった。


「おい、犬わん股こ。私は小腹がすいたぞ。今日こそは稲いな荷り寿ず司しを買ってこい」


　口が悪いというよりは、唯ゆい我が独尊なキャラなんだよな、と光はため息をついた。


「晴せい明めい。日本人の朝食はお味み噌そ汁しるとシャケと漬つけ物と白いご飯でじゅうぶんだよ」


「犬股。千年の昔から、私はキミのご主人さまで、キミは私の式神だろう？」


「ありがたいことに、前世も前々世もご主人さまにお仕えさせていただきまして……っておい！　僕たちは昨日出会ったばかりだろ！」


「よいか。式神とは、私を守るために敵の盾たてになったり、私の代わりに市場へ出てお買い物をしたり、こまごまと私の屋や敷しきの掃そう除じをしたり、私の鮎あゆを焼いたり、私の足に踏ふみつけられて随ずい喜きの涙なみだを流しながらわなわなぷるぷる身み悶もだえるのが仕事なのだぞ？」


「ご主人さまの素す足あしでぐりぐり踏まれると僕はもう、って僕はそういうキャラじゃない！」


「はあ。キミが抱かかえる心の闇やみは深いな。素直に私に憧あこがれればいいものを、屈くつ折せつしすぎだぞ」


「それ以上僕のキャラを無断で改変したら、その狐耳に綿棒を突つっ込こんで耳の内側からねぶるようにこちょこちょとくすぐるぞ！」


　ぴこぴこ、と晴明の頭の狐耳が跳はねる。


「やめぬか！　私の狐耳に触ふれるな、綿棒など入れられたら私は霊れい力りよくを失ってしまう！」


「えっ、そうなのか？」


「そうだ。ただ優やさしげではかなげでかわいいだけの、無力な少女になってしまうのだぞ」


「晴明……君は優しくもないし、はかなげでもないし、かわいげもないから、ただ単にウザいだけの少女になってしまうよね。ごめんね、狐耳には触れないと約束するよ」


「噓うそに決まってるだろう。キミは実に馬ば鹿かだな」


「……この噓吐つき狐めがあ！　やっぱり綿棒を突っ込んでやる！」


「やめい、と言っている！」


　光の額ひたいに晴明が長い指を伸のばして、ぱちん、とはじいてきた。


「～痛ってぇ！」


「ご主人さまを敬愛するのが、式神たるもののつとめだぞ。私が豆とう腐ふの角に頭を突っ込んで死ねと言えば喜んで豆腐の角に頭を突っ込んで死ぬ、それが式神道だぞ」


「さすがの僕も、豆腐の角ごときでは死ねないな」


「ふふ。偉い大だいな天才陰おん陽みよう師じさまであるこの私が豆腐に『呪しゆ』をかければ、殺人豆腐の一丁あがりだぞ。試ためしてみるかね犬股クン」


「お勝手を見せてもらったけど、あいにく豆腐も切れてるよ？」


　いいから早く稲荷寿司を買いに行け、と晴明が頰ほおをふくらませる。


　ぱたぱたぱた。狐耳だけでなく、お尻しりから飛びだしている尻しつ尾ぽまで激しく暴れはじめた。


「はいはい。買いに行くから、代金をくれよ」


「そんなものはない。キミが自力で調達してくるのだ。面めん倒どう見てやってるのだから、働け」


「あいにく今の僕は事実上無職でね。明日から本気だすよ」


「犬股クン。今すぐに本気を出せ。今日やれることは明日やらずに今やれ。とくに善を為なす際に『明日』を言い訳にしてやらずに済ませるのはいちばんダメだ」


「へえ。晴明にしてはちょっといい台詞せりふだね、それ」


「キミのような無能でも、銭ぜにを稼かせぐ方法はいくらでもあるだろう。たとえば追いはぎとか。スリとか。空き巣狙ねらいとか」


「それは善行じゃなくて悪行だろ！」


「キミは物事を一方的にしか見られないのだなあ。心の闇が深いくせに単純だな」


「わかったよ。それじゃ、稲荷神社のお供え物をネコババしてくるよ」


「私は狐っ子であって、猫ねこ娘むすめではないのだぞ」


「似たようなものだろ？　どちらも同じ獣けもの耳みみ属性だ」


「こら犬股。誇ほこり高きお狐さまを猫などと一いつ緒しよにするな。あんな、鼠ねずみごときに騙だまされて十二支にすら入り損そこねた脇わき役やく臭しゆうただよう動物とは」


「狐だって十二支に入ってないよ！　ノミネートすらされていない！」


　光は「はあ～」と悩なやましげにため息をついた。


　この僕、水原光はつい昨日まで「心静かに暮らす」という高校生離ばなれした枯かれた生き方を慎しん重ちように歩んできたつもりだったのに。


　それなのにどうして、この性しよう悪わる噓吐き狐の式神なんかにされてしまったんだろう。


　しかも式神名が『犬股』だなんて、あまりにも情けなすぎる。


　思いおこせば、話は学校の帰り道。


　冒ぼう険けん大好き、あやしいスポット巡めぐり大好きな幼なじみの朝あさ日ひ奈な紫むらさきが「廃はい神社を探検してみない？」と言いだした瞬しゆん間かんから、すべてははじまったのだ──。












　第一話　朝日奈紫は冒険する




「光ひかるくん、こっちよ！　こら！　早く来なさいよ、もう～どんくさいんだからっ！」


「待てよ紫むらさき。どこに行くんだよ？　そっちに行っても、荒あれた廃神社しかないぞ」


「その神社にきっと謎なぞが隠かくされてると閃ひらめいたのよ！　きっとあの神社には衝しよう撃げき的なオーパーツが眠っているんだわ。『鬼おにのミイラ』とか、『呪のろわれた狐のお面』とか！」


「ないよ！」


「あら、どうして『ない』って言い切れるの？　光くん、あの神社に行ったことあるわけ？」


「いや、ないけど……。そんな藪やぶの中に入ってまた怪け我がでもしたらどうするんだよ」


「通学路をちょっとそれただけでしょ。光くんって石橋を叩たたいて引き返すようなキャラね。わたしたちももう高校生になったんだし、そろそろ本気出して熱くなったらどう？」


「紫が無む鉄てつ砲ぽうすぎるんだよ。そっちこそもう高校生なんだから、いつまでも二十四時間アッパーなキャラは卒業したほうがいいんじゃないかな」


「日本は銃じゆう社会じゃないから、わたしが無鉄砲なのも当然よね！」


「それを言うなら僕だって無鉄砲で無刀で丸まる腰ごしだよ！」


「だからぁ。無鉄砲同士、光くんも一緒に行くのっ！　朝あさ日ひ奈な紫＆水みず原はら光探検隊、ただいまより謎の廃神社へと突とつ撃げきするわよっ！」


「行っちゃダメだって！」


「そうなの。光くん、来てくれないのね……わたしの身体からだに飽あきたのね……」


「そりゃさんざん弄もてあそんだんだから飽きるに決まって……っておい！　まだ何もしてないよ！」


「じゃあ、そうね。来てくれなかったら『光くんがわたしの身体を弄んだ』と学校中に言いふらすわよ？」


「行くよ。行けばいいんだろう！」


「あら？　もう折れたの？　光くんってクールぶってるくせに意志薄はく弱じやくね」


「どうせ紫は言いだしたら聞かないんだから、口論するのが面倒なだけだよ」


　水原光は「ああ、やれやれ」とため息をつきながら、幼なじみの妹分・朝日奈紫のあとを追った。


　神奈川県横よこ浜はま市在住の高校二年生男子、水原光は心静かに暮らしたい。


　光は誓ちかっている。


　目立たず騒さわがずあわてず淡たん々たんと心静かに暮らしていければそれでいい。


　うかつに人前で鼻をむずむずさせてくしゃみしちゃいけないんだ。


　だって、興奮していることがバレたらはずかしいから。


　光は生まれつき鼻が敏びん感かんで、嗅きゆう覚かくが人一倍鋭するどい。犬レベルかもしれない。


　敏感すぎるせいか、興奮すると鼻がむずむずしてくしゃみが出るという困った体質。


　昔から、興奮するとくしゃみが出る。すると「興奮したことがバレた」とはずかしくなり、つい自意識過か剰じようになってしまう。特に異性の前では。うっかり女の子の胸やお尻や二の腕うでや絶対領域に気を取られてどきどきしてしまったら最後、くしゅん！　とやってしまいそうになる。怒おこったらくしゃみをしてしまうのは幼い頃ころからだったが、女の子のちょっとしたしぐさとか胸やお尻の丸みに対して妙みような興奮を覚えてくしゃみが出るようになってしまったのは小学校四年生の三学期あたりからだった。これはまずい。


　だが、その程度の男の子なら誰だれもが通る道に直面した光が「心静かに暮らしたい」などと年ねん齢れいに似合わないことを考えるようになったそもそもの原因は、生まれつき派手派手しい茶ちや髪ぱつの持ち主だったことかもしれない。


　イタリア人の母親譲ゆずりの遺伝的なものなのだそうだが、光の母親は光を産んですぐに亡なくなってしまったので詳くわしいことはわからない。


　子供とは異分子を見つければ、それを排はい除じよしようとする生き物だ。ただでさえ目立つ髪かみをしている光は、せめて目立たないようにおとなしく暮らしていないと、すぐにいじめのターゲットにされてしまうのだ。その事実を身をもって経験してきた光は、年齢が二桁けたに差し掛かかる頃にはすっかり教室の隅すみっこの日ひ陰かげが定位置となってしまった。うかつにクラスの輪に突っ込んで行くと、くしゃみが出るかもしれないし。


　彼ひとりだけでは、そのままそこから動くことができなかったかもしれない。だが。


『ねえねえ、光くんの髪って綺き麗れいね～！　お日様に当たったらキラキラ光ってもっと綺麗に見えるんじゃない？　ちょっとだけ実験させて！　いいでしょっ？　いいわよねっ？』


　マシンガントークをかまして光の手を引っぱり、無理やり日の当たる場所に連れ出したその少女こそ、光が小学校五年生の春にマンションのお隣となりへ引ひっ越こしてきた紫だった。


　高校生になった今でも相変わらず魔ま法ほう少女のようなツインテールをして、しかもそれがどハマリしてしまう子供のような見た目をもつ、でも中身は暴力的で生意気な幼なじみ。


　将来の夢はなぜか「世界を股またにかけるトレジャー・ハンター」またの名を「大冒険家」。好こう奇き心しんの赴おもむくまま考えなしに行動するクセがあり、かつ取り返しがつかないレベルの迷子癖ぐせの持ち主。気がつけば神奈川から四国に渡わたっていたこともあった。しかも本人は「北海道を旅してるつもりだったの」と供述している。


　そんな危なっかしい紫に最初は手をひかれていたはずの光だったが、気がついたら彼の方が紫の小さな手──というよりも手た綱づなをひく役になっていた。たぶん。


　兄妹きようだいのように紫と小・中・高とずっと一緒に過ごしてきた上、迷子の紫を助けに行く係をやらされてきたため、いつしか光には「勇者ライト光」というとてつもなくはずかしい通り名が付けられてしまっていた。


　この「勇者ライト」というはずかしすぎる通り名がクラス内で流行したことが、彼の恋れん愛あいに対するモチベーションを奪うばい去ったことは間ま違ちがいない。


　しかも、独どく占せん欲よくが強い紫は同級生の女子にからかわれたり、彼女に言い寄ろうとするロリコンのケがある一部男子に光との仲について訊たずねられたりするたびに、


「よくぞ聞いてくれたわね！　わたし、光くんと結けつ婚こんするのよ！　約束してるんだから！」などと光の許可なく言い張り、「勇者ライト」という光の通り名をより不変なものにしていったのだ。というか、紫が積極的にこの通り名を主に女子の間でせっせと流行させてきたようなフシがある。


　ちなみに「結婚の約束発言」の根こん拠きよは、四国へ迷子の紫を救出に行った光が現地で紫に「遅おそいじゃないの！」と半ば脅おどされて「いついかなるときでも、水原光は迷子になった朝日奈紫を捜さがしだして守ります」と誓わされたことだった。


　で、その直後から、「『いついかなるときでも』という約束を履り行こうするためには、わたしと光くんは結婚するしかないわね！」という俺さま論法。どや顔で。


　そんな紫のあまりの自信満々唯ゆい我が独尊問答無用っぷりに、今では光は反論するのをあきらめていた。マジ反論したら泣かれるし、言い合いが続くとくしゃみが出る。


　ともあれ。


　光は、心静かに暮らしたかった。


　目を離はなすとすぐに知らない場所へ突撃して迷子になる紫の面倒をみるだけでもじゅうぶんに騒がしいのに、これ以上騒がしい生活がはじまってしまうのはご免めんだった。


　だから恋愛はしない。恋愛は御ご法はつ度と。心静かに生きるためには、紫の隣に「彼女」など決して配置してはならなかった。今そんな暴挙に出れば凡ぼん百ぴやくのギャルゲーやライトノベルではてしなく繰くり返されてきたあの最悪の人間関係「修しゆ羅ら場ば」が成立するに決まっている。


　どうして人は好きこのんで修羅場シーン見たさにお金まで払はらいたがるんだろう？　と光は不思議でしかたがない。あんなの疲つかれるだけに決まっているよ。


　でも、このままなんとなく自然に紫フラグが立って気がつけばゴールイン、というのも流されているようでイヤだった。「紫だって僕を兄だと思って懐なついているだけで、いつか目が覚める。その先なんて決してありえないんだ、きっとそうだ」と光はいつも自分に言い聞かせている。そして言い聞かせたあと、なぜだかちょっと悲しくなる。


　今も「鳥居を～くぐるとぉ～♪　狐きつねのお面がぁ襲おそってくるぅ～♪」などと歌いながら身をかがめて藪やぶを進む紫の丸いお尻しりに視線が行きそうになるのを、ぐっとこらえる光だった。


　そして。


　紫のお尻を追いかけてずいぶんと長い藪を抜ぬけると、そこには今にも崩くずれそうな祠ほこらがぽつんと建っていた。


　祠の左右には、左右一いつ対ついとなった狐の石像。埃ほこりをかぶっている。


　先行していた紫は、すでに祠の扉とびらを開けている。


　祠の中にあった祭さい壇だんの前に、お供え物のように数冊積み上げられた古文書。


「ほ～ら光くん。見なさい、古文書よ。ほんとうにあったでしょ？　さすがわたし！」


「紫、祠に勝手に入ったら怒られるよ？」


「だいじょうぶよ。光くんは心配性なのよ。かくして朝日奈紫＆水原光探検隊は、謎の神社へと乗り込んであやしげな古文書を発見したのである！　ここでＣＭ！」


「誰にナレーションしてるんだよ。っていうか、触さわっちゃダメだってば！」


「『盗とう掘くつ者しやを襲う呪のろい』って知ってる？　もしわたしがこの古文書に付着した未知のヘンなウィルスに感染して倒たおれても、光くんは南米のジャングルを探検して血清を見つけ出して日本に届けてくれるわよね。光くんは、いつだって冒険先でピンチに陥おちいった紫を助けてくれるんでしょ。約束したもんね。だからぁ、ぜんぜんだいじょうぶ♪」


「そういう妄もう想そうまみれの取り越し苦ぐ労ろうをしてるんじゃないよ僕は。もしもその本が貴重な文化財だったらどうするんだと言ってるんだよ。クールな現実主義者だからね僕は」


「そんな不確定な未来のことは、その時になってから考えればいいじゃない！」


「そろそろ後先考える癖もつけろよ！」


「それより光くん。ここに書かれた文字、読めるかしら？　わたしの推理によれば、ズバリ、この古文書のタイトルだと思うんだけど！」


　埃をかぶった古文書の一冊を取り上げた紫が、表紙を光の鼻の前へと突つきつけてくる。


「ううむ。流りゆう暢ちような書体すぎて読みづらいなあ」


「読めないの？　漢字で『野の巣す虎とら堕だ夢む主すノの大だい予よ言げん』って書かれてたりしないの？」


「書いてあるわけないだろっ！」


　せいっ！


　光のノリツッコミパンチが、始動。


　紫は小学生にしか見えない容姿には似合わず合気道の達人なのだが、頭頂部に飛んでくる光のノリツッコミパンチを決して避よけない。


　そのかわり思いっきり、頭で受ける。光の拳こぶしを砕くだく勢いで。ぐしゃっ！　と。


　そして、「痛いじゃないの！」と泣いたフリをする。


　痛いのは紫の容よう赦しやない頭ず突つきで拳をやられて涙なみだ目めになっている光のほうなんだけど。


「光くんのくせに、わたしの頭にげんこつを落としたわね！　こんなジャイアンみたいな光くんなんて、嫌きらい嫌い大嫌い！　この変態！　ロリコン！　ＤＶ野や郎ろう、犬チック！」


「ああ～悪い悪い。はいはい、犬チックな僕でごめんね。来世は狼おおかみに生まれてくるよ」


「すっごくおざなりな台詞せりふね。ほんと～うに、悪いと思ってるの？」


「心の片かた隅すみのどこかで、思ってるよ。たぶんね。人間の精神って広大だからね」


「だったら……ほら。お詫わびの印をよこしなさいよ」


　どや顔でそう言って目をつぶった紫の頭に、光は手を当てて。


　撫なでり、撫でり、撫でり。


　慣れた手つきで紫の頭を撫でた。猫ねこの毛並みを撫でてるような優やさしい温かさが手のひらから伝わってくる。


「ほわ～。光くんの手で頭を撫でられると、ほわほわして気持ちよくなってくる☆」


「……クラスメイトたちの前でそういうきわどい発言するなよな。僕は誰とも恋愛しない主義だけど、だからと言って好きこのんで女の子たちの好感度パラメーターを下げるのは無む駄だで愚おろかな行こう為いだし、ロリコン男子どもの嫉しつ妬とを買うのはもっと愚かな行為だ」
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「……鈍にぶいわね……そうやって虫よけしてるのが、わからないのかしら……」


「ん？　何か言った？」


「なんでもないわよ？　で、結局光くんは本のタイトルが読めないのね。光くんって、自分ではかしこぶってるけど残念ながらつくづく魑ち魅み魍もう魎りようだわ」


「そうそう。夜な夜な百ひやつ鬼き夜や行こうに参加するのが面めん倒どうで、ってそれを言うなら『無む知ち蒙もう昧まい』！」


「似たようなものでしょ」


「違うよ。ボルシチとビーフシチューぐらい違うよ」


「それこそ同じ料理のようにしか聞こえないわね」


「まるで違う。調合するスパイスがぜんぜん違うよ」


　一人暮らしをしてきた光は、もともと家事全ぜん般ぱんが得意。そのうえ、母子そろって家事が苦手な朝日奈家が隣に引っ越してきてからは、気がつけば紫の母・桐きり子こに代わって朝日奈家の家事を一身に担になうようになっている。


「あーあー。読めないのね。光くんってこざかしいキャラのフリしてるけど、内実は煩ぼん悩のうまみれの男子中学生がせいいっぱい背せ伸のびしてるようで、かわいいわねえ♪」


　読めるよっ！　どや顔するなっ！　と光は思わず声を荒あららげてしまった。


「こうなったら意地でも読んでやる！」


　古文書を手にとって、表紙を凝ぎよう視しした。強きよう烈れつな埃の臭においに思わず咳せき込みそうになる。


「……一文字目は『みなもと』かな……？　あれ？　なんだ、稲いな荷り寿ず司しの匂においがする？」


　埃の臭いに混じって、ほんとうに微かすかにだが、光は稲荷寿司の匂いを嗅かいだ。


（なんだろう？　ここが稲荷神社だからか？　お供え物？　でもここって廃はい墟きよだし……）


　だが、


「どう？　読めそうかしら？」


　そう言って背後からぐっと身を乗り出して光の背中に「ぺとっ」とくっついてきた紫の髪から漂ただよってきた甘いシャンプーの匂いに、その匂いはかき消されてしまった。顔が近い。紫の匂い。息づかい。こいつって子供だ子供だと思っていたけど、こうして密着されてみるとそれなりにちゃんと高校生らしい身体からだつきになってきてるよな……などとうっかり思ってしまった瞬しゆん間かんに、鼻がむずむず。ああだめだ。相手は紫なのに。平常心、平常心。


「……タイトルは……全部で四文字。後ろの二文字はたぶん『物語』だと思う」


「ふん。ライトノベルのタイトルみたいね。年代物の古文書なのにセンスが新しいわ！」


「だよね、今風だよね！　じゃなくて、文学史的には明らかに順番が逆だから！」


「もしかしてこの本は日本最古のライトノベルなのかしら？　だとしたら大発見だわ！」


「でも肝かん心じんの最初の二文字が、どうしても読めないなあ」


「しょぼっ！　光くんには二万光年分くらい、がっかりさせられたわ！」


「自分にできないことを他人に要求するのはどうかと思うね僕は」


「でもさ。この本ってすごく古そうよね！　テレビ番組でお宝鑑かん定ていしてもらって、高値で売り払っちゃわない？　そして、わたしたち二人の将来の結婚資金に……」


「だから、この神社の所有者に無断でそういうことをしたらダメなんだって」


「中身の保存状態はどうなってるのかしら？　中を開いてみない？」


「人の話を聞けって！　崩れちゃったらどうするんだよっ!?　古文書の修復ってすごくお金が……」


「光くんに隙すきあり！　おらぁっ！」


「うぎゃあっ！　唐とう突とつに目を突つつくな！　お前は昔からバイオレンスすぎるっ！」


「一本取ったぁ！　この隙に、思いっきり開いちゃおうっと♪」


「ああっ、こらっ！」


　紫が勝ち誇ほこったどや顔で古文書のページをめくった瞬間だった。


　光の記き憶おくは、そこでいきなり途と切ぎれた。


　古文書が真っ白い光を放って、光の五感を奪うばったのだ。












　第二話　水原光は契約したくない




「あれ？　どこだ、ここは？」


　光ひかるが目を開くと、目に飛び込んできた風景はまるで見知らぬ世界だった。


　川だ。大きな川のほとりだった。


　歩いて向こう岸まで渡わたれそうにないほど川かわ幅はばが広く、流れも急だった。


　川岸は護岸工事などされてなくて、草木が生え放題だ。


　それだけではない。夕方だったはずなのに、周囲が暗い。夜になっていた。


　夜空を見上げると、上じよう弦げんの月がのぼっていた。


　そして星。夜空にまたたく無数の星々の輝かがやきに、光は思わず息を呑のんだ。


「ちょっと待って。おかしいぞ？」


　光が目を閉じたほんの一瞬のうちに、時間がすっとんで深夜になっている。


　腕うで時計を確かく認にん。


　午後四時十三分。


　神社を発見したのがたぶん午後四時過ぎだから、腕時計は狂くるっていない。


　眠ねむっていたわけでも失神していたわけでもなさそうだった。


　でも、深夜だ。


　しかも、一瞬で山にある神社から見知らぬ川岸まで瞬間移動している。


　そんなはずがない！


「紫むらさき!?　あれ、いないの？　噓うそだろ？」


　光は、哀あわれなほどにうろたえた。


「紫ぃー！　出て来てくれよー！」


　ぷん。


　いきなり川から、鼻をつくような腐ふ臭しゆうが漂ってきた。


「なんだ？　この、生肉が腐敗したような悪臭は」


　光は生まれつき、犬のように鼻が利きく。鼻の感覚が人並み外れて敏びん感かんなのだ。匂いで人間を判別することさえできる。敏感すぎて興奮するとくしゃみが出るというデメリットもあるが。


「紫じゃない。匂いが違う。いやこれは匂いじゃなくて、腐敗した肉が放つ悪臭だ！」


　黒い水の中から川岸へとのぼってきた「それ」は、紫ではなかった。


　真っ赤な剝むき出しの筋肉に覆おおわれた巨きよ大だいな肉体。


　これもまた筋肉があらわになっている顔面は、すさまじい憤ふん怒ぬの表情。


　耳元まで裂さけた大きな口からは、太くて尖とがった牙きばが生えている。


「まさか？　お、お、お、鬼おにだ!?　鬼が出た!?」


　不思議大好きな紫が見たらおもしろがりそうだけど、僕はもう和風ファンタジーとかそういう子供っぽい世界は卒業したし、こういうのはお呼びじゃない。だいいち見たまんま「鬼」だなんて、摑つかみに登場する悪玉キャラとしては直球すぎて捻ひねりが足りないよ。


　光は（そうか、これは夢オチだな。僕は今、廃はい神社の祠ほこらの中で倒れて失神中なんだ）と確信した。


『夜の賀か茂も川はわれらの縄なわ張ばりぞ、小こ僧ぞう。うぬも賀茂川に転がる屍しかばねにしてやろう』


　人語を話した！


「賀茂川って、京都の観光名所の？」


『われらの大地を奪い、平へい安あん京きようなどと名付けてわが者顔で闊かつ歩ぽするあさましい人間ども。口くち惜おしや、恨うらめしや！』


「ちょ、ちょっと待って！　僕はただの迷子で……」


　鬼が、咆ほう哮こうした。


　天地が震しん動どうした。


　その声の圧力だけで、光の身体ははるか後方に吹ふっ飛とんでいた。


　光は大きな松の木の幹に激げき突とつしていた。


　一瞬、呼吸が止まる。


「……ぐはっ！　い、い、痛いっ!?　もしかして夢じゃないっ!?」


　気づいた時にはもう手て遅おくれだった。


　鬼が、飛んだ。


　その巨体からは想像もできない跳ちよう躍やく力りよくで。


『生きたまま、うぬの肉を喰くらってやるわ！』


「僕の生肉なんて食べても美お味いしくないよ！」


　その時。


　これまで嗅かいだことのない甘い芳ほう香こうが、光の鼻び腔こうをくすぐった。


　鬼の腐臭とはまったく異なる、別のものの香かおりが。


「こんどは誰だれだ？　これも紫の匂いじゃないぞ」


　光は思わず「香るもの」が不意に現れた風上を──上空を見上げていた。





　上弦の月の光を背に浴びながら、ふうわり、と天から少女が舞まい降りてきた。


　きゃしゃな身体。


　平安時代頃ごろの和服のようでいて、どこか異国風の奇き妙みような服をまとっていた。


　月光をキラキラと反射して光ひかり輝く、長い長い銀色の髪かみ。


　小さな顔には、なぜか狐きつねのお面をかぶっていた。


　そして頭には、狐の耳が一いつ対ついぴんと立っていた。


　武具は、持っていない。


　その長くて白い指には、一枚の紙だけが挟はさまれていた。


　たった一枚の紙切れだ。


　もしも女め神がみが現実に降臨するとすれば、このような神秘的な美しい狐少女の姿で現れるのではないだろうか。などとうっかり述じゆつ懐かいしてしまいながら、光は彼女の姿を凝視していた。一瞬、鬼の存在を忘れてしまうほどに。





『おおお……うぬは……!?』


　鬼が、自分の頭上にひらりと現れたその少女に気づいて、空を見上げる。


「あさましき鬼め、闇やみの世界へと還かえるがよい」


　狐面の少女が、凜りんとした、透すき通った声を発した。


　少女は指に挟んでいた一枚の紙を、鬼の額へと投げつけた。


　その紙には──五ご芒ぼう星せいの紋もん章しようが、描えがかれていた。


　ただそれだけで。


『おおおおおおおっ!?』


　鬼の身体は、突とつ然ぜんまばゆい金色の光に包まれ、そして──突とつ如じよとして燃え上がった。


　めらめらと燃えながら、光の頭上に落ちてきた。


「鼻は利くようだが腕っぷしはからきしだな少年。ぼさっとするな。手がかかる奴やつだ」


　狐面の少女が、驚おどろくほど素す早ばやい動きで光の身体からだを抱だき上げ、そのまま横方向へと跳んだ。


　わずか数秒後。


　鬼は、地じ響ひびきを立てながら大地に崩くずれ落ちていた。


『この裏切り者め！　いくらわれらの眷けん属ぞくを狩かろうが、うぬは人間にはなれぬぞ！』


　ごうごうと激しく燃え上がりながら鬼が叫さけび続け、やがて──消しよう滅めつしていった。











　狐面の少女は光の身体を川岸に降ろすと、顔につけていた面を外した。


　血が通っていないかのような、青白い細ほそ面おもての顔。


　鋭するどい切れ長の目。


　透き通るような紅あかい瞳ひとみ。


　綺き麗れいに整った鼻、薄うすい唇くちびる。


　そして、腰こしまで伸のびた長い銀ぎん髪ぱつが月明かりを反射してキラキラときらめいていた。


　一見して、この国の人間ではないことがわかる。


　それどころか、人間ですらないのかもしれない。


　なぜなら、その小さくて形のいい頭からは、銀色のふわふわとした毛に覆われた狐の耳がぴんと伸びている。


　お尻しりからは、これも銀色の毛に覆われた尻しつ尾ぽが伸びている。


　異形のもの、と呼ぶにはあまりにも少女は美しすぎた。


　年ねん齢れいは、光よりも一つか二つ上だろうか。


　光は息を呑のんだ。これほどに美しい生き物を僕は今までの人生で見たことがなかった、などという切腹レベルのはずかしいモノローグを思わず語ってしまいそうになった。


　彼女は人なのか。それとも神なのか。


　それとも、中二病をこじらせているかわいそうな子なのか。


「あ……ありがとう」


　光は尻しり餅もちをついて倒たおれ込んだまま、自分を傲ごう然ぜんと見下ろしている人とも神とも知れぬ不可思議な狐耳の美少女にどうにか最低限のお礼だけを述べた。


（この子の身体からただよってくる芳香……なんていい香りなんだ。今まで嗅いだことがない香りだ。これは人間のものじゃない）


　心臓の鼓こ動どうが激しく波打っている。呼吸が荒あらくなっている。鼻がむずむずと……。


　だがその時、少女の口から出て来た言葉は。





「黙だまれ、この無能が。私はただ自分の職務を果たしただけだ。礼など言うな寒気がする」





　あまりの言われように、しばらく光の頭は真っ白になった。


　……


　……


　……


「……ツンデレ？」


「意味不明な言葉を叫ぶな。強力な式神を召しよう喚かんしたはずなのに、なぜ私はこんな役立たずのへたれを呼び出してしまったのだ」


「それとももしかして、単に性格が悪い人？」


　ぎろり、と鋭い視線でにらまれた。血のように紅い瞳。まつげが長い。


　朝あさ日ひ奈な親子以外の異性とほとんどコンタクトしたことがない光は、どぎまぎしてしまう。


「ぼ、僕はもう高校生だ。『狐のお面をかぶった少女に式神と間ま違ちがえられて召喚された』なんて非現実的ではずかしいシチュエーション、絶対に信じないぞ」


「こら。私に反論するなら視線を逸そらすな。へたれが。こっちを向け」


　それは難しい。少女が着ている和服の胸むな元もとがＶ字形に大きく開いていることに気づいた光は、ますますどぎまぎしてきた。見慣れている紫とはぜんぜん身体つきが違う。ちゃんと、胸がある。谷間がある。鼻が決けつ壊かいしそうだ。


「呆あきれるほど愚おろか者で、ため息が出るほど無能だな。ご主人さまに対してその態度は何だ」


「誰が僕のご主人さまだって？」


「もちろん、私だ。式神を使し役えきするものは陰おん陽みよう師じと決まっている」


「『陰陽師』ぃ？　これはまた……」


　少女はぴんっ、と人差し指で光のおでこをはじいてきた。


「ご主人さまは私だ、家来はキミだ。すでに主従契けい約やくは成立した」


　ふうわりと少女の身体から薫かおってくる甘い芳香が、またしても光の鼻をくすぐる。


「お断りだね。僕を家に戻もどしてくれよ」


「キミの家はどこだ？」


「神奈川県横よこ浜はま市西区みなとみらい、最寄り駅は横浜高速鉄道みなとみらい線の新しん高たか島しま駅だよ。東急東横線と接続しているから渋しぶ谷やまで一本だぞ」


「……はて。明らかに日ひノの本もとではないな。どこの異国だ？」


「それはもう世界のはてとも言うべき魔ま境きようで……って神奈川は日本に決まってるだろ！」


　少女は、狐耳をぴんと立てて、「ふふん」と不敵な笑えみを浮うかべた。


　もしかして女の子ってみんな「どや顔」をするのが好きなのかな……と光は思った。


「一度召喚された式神はそう簡単には戻れぬぞ。命がけになるぞ」


「覚かく悟ごの上だよ」


「そうか。それではこの珠たまを左右の手に一個ずつ握にぎりしめるがよい」


　少女は自分の胸元から二個の輝かがやく珠を取りだしてきた。


　うわっ、どこから出してくるんだよ。はずかしいなあ……と愚ぐ痴ちりながらも、掌てのひらの上に置かれたその珠が温かいことに気づいて光はますますどぎまぎしてしまう。紫なら、そもそも挟む胸がないから無問題なのだけど。深呼吸して鼻のむずむずをけんめいに抑おさえる。


「これは、何？」


「わが母から授さずかった竜りゆう宮ぐうの秘宝『式しき王おう子じ魔ま還かん珠じゆ』さ」


「数年後にふと思い出してはずかしくなって悶もだえ苦しみそうな、とことん痛い設定だね」


「この珠は大変な霊れい力りよくを秘ひめている。キミがこの秘宝の力に耐たえきれるほどの霊力の持ち主であれば無事に元の世界に帰き還かんできる。だが霊力が及およばなければ」


「及ばなければ？」


「キミの五体はこなごなに砕くだけ散る。さあ、どうする？」


　少女は鋭い視線で光を睨にらみつけてきた。この紅い瞳にじいっと凝ぎよう視しされると、魂たましいを吸い込まれそうになる。思わず光は生なま唾つばを呑みこんでいた。


　こんな設定、常識で考えれば噓うそに決まっている。


　でも、彼女の紅い瞳のあやしげな輝きはどうだ。本当なのかもしれない。


　一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、朝日奈親子がお腹なかをすかせてマンションのリビングに倒れている光景を妄もう想そうすると、もうダメだった。光が選べる選せん択たく肢しは「握る」「握る」「握る」だ。どれを選んでも握るしかない！


　ぎゅっ！


「に、握ったぞ！」


「よくぞ蛮ばん勇ゆうをふるったな、少年」


「……何も起こらないじゃないか」


「だろうな。それは道ばたで拾った、ただの石ころだ」


「なあんだ、そうだったのかあアハハハハ。って、今までの話は全部噓だったのか!?」


「もちろん噓だ」


「息をするように噓を吐つきやがって！　ちょっとだけ信じてしまったじゃないか！」


「喜べ少年。もしも私の話がまことだったら、今いま頃ごろ無能なキミは無残にも爆ばく発はつしていたぞ」


「要は、僕を家に戻すつもりがないんだな！」


「ふん。キミが勝手に間違って出てきたのだ。私のほうこそ被ひ害がい者しやなのだよ」


「くそ、居直ったな！　……ふ、ふ、ふわっ！」


　ついに、出てしまった。


「へ、へ、へっくちゅんっ！」


　とうとう狐きつね耳みみの少女の白い顔に、思いっきり唾つばを飛ばしてしまった。


「……きゃっ!?」


　少女は能面のような無表情を突とつ然ぜん崩くずし、細い眉まゆをつりあげて青白かった頰ほおをかああっと紅潮させた。


　頭の上に乗った狐耳が、ぴこぴこと激しく揺ゆれている。


「ご、ごめん。わざとじゃないんだ。癖くせなんだ」


「きっ、汚きたないっ！　そんなに呪じゆ殺さつされたいのかっ？」


「そこまで大げさに嫌いやがらなくても。僕の繊せん細さいなテフロン加工のハートが傷つくだろ」


「ああ。汚い、汚い！　男の唾が私のきれいな顔いちめんに……信じられない！」


　よほど光のくしゃみ攻こう撃げきがショックだったらしく、少女は目に涙なみだを浮かべてうろたえていた。少女は極きよく端たんな潔けつ癖ぺき症しようのようだ。光は「ずーん」と落ち込んだ。


「決めたぞ。キミをこの場で呪殺する」


「ふん。やってみろよ。いつまできみの小こ芝しば居いにつきあわないといけないんだ、僕は」


　怒いかりに狐耳を「ぷるぷる」とふるわせながら、少女は五芒星を書き記した呪符を袂たもとから繰くりだしてきた。


「ならば今ここで実際にやってみせよう。オン・キリキリ・バサラ……急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう……」


「どうせまた噓なんでしょ？　もう騙だまされないぞ」


「あいにく、この呪符は鬼おにを祓はらったものと同じだ。本物さ」


　少女が猫ねこのように細長い舌を出して、呪符を舐なめた。


「えっ……どうして舐めるの？」


「私の唾だ液えきには霊力があるからな。キミの手で呪符をはずせないようにするためさ」


「それを僕の額に貼はるの？　みょ、妙みようにいやらしいんだけど？　ふわ、ふわ、ふわ……」


「こらっ！　くしゃみをするなっ！　キミにはやっぱりお仕置きしかないな！」


　額に呪符を貼られた光の全身にいきなり電流が「ばちいいっ」と走った！


「いててててて！　痺しびれる！　痺れるううううっ！　しかもはがせない！」


「ほう。意外にしぶといな」


「待って！　倒れる前に、紫はどこにいるか教えてくれ！　はぐれたんだ！」


「『紫』？」


　光が黒こげになる寸前に、少女は光の額から呪符をはがした。


「『紫』とはいったい何だ。キミが夜な夜な愛めでている雛ひな人形の愛あい称しようか？」


「そうそう精せい魂こん込こめて毎晩丹たん念ねんに着せ替かえて、って違う！　実在する僕の妹分だよ！」


「ほう。いい年をして妹とはぐれたのか。それはお気の毒なことだなあ」


「きみが僕と紫を拉ら致ちしたんじゃないのか？」


「たぶんな。式神は二匹ひきを一いつ対ついとして召喚するのが基本だ。キミ一匹しか出てこなかったのは妙だと思っていたのだよ」
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「動物扱あつかいするなよ。いいから紫を返せ」


「ほんとうに知らぬものは知らぬのだ」


「また噓吐いてるね？」


「ほんとうさ。せっかく暇ひま潰つぶしにもってこいの面おも白しろいおもちゃを拾ったのでしばらく弄もてあそんで楽しもうと思って意地悪をして教えてやらないわけではないぞ」


　少女の美しいけれど冷たい微び笑しようからは、本心が読み取れない。


　だが……この世界は現代の京都ではなくて、ほんとうに異世界のようだ。なぜって、この少女が頭に生やしている狐耳のリアルさはガチだ。どう見ても作り物じゃない。


「きみはいったい誰だれなんだよ。そろそろ名を名乗れ！」


「おいおい。『名』とは『呪』だぞ？　私のような天才陰陽師は別だが、キミのような者がそう簡単に他人に名を明かしていいものではないぞ」


「そういう前まえ振ふりはいいから、さくっと名乗れよ」


「飼い主に先に名乗らせる式神がどこにいる。キミが先に名を名乗れ」


「僕の名は『水みず原はら光』だよ！　高校二年生だ！」


「ほほう。地下人かと思っていたが、偉えらそうに名字を持っているのか」


　くすり、と少女が笑みを漏もらした。


「これからは用心しろよ光クン。『名』や『言葉』は人をも物の怪けをも縛しばる強力な『呪』なのだよ。ことに、私のような陰陽師が口にする『言葉』はそうさ」


「ふうん。だからきみは噓ばかり吐くの？」


「まあそういうことだ」


「でも涼すずしい顔で噓ばかり吐くのは人としてどうかと思うよ？」


「他人に己おのれの正直な本心を明かす行こう為いは、陰陽師の私にとってはとても危険なのだよ。自分で自分の心に強力な『呪』をかけてしまうからな」


「すごくもっともらしい言い訳だけど、人間不信なだけじゃないの？」


「断じて違うぞ」


「それで、きみの名前は？　そろそろ名乗ってくれてもいいだろ？」


　狐の耳を生やした少女は──。


「鬼を調ちよう伏ぶくするわが姿をその目で見ていながら、この平安京に鳴り響ひびいている私の名もわからぬとはな。聞いて驚おどろくな。わが名は──安あ倍べの晴せい明めいだ」


　と、胸を反らして堂々と名乗った。


　光は、大きくうなずいた。


　なるほど。


　安倍晴明、か。


「……ごめん。安倍晴明って誰だっけ？」


「おいっ！　私はわざわざ宮きゆう廷ていに仕えてやって平安京に暮らす無力な人間どもを物の怪どもからいちいち守ってやっている、最高に偉い大だいな超ちよう一流の陰陽師さまだぞ！」


「すさまじく恩着せがましいというか圧あつ倒とう的に上から目線な自己紹しよう介かいだね……」


「自己紹介など、生まれてはじめてさせられたぞ！　屈くつ辱じよくだ！　ふぅ～っ！」


　晴明を名乗る少女が、激しく狐耳をぱたぱたと振っている。


　これはもしかして怒おこっているのかもしれない、女の子に無む駄だに嫌きらわれるのは「心静かに生きる」という僕の主義に反する、今後は晴明のよくわからないプライドを表向きだけは尊重しているふりをしようと光は反省した。


「キミの『水原光』という名前はまるで人間みたいだな。都の人々に無用な誤解を与あたえてしまう」


「だよね。蛆うじ虫むしとか糞くそ虫むしって名前が人外の僕にはふさわしいよね。って僕は人間だよ！」


「式神らしい通り名を、ご主人さまの私が与えてやろう」


「通り名ねえ」


「キミは鼻が敏びん感かんそうだ。そして犬という動物もまた鼻が利きく。キミの通り名は『犬』に『股また』と書いて『犬わん股こ』にしよう」


「どこから出て来たんだよっ？　『犬』だけでも情けないのに『股』はないだろっ!?」


「そうか。かわいい名前をつけてみたのだが、不満か。私は別にキミの通り名が『畜ちく生しよう法師』でも『潰れ蟇ひき蛙がえる』でも『便所カマドウマ』でも困らないのだが」


「『犬股』でいいです。すみませんでした！」


「はじめから喜べ。キミは素す直なおじゃないなあ」


「たしかに僕の性格は少々ヒネてるけれど、呼吸するように噓を吐くきみには負けるよ」


　それではわが屋や敷しきに帰るとするか、と晴明が切れ長の目を細めてあやしく微笑ほほえんだ。


　ぎい……ぎい……。


　闇やみの中から、牛ぎつ車しやが光と晴明のほうへと進んできた。


　だが、その牛車には牛がつながれていなかった。


　もちろん、御ぎよ者しやもいない。


　あたかも牛車が自力で動いているように見えた。


「犬股クン。キミが私の式神としてふさわしいかどうか、帰宅がてら試験をする」


「ええ？　試験？」


「キミが不合格に終わったら、容よう赦しやなく一いち条じよう戻もどり橋から堀ほり川かわに放ほうり込んで捨てて帰るぞ」


「噓だよね？　そんなことされたら、僕はたちまち鬼に食われちゃうよ」


「すまない、噓ではないのだ」


「おいおいおいおい！　拾った子犬を簡単に捨てていいと思ってるのかっ？」


「この平安京は魑ち魅み魍もう魎りようどもで溢あふれている。私には穀ごく潰しを雇やとう余よ裕ゆうなどないのさ」


　この晴明の紅あかい瞳ひとみ。このあやしげな輝かがやきは──これは本気かもしれない。


　光の脚あしが、ぶるぶると震ふるえてきた。











　光と晴明を乗せた牛車は、しずしずと闇の中を進んでいく。


「晴明の家ってどこにあるの？」


「私は内だい裏りの鬼き門もんにあたる一条戻り橋の向こう側に館やかたを構えている」


「鬼門？」


「愚おろか者め。鬼門とは北東の方角だ。北東は鬼がやってくる不ふ吉きつな方角なのだ」


「ああ、北東の方角ね。だったら最初からそう言えよ」


「よいか犬股。この平安京は、物の怪どもが跋ばつ扈こしている魔ま都とだぞ」


「いまいち認めたくないけど、どうやらそのようだね」


「そこで、だ。この私が物の怪の通り道となる鬼門に居を構えてやることで、都への物の怪の流入を防いでやっているのさ」


「そんな危険なところに住んで、晴明は物の怪に襲おそわれないの？」


「うむ。今言ったことは全部噓うそだから、気にしないでいいぞ」


「そろそろ暴れるよ晴明。牛車に火を放って僕も死ぬよ」


「まあ待て、落ち着きたまえよ少年。もう試験ははじまっているのだぞ」


「試験？」


「不合格なら、キミを一条戻り橋から堀川へ捨てて帰る」


　晴明がくすくす、と眼めを細めて笑った。


「さて一いち条じよう大おお路じまで来たぞ。犬股クン、まだ気づけないのなら不合格だぞ」


　くん、くん、くん。


　光が敏感な鼻を鳴らす。


「……待って晴明。臭くさいよ。急に空気が臭くなってきた！」


「ほう？」


「おならをしたね。美少女はおならをしないと信じていたのに、がっかりだよ！」


「違ちがうっ！　これは私の臭いではない！」


「くん、くん。どうやら臭いのもとは無数とも言える団体客のようだ……しかも明らかに人間の臭いじゃない」


「……ちっ。つまらんな。合格だ」


「え？　合格？　僕が？」


「私の霊れい感かんよりもキミの鼻のほうが先に連中の存在を嗅かぎ当てた。さすが犬股だな」


　晴明が御み簾すをあげて、一条大路の闇の彼方かなたを光に指し示した。


　大路のはるか彼方に、異形の姿をした物の怪どもが溢れていた。


　一つ目小こ僧ぞう。


　のっぺらぼう。


　赤あか鬼おに。


　青鬼。


　子鬼。


　めいめいが大路をゆっくりと進みながら、一心不乱に踊おどっている。


「なんだい、あれは？　ハロウィーンのコスプレ・パーティ？」


「平安京名物の『百ひやつ鬼き夜や行こう』さ」


「へええ。どんどんこっちに接近してくるね」


「私より先に連中の気配を感知したキミは合格だ。無念だ……」


「そうだよな、さぞかし無念だろうな……って、どうして悔くやしがるんだよっ」


「さっそく合格祝いだ。牛車から降りて一いつ緒しよに踊ってこい、犬股」


「え？」


「連中はご陽気だ。気さくにキミを迎むかえてくれるし、豪ごう華かなおみやげももらえるぞ」


「ふうん、そうなんだ。わかったよ。ちょっと踊ってくるね！」


「……というのは噓だ。降りたら、たちどころに奴やつらに襲われて食われる」


「危ない噓をつくなよおおおおっ！」


　牛車から片足を出してしまっていた光は、あわててその足をひっこめた。


　光の気配を察知した物の怪たちが、いっせいに牛車へと殺さつ到とうしてくる。


「うわああ！　押し寄せてきたぞ！　晴明、冗じよう談だんで僕を殺す気か！」


「まさか本気にするとは思わなかった。キミは底なしの愚か者だな」


「あいつらを祓はらってくれよ晴明！」


「天才陰おん陽みよう師じ・安倍晴明としては屈辱だが、ここは『方かた違たがえ』をして難を避さけよう」


「方違え？」


「目的地にまっすぐ向かわずに、方角を変へん更こうして道順を変えるのさ」


「それって、単にこの場から逃にげるだけなんじゃあ……」


「いいや。立派な陰陽師の術だ」


　絶対に噓だ、と光はつい口にしてしまった。


「私の言葉が信じられぬとは、ひねくれた少年だな。心が荒すさんでるな。哀あわれで無様だな」


「晴明が噓ばかり吐くからだろ！」


「そういうキミは噓を吐かないのか？」


「噓を吐いたら、その噓がいつバレるかとうしろめたくなるだろ？　僕はわざわざそんな苦く悩のうの種を抱かかえたくないね」


「自分から『実は噓だ』とバラせばそれで苦悩は終わるぞ？」


「いろいろと大切なものを失うだろっ！　信しん頼らいとか信用とか評判とかっ」


「──しっ。犬股、これ以上声を立てるな。無む駄だ話ばなしをしていたおかげで方違えが間に合わなくなってしまったじゃないか。キミのせいだぞ」


「要は、逃げ遅おくれたんだな」


「うるさい。ここは私が『陰おん形ぎようの結界』を張ってやりすごすから、黙だまっていろ。これ以上声を出せばキミは連中に見つかって食われるぞ」


「『結界』ぃ？　またまた。僕をからかっているんでしょ？」


　ぐらり。


　牛車が大きく傾かたむいた。


　無数の物の怪たちが「ががんがんがん！」と牛車を四方八方から殴なぐりはじめた。


「うわああああ！　見つかったあああ！」


「はあ。この私が親切心から危機が迫せまっていると教えてやっているというのに、私を疑うとはな。さらばだ犬股クン」


「信じるから助けてください晴明さま！」


「最初からそう言えばいいのだ」


　晴明が瞳を閉じ、小さな声で呪じゆ文もんを唱えはじめた。


「──急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう──」


　その整った横顔は、少々ヒネた光ですらみとれてしまうほどに神こう々ごうしい。


　きらめく銀ぎん髪ぱつが、ふうわり、と重力を無視して逆立ちはじめた。


　晴明の細い身体からだ全体から、うっすらと銀色の光が放たれている。


「結界が完成した。これでこの牛車は、奴らには見えなくなった。百鬼夜行が通りすぎるのを待つぞ」


　自信と威い厳げんに満ちた声だった。


　光は、言葉を失って晴明の横顔にみとれてしまった。


「──もういいぞ。連中は通り過ぎた」


　いつしか、物の怪けの気配が噓のように消えていた。


「ほんとうにこんどこそ大だい丈じよう夫ぶなんだな？」


「ははは。そう震えるな少年。男の子らしく堂々としていろ」


「むぅ……そうだ、一つ気づいたことがあるんだけど。晴明ってさ」


「なんだね、犬股クン？」


「笑うと、狐きつね耳みみがぴょんぴょんと跳はねるんだね」


　晴明がさも当然のように生やしている狐耳の存在に、光は敢あえて触ふれてみた。


　その瞬しゆん間かん、晴明の顔色がさぁっ、と変わった。


　妙みようにこわばった表情で、晴明が光を至近距きよ離りから睨にらみつけてきた。


「あれ、怒おこった？」


　唇くちびると唇が触れあいそうな距離──光はあわてた。ふ、ふ、ふわ。くしゃみが出そうだ……って僕は何を考えているんだ、こんな時に！


「こら犬股。キミには私の狐耳が、見えているのか？」
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「見えてるよ最初から。ツッコミ待ちなのかと思ってたのにぜんぜん狐耳の話題にならないから、我が慢まんできなくなってこっちから振ふったんだけど……自分に負けた気分だよ」


「ば、ば、バカを言え犬股のくせに！　私に噓で対たい抗こうしようとしてもそうはいかぬぞ！」


「何をうろたえているんだよ晴明？」


「わわわ私は狐耳を人間の目から完全に隠かくしているはずだ。物の怪か超ちよう一流の術師でなければ、私のこの狐耳を見ることはできぬはずだ！」


「そう？　でも、尻しつ尾ぽも丸見えだよ？」


「……な、な、な、なんだとっ？」


　晴明の青白い頰ほおに、さあっ、と鮮あざやかな朱しゆ色いろが混じった。


　クールなはずの晴明の息づかいが急激に荒あらくなってきたのが光にもわかった。


「晴明、もしかして牛車酔よい？」


「に、人間の分際で私の尻尾を見ただと？　噓を吐くな、犬股！」


「ほんとうだよ。晴明じゃあるまいし噓吐いてどうするんだよ。心静かに生きるためには噓は有害だって言ったろ？」


「……なんと。この安倍晴明としたことが。人間の男には、一度も尻尾を見られたことがなかったのに……なんという恥はじさらしな……ぬかった！」


　晴明が悔しげに扇せん子すで顔を覆おおい、狐耳をぴくぴくと小刻みにひきつらせている。


　ふさふさの尻尾は、お尻しりの下に隠してしまった。


　これは尋じん常じような怒いかりではないようだ。


「おーい晴明。いくら顔を掌てのひらで覆っても、狐耳がぱたぱた動いてるから」


「考えてみれば、こやつは私よりも鼻が利きく式神だ。自分では人間だと言い張っているが中身はほんものの犬だったのだ。私はこやつの噓にあざむかれたのだ。迂う闊かつだった」


「早く犬小屋に入りたいワン、って僕は人間だよっ！　晴明こそ実は狐っ子じゃないの？」


　扇子で、おでこをぺちり、と殴られてしまった。


「つくづく失敬だなキミは。私は狐神の母と人間の父との間に生まれた、半神半人ともいうべき特別な存在なのだ」


「じゃあ、どうして人間側について鬼退たい治じをしてるのさ。財宝目当てか？」


「……ふん。いろいろと事情があるのだ」


　光は、晴明の狐耳を指できゅっと挟はさんでみた。


「実はこの狐耳も僕を騙だますための作り物とか？」


「ひゃうっ!?　こらっ触さわるな、触るなっ！　乙おと女めのいちばんはずかしい部分に汚きたない指で触るな！　い、い、いやらしいっ！」


「わああああ！　どうしていやらしいのかわからないけど、ごめんっ！」


　晴明の狐耳に指で触れたとたん、晴明が感電したように全身をぶるぶると痙けい攣れんさせたので、光はあわてて指を引っ込めた。


「はあはあはあ。まるで通学電車内で女子高生に痴ち漢かんを働いたような気分だ。いや僕はそんな大それた悪事をギャルゲー以外で働いた経験はないけどね！」


「さ、さ、触るなよ。次に触った時には、キミを呪殺するぞ」


「触るなと言われると、触りたくなる。不思議！」


「誰だれにも触れさせたことがなかったのに……乙女の純潔が……犬股なんかに……ああ」


　晴明って大人ぶってるけど実は純潔の乙女だったんだ。それもまた噓うそで実は晴明が男女交際のエキスパートだったりしたら僕はショックのあまり死にたくなるので、これだけは信じたい、と光は願った。


「晴明っていったい何歳なんだい？　僕より年上に見えないこともないけど、照れてる顔は年下のようにも見えるし」


「ふん。私はキミたち人間とは、そもそも成長する速度が違う。齢よわい千年を超こえても私は今の若い姿のままで生き続けられるのだぞ」


「へええ、不老不死なの？　よくもまあ次々とそういう設定を繰くり出すなあ」


「もっとも、物の怪や術師との戦いに敗れればこの私とて死ぬぞ」


「ちゃんと逃げ道は用意してるんだな……弱点がないキャラは魅み力りよくがないからね」


「キミの言葉はどうもよくわからんな」





　牛車はわびしげな一条戻り橋を渡わたりきり、晴明の屋や敷しきに到とう着ちやくした。


　誰もいないのに館やかたの正門の扉とびらが音もなく勝手に開いて、牛車を招き入れてくれた。


　館の扉には、大きな五ご芒ぼう星せいが描えがかれていた。


　あの、晴明が鬼おにを倒たおした呪じゆ符ふに描かれていた紋もん章しようだ。


「この五芒星はセーマンと呼ぶのさ」


「どういう意味があるんだい、五芒星って」


「まず、この世界に存在するものはすべて『気』という目に見えぬものから生ずる。人も獣けものも物の怪も大地もだ」


「『気』か。神社探検が大好きな紫がよく口にする言葉だけど、デイドリーム・ビリーバー特有の疑似科学用語だよな。現代物理学とは相あい容いれない」


「『気』から生じた万ばん物ぶつはすべて、『木・火・土・金・水』という五種類の属性のいずれかを持っている。その五つの属性の力関係を図式化したものが、この五芒星さ」


「たった五つとは素そ朴ぼくだね。まだ正式に認にん定ていされていない元素まで含ふくめれば、現代化学の元素記号は１１８番まであるんだぞ。しかも今後もどんどん増える予定だ」


「元素記号？　なんだそれは」


「陰おん陽みよう道どうで言うところの属性みたいなものだよ。１１８番目が『ウンウンオクチウム』って元素だ」


「噓臭くさいぞ犬股クン。１１８個の呼び名を全部言ってみろ」


「いいとも。『水素』、『酸素』、『炭素』、『窒ちつ素そ』、『ヘリウム』、『ナトリウム』、『マグネシウム』、『カルシウム』、『硫い黄おう』……」


「ほほう。まだ残り１０８個もあるぞ。がんばれ犬股」


「え、ええと……しまったこれ以上思い出せない。ううむ。属性、属性……『ツンデレ』、『ヤンデレ』、『妹』、『姉』、『母』、『幼なじみ』、『ウザかわ』、『ブルマ』、『スク水』、『魔ま法ほう少女』、『絶対領域』……これは女の子のスカートとニーソックスの狭はざ間まの貴重な肌はだ色いろ部分のことね。それから、ええと、ええと」


「ちょっと待て、犬股！　明らかに途と中ちゆうから違ちがうぞ！　違ってるぞ！　なぜかどれもこれも妙に禍まが々まがしい！」


「……実は１１８個も暗記してないんだ。ごめん」


　光は悔くやしかった。呪文のような元素名を１１８個も暗記できるわけがない。紫の前でどや顔をするためにがんばって暗記していたのは１１８番目のウンウンオクチウムだけだ。


「はあ。キミはまた噓を吐いたのだな、犬股のくせに生意気だぞ」


「晴明にも属性があるの？」


「むろん、ある。だが教えぬぞ。いずれの属性もそれぞれ得意とする属性と苦手とする属性を持っている。自分の属性を明かすことは弱点を明かすことにもなるからな」


　晴明の属性は「ツンデレ」か「狐耳」か、それともその両方だな、と光は確信した。


「この僕にも属性がある？」


　晴明は眼めを細めて、光の顔を間近から凝ぎよう視ししてきた。光はちょっとどきりとして、心しん拍ぱく数すうが急きゆう上じよう昇しようして、またしてもくしゃみが出そうになった。


「……ふむ……キミは……どうにもわかりづらい。異世界から来た畜ちく生しようだからだろうか？」


「早く人間になりたい！　って、真顔でさらっと人を畜生扱あつかいするな！」


「この私にわからないということは、キミはよほど妙な動物なのだ」


「晴明にもわからないことがあるんだね。意外だな」


「う、うるさい」


　狐耳が拗すねたように、ぴょん、と跳ねた。


　うわぁかわいいな……とうっかり思ってしまった瞬間。


「へくちゅん！」


「また！　少しは学習しろ、愚おろか者が！」


　怒った晴明に呪符を額へ貼はられて電でん撃げきを浴びせられながら、光は一つ学習した。


　やっぱり、女の子に対する煩ぼん悩のうは徹てつ底てい的に隠さなければ命が危あやうくなる、と。





　牛車から降りた光は、驚おどろいた。


　庭であるべき場所が、庭じゃない。自然のままに草木を生やしたままだった。


「晴明って『片付けられない女の子』だったんだね。いや、はずかしがらなくてもいい。僕の世界にはそういう子、大勢いるよ」


「キミは愚か者だな。式神を招くには、庭を自然のままにしておいたほうがよいのさ」


「言い訳でしょ、それ」


「断じて違う」


　しかし意外なことに、建物の中は庭とは対照的に綺き麗れいに掃そう除じされていた。


　晴明はちり一つ落ちていないぴかぴかの縁えん側がわにちょこんと座ると、赤い水をギヤマンのグラスに注いで一人で飲みはじめた。


「それ処女の生き血？　さすが晴明、とことん芝しば居いがかっているね」


「馬ば鹿か。西方から海を越えて運ばれてきた甘い水だ。葡ぶ萄どうから造られているという」


「砂糖水か。晴明ってコオロギみたいな食生活を送ってるんだね」


「『便所カマドウマ』に改名するぞ」


「ごめんなさい、勘かん弁べんしてください晴明さん！」


「犬股もどうだ？　葡萄の芳ほう醇じゆんな香かおりが楽しめて美お味いしいぞ」


「ほんと？　ありがとう！」


「高価な飲み物だが、一ひと滴しずくだけなら恵めぐんでやってもよい。私は式神に優やさしいからな」


「この守しゆ銭せん奴どめ！」


　ぐう。


　晴明のお腹なかが、小さく鳴った。


「……ふむ。葡萄水を飲んだら小腹が減ったぞ。稲いな荷り寿ず司しが食べたくなった」


　平安時代に稲荷寿司なんてあったかな？　と光は思ったが、気にしないことにした。


　ツッコむべきところは他にある。それは──。


「晴明ってまるっきり稲荷神社のお狐きつねさまと同じなんだね、食べ物の好みが」


「うるさい黙だまれぶち殺すぞ、この駄だ犬けんが！　私の前で稲荷神社の話は金こん輪りん際ざいするな！」


「なに唐とう突とつにブチ切れてるんだよっ!?　びっくりしただろっ!?」


「私は稲荷寿司は好きだが、稲荷神社は大だい嫌きらいなのだ！」


「ははあ。稲荷神社のお供えものをうっかり盗ぬすみ食いした黒歴史があるんだね」


「いいから。キミは私の式神だろう。稲荷寿司を買ってこい」


「平安京に、こんな遅おそい時間まで開いてる寿司屋があるの？」


「あるわけがなかろう」


「じゃあ明日まで我が慢まんしろよ！　そもそも夜中に食べると太るよ？」


「黙れ。私はいくら稲荷寿司を食べても太らない体質なのだっ！」


　しばらく「うー」「がるる」と睨にらみ合った。


「……争うのはやめよう。迷子の紫を捜さがしてくれよ。あいつ、昔から迷子癖ぐせがあるんだよ。迷子になる天才なんだ。陰陽師の晴明なら捜せるだろ？」


「また紫の話か。紫という小こ娘むすめがそれほどだいじか。実の妹なのか、それとも」


「うーん。僕の妹分だけど本当はお隣となりさんで、実の妹ではないなあ」


　むっ、と晴明がちょっと不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるをとがらせた。


「どういう関係なのだ」


「いやあ」


「照れるな、気持ち悪い」


「僕は昔、約束したらしい。紫が迷子になったら捜しに行って、そして守るって。無理やり誓ちかわされたと思うんだけど。それでも一度誓った約束は、守らなくちゃいけないんだよ」


「ふうん？　犬股クン、キミは賀茂川で鬼に食べられそうになっていたじゃないか。鬼どもを前にして、どうやって紫を守るんだい？」


「……う。紫と約束を交かわした時には、僕の人生設計にはこんな剣けん呑のんな和風ファンタジー世界に来る予定はなかったんだよ……」


「うかつな約束などするものではないぞ、約束もまた人を縛しばる『呪』なのだからな」


「また『呪』か。でもそういう『呪』なら大だい歓かん迎げいだけどね僕は。僕を生かしてくれる『呪』ならばね……しまった、今の台詞せりふはかなり臭くさかったっ！」


　ふふ、と葡萄水を飲みながら晴明が可お笑かしそうに笑った。


「キミと紫は、陰いんと陽ようの関係なのかもしれぬな」


「陰と陽？」


「陰と陽の関係と言っても、私とあいつの関係とは相当に異なるようだが」


「あいつって誰だよ？」


「ふん。私のそばにいればいずれ嫌いやでも関かかわり合いになる相手さ、そう焦あせるなよ犬股クン」


　晴明は相変わらず、何を考えているのかよくわからない。


「でも……僕を屋敷に住ませていいの？　若い男女が一いつ緒しよに暮らしたら変な噂うわさが立つよ。下手したら修しゆ羅ら場ばになるかもしれないよ？」


「犬股、心配するな。私には友がいない」


「またそんなすぐバレる噓うそを吐つく」


「この異形の耳を見ることができるキミにならわかるだろう。狐神の母から生まれた異形の天才陰陽師・安倍晴明が、ただの人間ごときと友になれると思うか？」


「えっ」


「人間どもは私の霊れい力りよくに頼たよりつつ、この私を化け生しようの者と怖おそれて近寄らないのさ。ちまたには私を殷いんを滅ほろぼした『九きゆう尾びの狐』だと噂する者もいる。敬して遠ざける、という奴やつかな」


「……」


「『狐こ独どく』という言葉は、『狐』が『独ひとり』と書くのだぞ。狐は群れないものなのさ。犬股クン、私の狐耳が見えるのならばそのくらいのことは察しろよ」


「……ごめん、晴明……」


「おいおい目を潤うるませるな。噓さ。友達なら百人はいる」


「『孤独』の『孤』って『狐』じゃないよ。『孤独』の『孤』は『子こ』偏へん。『狐』は『獣けもの』偏だ。意外と晴明って……うっかりさんなんだね……」


「つまらないことにこだわっていると立派な男子になれないぞっ！」


「ごめん。場を和なごませようと思って」


「ふん。余計な気き遣づかいだよ犬股クン」


　上じよう弦げんの月を見上げながら、晴明が冷たい微び笑しようを浮うかべた。


　皮肉な笑え顔がおだった。冷たい表情だった。でも、どこか、寂さびしそうだった──狐耳が、しおれている。


「……晴明」


「なんだ暗い顔をして。そんなに葡萄水を飲みたいのか？　少年」


「少年って言うなよ。それを言うならそっちだって少女だろ！」


「いーや。離はなれている。私は齢よわい数百だぞ？　あるいは千年を超えているかもしれん」


「まさか。千年間も『孤』と『狐』を間違え続けないだろ？　普ふ通つう」


「しつこいぞキミは」


　こういう時の晴明は、ふくれっつらになって妙みように幼く見える。


「晴明は恋こいをしたりしないの？」


「ふん。私は人間の世界に暮らしてやってはいるが、決して恋などはせぬ」


「あれ。僕と同じことを言いだしたぞ。気が合うね」


「最初から女の子に相手にされないだけのキミと同じにするな。私が恋をしても、相手はすぐに死んでしまうのだぞ」


「……ああ……そうか。時間の流れが違うんだね……晴明と僕たちとでは」


「そういうことだよ犬股クン。私の恋人になりたいのなら、最低千年は生きられる者でなければな」


「無茶ぶりだな。そんなに長生きできる人間なんていないよ」


「私は無む駄だなことはしない主義なのさ」


　晴明はおどけてそう言うが、狐耳が力なくしおれていて、どこか寂さびしげだった。


　なぜ晴明は、人間社会で生きることを選せん択たくしたのだろう？


「……晴明……」


「うん？」


「紫と出会う以前の僕も」


「『も』とは何だ」


「──今の晴明のように独りぼっちでつっぱっていた。あの頃ころの僕は、くしゃみ癖ぐせと生まれつきの茶ちや髪ぱつを気にして、他人と距きよ離りを置いていたから……晴明は今までずっと独りぼっちだったの？」


「さあ、昔のことなどもう忘れたな」


「僕なんてたかだか十年程度で耐たえられなくなっていたのに。もう耐えられなかったから、紫が笑顔で『どーん！』と僕の間合いに飛び込んできてくれた時にかわさなかったんだと思う。『紫を守る』というあの面めん倒どうな約束だって、僕にとっては厄やつ介かいな『呪』なんかじゃなかった。陳ちん腐ぷな言葉だけど、『絆きずな』、だったのかもしれない。こうして紫とはぐれてみて、改めてそう気づかされたんだよ。だから晴明」


「ふん。紫がいないからってそう悲しそうな顔をするな犬股」


「あ、いや、そうじゃなくて。僕は……ええと……」


　晴明は、狐耳をぴんと立てて、「やれやれ」とこれみよがしにため息をついてみせた。


「しかたないな。占うらなってやろう、紫の居場所を」


「占いで人を捜せるの？　さすが陰陽師だなあ」


「捜せるわけがなかろう」


「狐耳の穴に綿棒を奥まで突つっ込こんでグリグリかきまわすぞ！」


「待て犬股。実はできる！」


「最初からそう言えよ！　いちいちツッコミを入れるのもけっこう疲つかれるんだぞっ！」


　晴明は遠く離れた物置から、占いに使う大きな盤ばんを──自らは動くことなく、ふわりと宙に浮かせて自分の手て許もとまで動かしてみせた。


「それなに？　双六すごろくの盤みたいだけど」


「これは『六りく壬じん式しき盤』だ。陰陽師が式ちよく占せんに用いる道具さ」


「『ちょくせん』？」


「占いのことだよ。キミは実に無知だな。よほど前世での行いが悪かったのだな。きっと前世は犬以下の動物だったのだろうなあ」


「はいはい、どうせ僕は無知ですよ！　で、これさえあれば紫の居場所がわかるの？」


「うむ。それでははじめよう。犬股、立ち上がれ。この六壬式盤を頭の上に載のせるのだ」


　不意に、晴明が凜りんとした声を放った。


　光は反射的に、言いなりになった。立って、六壬式盤を両りよう腕うでで持ち上げた。


「ぐぐぐ。これ、すげぇ重いな……」


「絶対に落とすなよ。落とせば紫の行方ゆくえはわからなくなるぞ」


「あ、頭にの、載せたよ。それでこれからどうするの？」


「そのまま盤を落とさないように頭の上に載せたまま三度回転して、『ワンワン』と犬の鳴き真ま似ねをするのだ。心の中で紫の姿を強く念じながら、だぞ」


「わ、わかったよ」


　六壬式盤はとんでもなく重くて、頭の上に載せると同時に光の首はメキメキと音を立てた。それでも紫のために、光は耐えた。バランスをとりながらゆっくりと回り、そして、


「わん、わん、わんわんわんわおおおお────んっ!!」


　と迫はく真しんの演技をしてみせた。明らかにブザマな姿だが、紫を守るという約束を果たすためだ。がんばるぞ！　と光は鳴き真似演技にいよいよ気合いを入れる。


「ふふふ。よくがんばったな。犬股クン、ご苦労だった」


「はあ、はあ、はあ。重くて首が折れそうだよ。晴明、紫の居場所はわかった？」


「それはこれから占う」


「よし本番だ、っておいっ？　今の羞しゆう恥ちプレイみたいな一連の苦行は何だったんだよっ!?」


「ただの座興だ」


　光は無言のまま六壬式盤を高々と掲かかげて、晴明の頭に投げ落とそうとしていた。


「きみの虚きよ言げん癖へきのおかげで話がぜんぜん進まないじゃないかっ！」


「待て、落ち着け犬股クン。芸を見せてくれたご褒ほう美びとして紫の居場所を占ってやるから」


「ほんとうだなっ!?　これ以上僕を騙だましたら泣くぞっ!?　ぐすっ、ひぐっ……」


「こら。男の子が泣くな」


　晴明は、盤の上に載っている大きな木製の球を回転させた。


　指を使ったりはしない。


　小声で何か聞き取れない呪じゆ文もんを唱えながら、指を唇に添そえる。


　ただそれだけで、風も吹ふいていないのに球がくるくると回る。


「結果が出たぞ、犬股クン」


「また僕を騙そうとしているんじゃ……」


「泣いてありがたがらないのか。つまらんな。さてと、寝ねる支し度たくをするか」


「ありがとう晴明さま！　占っていただいて一生感謝します！　紫はどこにいるのっ？」


「おもしろいところにいるぞ」


「どこだよ、もったいぶらずに教えてよ！」


「……地じ獄ごくの閻えん魔ま様のもとに送られた……すまぬ犬股。手て遅おくれだった」


　晴明ががっくりと肩かたを落として、深々と頭を下げた。


　目が潤んでいる。


　これは……噓じゃない！


「ええええええっ？　紫が、死んだああああっ？」


「というのは噓だ。紫は生きている。宮中にいるぞ」


「晴明、いいかげん怒おこるよ。狐きつね耳みみを引っ張るよ。引っ張って綿棒を突っ込んでくすぐりまくるよ。晴明がくすぐたがって笑い死ぬまで何時間でも何日でもくすぐるよ」


「だからその変態特有の視線で私の狐耳を見るな。まったく冗じよう談だんが通じない奴だなあ」


「今の冗談は黒すぎるだろ！　で、宮中ってどこ？」


「宮中も知らないのか。もういちいちキミをからかうのも面倒になってきたので適当な噓を吹き込んでからかうのはやめるが、私に遊んでもらえないからって気を落とすなよ犬股クン」


「いやむしろ心晴れ晴れするよ。で、宮中って？」


「宮中とは帝みかどたちがいる内だい裏りのことさ。都の中心であり、まつりごとや神事全ぜん般ぱんを司つかさどっているこの国の中ちゆう枢すう機関だよ」


「……帝おおおおっ!?」


「ともあれ犬股クン。ここから先は、人力で直接捜さがすしかないぞ」


　晴明が、ふふふっ、とゆかいそうに声を出して笑った。


「犬股、キミが宮中へ入り込んで紫を捜せ。顔見知りなら見つけるのは簡単だろう？　それにキミはほんものの犬のように鼻が利きくからな」


「僕なんかが宮中に入れるの？」


「宮中は貴族の世界。地じ下げ人にんですら入れぬ。式神など論外だ」


「だよねえ？　どうすればいい？　無断で忍しのび込む？」


「そのようなことをして見つかれば、キミの首はたちどころに飛ぶぞ」


「晴明は宮仕えしてるんだよね？　晴明のコネでなんとかならない？」


「そうだなあ。たとえば私が出仕している陰おん陽みよう寮りようにキミを押し込むとして、キミが陰陽師としての実力をつけ宮中への参さん内だいを許されるようになるまでには何十年かかるか……」


「なあに十年も修しゆ業ぎようすれば僕だって立派な陰陽師に、ってそんなに待てるわけあるかっ！」


「そこで私にいい考えがある。少々荒あらっぽいやり方だが……紫を見つけるためならば、キミはどんな試練でも我が慢まんできるな？」


「う、うん」


「ふふふ。その『言葉』、しかと聞いた。後で怒るなよ犬股クン」


　妙に嬉うれしそうに晴明が狐耳をぱたぱたと振ふった。


　ついでに、尻しつ尾ぽも振っている。


　光が思わずその尻尾に視線をやると、晴明ははずかしそうに尻尾を着物の裾すその中に隠かくしてしまった。


　乙おと女めのはずかしい部分をあまり見るな、とデコピンされてしまった。


「長らく退たい屈くつしていたが、明日からは犬股という珍ちん妙みようなおもちゃのおかげで楽しめそうだ」


「当人の面前で、堂々と人をおもちゃ呼ばわりしないでほしいんだけどね」


　晴明はなにかいたずらめいた企たくらみを閃ひらめいたらしく、一人でくすくすと声を殺して笑っている。


　光の胸中は「次は何をやらされるんだろう」という不安が半分、「晴明のおかげで意外と早く紫を見つけられそうだ」という期待が半分。


　だが、晴明の思いつきは光の予想をはるかに超こえた、実に厄介なものだった。





　　　　[image: ]





「ちょっと光くーん、どこにいるのよ？　ここはどこなのよっ？」


　宮中。


　またの名を内裏。


　その内裏の西側に位置する飛ひ香ぎよう舎しやの庭は、一面を藤ふじの花に覆おおわれた風流な日本庭園だった。


　紫は、この藤の花の下で目覚めた。


　夜空には無数の星のきらめき、そして上じよう弦げんの月。


　いきなり異世界に放ほうり出された紫のリアクションは、おおむね光の予想通りだった。


「ちょ。まさか宇宙人にアブダクションされちゃったの？　すごい体験だわ、光くん！」


　紫は何があっても最後は光が迎むかえに来てくれると信じて疑わない。


　だが、さすがの紫も実際にこれほどの超ちよう常じよう現象（？）に巻き込まれたのは初めてだ。


　光がいつ来てくれるか、少し心細くなってきた。こんな時はとにかく人を探すことだ。


　紫は広い広い庭園の中を駆かけて、飛香舎の建物を発見し、接近してみた。


「時代がかった和服姿だけど、地球人がいるわ！　ということは、ここは地球！」


　飛香舎の縁えん側がわには、二人の男女が正座していた。


「兄上。見て、あの愛らしい子を。変わった衣い装しようを着ていますわね」


「おお、どこから入り込んだのだろう」


「花の精かしら」


「物の怪けかもしれぬ。おそろしや」


「そんなにおそろしがらなくても、兄上。花の精さん、もっとこっちへいらして」


　一人は、十二単ひとえに身を包んだ若く美しい女性。


　もう一人は、やけに小心そうな貴族の中年男。「兄上」と呼ばれていた。


　ということは、二人は兄妹きようだいなのだろう。


　紫は、その美しい和装の女性の笑え顔がおを見て安心して、「こんばんは」とおじぎをしながら二人の正面へ歩み寄った。そして、その女性の顔を間近で見て「ええっ？」と驚おどろいた。


「うちのお母さんにそっくりな人だわ？　いったい何がどうなってるのかしら？」


　そう。


　その和装の女性は、紫の母・朝日奈桐きり子こを若返らせたかのような容姿の持ち主だった。


　そして桐子にそっくりということは、『桐子のクローン人間』と噂うわさされている紫にもよく似ているということだ。


「まあ。私の子供の頃ころにそっくりなお姫ひめさまだこと」


「ほんとうだな。藤ふじ壺つぼ、お前に生き写しの幼女だ。面めん妖ような……魔ま物ものであろうか」


「兄上は、何にでも怯おびえすぎですよ。この子が邪じや悪あくなものであるはずがないではないですか。しょうがない人ですね」


「それはそうだが……悪い予感がするのだ」


「あなたたち、何者？　わたしは朝日奈紫。ごく近い将来、かわいすぎる美少女トレジャー・ハンターとして全世界から崇あがめられる予定の大だい冒ぼう険けん家かよ！　今日は学校からの帰り道で怪かい異いに巻き込まれて、迷子になっちゃったの！」


「まあ。迷子に？　神かみ隠かくしにでもあったのかしら？」


「でもだいじょうぶ。心配しなくても、わたしが飼ってるしもべの光くんがすぐに迎えに来てくれるわ！　光くんはねぇ、わたしの匂においを五百キロ離はなれた場所からだって嗅かぎ当てられるんだから！　わたしがいないと一日も生きていられない依い存ぞん体質なのよね～」


　紫の無む邪じや気きなどや顔が、二人の警けい戒かい心しんを完全に解いていた。


「ふふ。私が女の子を産んだら、あなたみたいな愛らしい姫ひめに育つかしら」


「紫とな。そう容易にほんとうの名前を明かしては危険だぞ」


「どうして？　名を名乗らないと、光くんが迎えに来てくれないじゃないの」


「物の怪や悪あしき陰陽師に真の名を知られると、取り憑つかれて操あやつられるおそれがあるのよ」


「ゆえにわれら貴族は、真の名を名乗らずに『通り名』を用いるのだよ」


「ふうん？　『ゲド戦記』みたいなかっこいい設定ね」


「麻ま呂ろのことは『兵ひよう部ぶ[image: ]きようの宮みや』、これなるわが妹は『藤壺』と呼ぶがよい」


「わかったわ！　わたしも、自分自身と光くんのかっこいい通り名を考えるわ！　あ、でも光くんは『勇者ライト』のままでいいかしら？　さすがに怒るよね」


　ほんとうに元気で愛らしい子ですね兄上、と藤壺がやわらかく微笑ほほえんだ。


「迷子のあなたを、光さんという方が迎えに来てくれるのね？」


「そうなの、藤壺さん！　光くんってのはわたしの幼なじみでね、マンションのお隣となりで一人暮らししている生意気な男の子なんだけど、髪かみの毛だけはクリスタル・スカルくらいに綺き麗れいなの！　太陽の光に当たると、キラキラと金色の光を放って神こう々ごうしいのよ。口を開いたらやる気の欠片かけらもない、ぐーたらな残念キャラなんだけどね……でも根はとことん馬ば鹿か正直な男の子だから、交かわした約束はちゃんと守ってくれるのよ。ほんと、ツッコミ担当のくせにどこでぼけぼけしてるんだか。早く来なさいよね、んもう」


「ふふ。紫ちゃんはその光さんという方のことが大好きなのですね。おしゃべりが止まらなくなってしまうくらいに」


「そそそそーゆーんじゃないけど！　……そ……そうかも……今は兄と妹みたいな仲だけど、近い将来、結けつ婚こんする予定だし……」


「いいですねえ。そうやって照れてる紫ちゃんはとても初うい々ういしくてかわいいですわよ」


「う、ううう！　と、ところで、ここはどこ？」


「ここは、平安京ですよ」


「『平安京』なんて名前のテーマパーク、聞いたことないわね……しかも藤壺さんって、見れば見るほどうちのお母さんそっくりだわ。いったいどうなってるのかしら……」


「あらあら。私たちは遠い親しん戚せきなのかもしれませんね」


　藤壺と兵部[image: ]宮は、顔を見合わせた。


「宮中には貴族しか立ち入れぬ決まり。身分なき子供をこのまま内裏には留とどめておけぬぞ」


「そうですねえ。兄上のお屋や敷しきにしばらく置いてあげましょうか」


「麻呂はどうも悪い予感がする」


「ふふ、だいじょうぶですよ」


「だいじょうぶよ！　すぐに光くん……って本名を言いふらすとまずいんだっけ。えーと……そう、お兄ちゃんがわたしを迎えに来てくれるから！　そうよ、きっとすぐに来てくれるんだから。それまで泊とまってあげてもいいわよ、兵部[image: ]宮のおじさん！」


　紫が誇ほこる天真爛らん漫まんで唯ゆい我が独尊で問答無用な華はな々ばなしい勝者の笑顔に、気が弱い兵部[image: ]宮は思わずつられて「ではそうしよう」とうなずいてしまっていた。流されている。


　だが兵部[image: ]宮の悪い予感は、適中していたのだ。


　闇やみの中。飛香舎に現れた紫の姿を、まじまじと観察している二つの目があった。


　烏からすだ。


　ただし、三本脚を持つ異形の烏だった。


　烏は音も立てずに闇夜の中を羽ばたき、京の北にそびえる北きた山やまの方角へと飛び去っていった。












　第三話　朝日奈紫は迷子になる




「晴せい明めい。どうして式神の僕なんかが貴族の衣装を着て、こうして宮中に参さん内だいしているんだい？」


「だから、あの男と取引をしたのさ」


「あの男？」


「帝みかどさ」


「しーっ！　ここは内だい裏りだよ晴明！　まずいよ！」


　そう。ここは内裏である。


　晴明は優ゆう雅がに足音を立てずに廊ろう下かを進みながら、現在の宮中の勢力図をすらすらと光ひかる相手に解説しはじめた。


　光は「束そく帯たい」という男性貴族の正装をさせられていて、歩きづらい。もう何度も転びそうになっている。


「本来、まつりごとは『右大臣家』と『左大臣家』が車の両輪となって動かす決まりだった。この両家は同じ藤ふじ原わら家の一族だが、近親憎ぞう悪おとでも言うのか、ずいぶんと仲が悪い」


「いつの時代も、政治家って派は閥ばつ争あらそいばかりしているんだね」


「ところが今は右大臣家がまつりごとを完全に牛ぎゆう耳じっていて、専せん横おうがはなはだしい」


「どうして？」


「右大臣が自分の娘むすめ、『弘こ[image: ]き殿でんの女によう御ご』を帝の正妻に押し込んだからさ。この弘[image: ]殿の女御が気の強い女じよ傑けつで、心根の優やさしい帝は逆らえないのさ」


「なるほど。お嫁よめさん選びは慎しん重ちようにしないとね」


「先年、東国で平たいらの将まさ門かどが、西国で藤原純すみ友ともが反乱を起こしたのも、まつりごとに対する不平不満が諸国に渦うず巻まいているからさ。右大臣家の専横が次々と反乱を呼ぶのだよ」


「平将門ね。名前だけは聞いたことがあるなあ」


「帝はこのような事態に心を痛めている。そこで帝は凋ちよう落らくしている左大臣家に肩かた入いれして再び左右両家の力を均きん衡こうさせ、まつりごとを正したいのさ」


「ふうん。でも、それとこの僕と何の関係があるんだい？」


「ふふ。すぐにわかる」


　光は気づいた。


　晴明とすれ違ちがう貴族たちはみんな一様に驚いて、


「これは珍めずらしい。安あ倍べの晴明ぞ」


「先日陰おん陽みようの術を用いて池の蛙かえるを殺してみせた、あの晴明か」


「まこと、面妖な」


「正体は、唐とうより渡わたってきた九きゆう尾びの狐きつねだそうな」


　と口々に適当な噂うわさ話ばなしをしながら、晴明を避さけて通るのだ。


　晴明は、そんな連中を完全に無視して歩き、ふん、と物もの憂うげに冷笑している。


　けれども光には見える。「晴明は人ではない」という人々の怯おびえが交じった言葉を聞くたびに、ぱたぱた、と晴明の狐耳がしおれるように震ふるえている。





「着いたぞ」


「うん」


　晴明が都の治安を守る陰陽師として宮中で絶大な力を持っていることを、光はついに思い知らされた。


　なぜなら、一室に通された光と晴明の前に現れた帝──三十歳くらいの、瘦やせ形で整った顔立ちの少々神経質そうな男性──が、


「そなたがわが一族の光か。他ならぬ安倍晴明の申し出だ。今日よりそなたは源げん氏じを名乗るように」


　と涼すずやかな声で言ったからだ。


　光はあやうく、帝の顔めがけてくしゃみをしそうになった。


　帝と対面するだけでも驚きと緊きん張ちようで卒そつ倒とうしそうなのに、いきなり「源氏」！


「げ、げ、源氏って……源みなもとの義よし経つねとか源頼より朝ともとかが名乗っていた、あの源氏ですかっ!?」


「そうだ、源氏だ。義経や頼朝は知らぬが、帝てい室しつの血筋の者だけが許される高貴な姓せいだ」


「待って下さい！　僕の名字は『水みず原はら』です。まして、帝の一族であるはずが……」


　晴明がしれっとした顔で、実にもっともらしい口上を述べはじめた。


「この者は祖国にては二文字姓を名乗るのが通例となっていたため水原姓を名乗っておりますが、『水』とはすなわち『[image: ]さんずい』。『[image: ]』と『原』を合わせれば、『源』、という字になりまする」


「おお、まことにその通り」


「この者こそは源氏の一族。天文を見るにこのこと、疑いありませぬ」


　光は呆あきれた。


　なんという噓うそ吐つき狐なんだ……安倍晴明。時の帝をぺてんにかけるとはおそろしや。


　あまりにも畏おそれ多いが、帝に目を覚ましてもらわなければ、と光は腹をくくった。


「帝。騙だまされています。晴明の言葉は真っ赤な噓です！」


「言葉など噓でも真実でもよい。晴明なくば、この都は守れぬのだ。それが現実だ」


　帝は晴明に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いているようだった。


「かの桓かん武む帝が早さわ良ら親王の怨おん霊りようから逃のがれるために長なが岡おか京きようをわずか十年で放ほう棄きし、この平へい安あん京きように遷せん都としてから長い時が経たつ。東の青せい龍りゆうは賀茂川、西の白びやつ虎こは山陰道、南の朱す雀ざくは巨お椋ぐら池いけ、北の玄げん武ぶは船ふな岡おか山という四神相応の地に造られた平安京は、怨霊封ふうじのための結界都市として設計されたはずであった」


「怨霊封じ？　結界？」


「怨霊と化したものたちを『御ご霊りよう』として祀まつることで、朝廷と都を霊的に防ぼう衛えいする『力ちから』に変換する。たとえば、大だ宰ざい府ふへ左さ遷せんされて祟り神となった菅すが原わらの道みち真ざねの怨霊を北野天満宮に祀り『天神』とした。さらには都の周辺に結界を張り、新たな怨おん霊りようが入ってこられないように護まもりをかためた。これが平安京の設計思想だ。しかしこの設計がかえって仇あだとなり、物の怪けの勢いは年を追うごとにかえって盛んになっている」


「ああ、時の帝まで中二……いえなんでもありません」


「犬わん股こクン。この平安京の結界内にいったん入り込んだ怨霊は、結界が強固ゆえに外へ出られなくなるのさ。しかし彼らすべてを『御霊』にするわけにもいかない。だから連中は都に居座るしかないのだよ」


　きみはまた適当な噓を吐ついて畏れ多くもかしこくもよりによって時の帝を和風オカルト趣しゆ味みに感染させるなんて！　と光は晴明を叱しかりたくなったが、帝が「うんうん」とうなずいている姿を見てしまったのでもう言えなくなった。


「そんな呪のろわれた平安京を物の怪から守護してくれている者こそが晴明だ」


「……そ、そうなのですか……」


「その晴明が一目置くほどの力を持つそなたにも、大いに期待しているぞ」


「ふふふ。犬股クン。これでキミは帝の一族、『源氏の君』になったのだぞ」


「ねえ晴明。僕はこの世界の人間ですらないのに。きみに仕える式神だよ？」


「式神の身分では、いつまでも宮中に参内できぬだろう。だから一足飛びに貴族の中でももっとも高貴な源氏にしてやったのさ。これで妹を自由に捜し回ることができるだろう」


「晴明が神通力を用いて唐から天てん竺じくよりも遠いはるか彼方かなたの世界からそなたを招いたと聞く。若いがさぞかし相当な霊れい力りよくを誇る人物なのであろうな」


　帝。あなたはこの噓吐き狐にたぶらかされているんです、と光は心の中で叫さけんだ。


「実の弟ができたようで心強いぞ源氏の君。いや『光源氏』と呼んだほうがいいだろうか？」


「えっ？」


　光は、重大な事実に気づいた。


（『光源氏』？　光源氏って平安時代の女流作家・紫むらさき式しき部ぶが書いた古典小説『源氏物語』の主人公の呼び名じゃないか!?　イケメンで女の子にモテてモテてモテまくってしょうがないリア充じゆう男おとこ！　まさか僕がその光源氏になってしまったのか？　だいたい光源氏は架か空くうのキャラクターで、実在の人物じゃないだろ！　噓だああああ！）


「ふわ、ふわ、ふわ……へくちゅん、へくちゅん！」


「おや。風か邪ぜかね源氏の君？」


「ひいいいい、失礼いたしましたっ！」


「ではわたしは政務があるのでここで中座するが、そなたはここでこのまま左大臣家の兄妹きようだいと会ってくれたまえ」


「左大臣家の兄妹、ですか？」


「うむ。左大臣の子、二人だ。ちと急な話だが、善は急げというからな」


「？」


　帝は上じよう機き嫌げんで部屋から去っていった。


　晴明は帝が去ったあとも澄すまし顔で座っているが、実はずっと笑いをこらえている。


　狐耳がぴくぴく痙けい攣れんしているので、光にだけはわかる。


　さっきからずっと唇くちびるをかんでにやけている晴明が大だい爆ばく笑しようしたいところを必死で我が慢まんしていることは、その狐耳の震えっぷりから察することができる。


　そのふさふさした耳の奥まで綿棒を突つっ込こんでやりたい衝しよう動どうにかられつつ、光は耐たえた。


「左大臣家の兄妹って誰だれなの、晴明？」


「犬股。源氏となったキミは、今日より左大臣家と縁えん戚せき関係になる」


「はい？　なんですって？」


「縁・戚・関・係。左大臣家が帝の一族である源氏と結びつくことで、はじめて右大臣家に対たい抗こうできる勢力が完成するのだよ。わからないかなあ」


「ええと……誰が誰と縁戚になるのですか、晴明さん？」


「キミが左大臣の娘の許婚いいなずけになるのだ。他に誰がいる？」


「そうかこの僕もいよいよリア充の仲間入りか、じゃなくて！　噓だと言ってよ、晴明！」


「噓ではない。この縁えん談だんは帝のたっての希望だぞ。断れば、源氏の姓を取り上げられる」


「どうなってるんだよ、この急展開は！　速すぎるだろっ!?」


「くすくすくす。キミの面相はほんとうにゆかいだなあ。あはははははっ！」


　晴明がついに狐耳をぴこぴこ揺ゆらしながら笑い声をあげた。


　とうとう、噴ふきだしたい衝動を我慢できなくなったらしい。


「この僕が？　左大臣の娘と、婚こん約やくっ!?　相手に会ったこともないのに？」


「犬股クン覚えておけよ。世の中、タダで動くのは地じ震しんだけなのだぞ。くすくすくす」


「晴明。僕を困らせて楽しんでいるな！」


「もちろんだ」


「僕に許婚ができたなんてことが紫むらさきにバレたらどうなると思う？」


「さぞかし修しゆ羅ら場ばだろうなあ」


　なんて奴やつだ！


　女め神がみだなんて、とんでもない！


　こいつは、悪質な性しよう悪わる狐だ！


　運命の荒あら波なみに、あるいは晴明という噓吐き狐のいたずら心に完全にうちひしがれた光は、へろへろになりながらも引き続き左大臣家の兄妹と対面した。


「おうはじめまして、源氏の君。俺は左大臣の長男さ、藤原中ちゆう将じようと呼んでくれ！」


　藤原中将──兄のほうは、眉まゆが太くて男おとこ臭くさい顔立ちの、けっこう気さくそうな人だった。


　年ねん齢れいは光より一つか二つ上くらい。


「源氏の君。この都を物の怪どもから守護していただいている晴明どのの肝きもいりとあらば、よほどの器量人なのだろうな。今までは宮中の女の子たちはみんな俺に夢中だったが、これは強敵が出現したかな？　はっはっは！」


「は、はあ。女の子にはあまりモテません、僕は……女の子は苦手なので……」


「おやおやご謙けん遜そんを。なかなかかわいい顔をしているじゃないか。男らしさを売りにしている俺とは好対照だぞ」


　藤原中将は笑顔に邪じや気きがない。


　邪気まみれの微笑しか浮うかべない晴明とは大おお違ちがいだった。


（貴族とか言うからちょっと不安だったけど、彼とは友達になれそうだなあ）


　安心しかけた光は、次の瞬しゆん間かんに暗黒の世界に叩たたき落とされることになった。


「お兄さま！　わたくしは、このような者を夫にするなどイヤですわ！」


　はっとするような美しい姫ひめが、藤原中将の隣となりに鎮ちん座ざしていた。


　射い貫ぬくような鋭するどい視線、高くて鼻筋が通った綺き麗れいな鼻、艶つややかな着物に長い黒くろ髪かみ。


　さらにダメ押しのように、着物の上からもはっきりとわかる、豊かすぎる胸。


　香こう木ぼくと彼女自身の香かおりとが絶ぜつ妙みようにブレンドされた、この世のものとは思えぬ艶あでやかな芳ほう香こう。


　これでもかと言わんばかりに光の心の平安を完かん璧ぺきに乱しまくってくれる。


　しかも、そのありえないような美少女が光をまがまがしい憎ぞう悪おの念をこめた視線でにらみつけてくる。光へのヘイト値、出会った瞬間にいきなりマックス超ごえ。
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　光は突とつ然ぜんむずむずしてきた鼻を押さえながら思った。


　なんという残念な出会いなんだ。


「聞けば源氏の姓を賜たまわったとはいえ、もともとは式神なのだとか！　わたくしは帝みかどのご寵ちよう愛あいを受けるために養育されてきた姫の中の姫、貴婦人の中の貴婦人ですのに！」


「ああごめん。こいつが俺の妹の葵あおいさ。今日をもって、源氏の君の許婚になった！　このとおり高こう慢まんちきな性格で厄やつ介かいだろうけど、よろしくな！」


「お兄さま。わたくしはまだ、この人と婚約すると決めたわけではありませんわ！　まだ子供ではありませんか！」


「葵。いいから名乗りたまえ」


「……葵ですわ。まったく……安倍晴明さんが連れて来たあやしげな者に、わたくしが嫁とつがされるだなんて……青せい天てんの霹へき靂れきですわ！」


　藤原中将の妹・葵は、すさまじくツンツン系だった。


　まさしく、絵に描かいたようなパーフェクトなツンツン系だ。


　まるで糞くそ虫むしを見るような視線で、光をきぃいいっとにらみ続けている。


「葵。春宮とうぐうは最近内だい裏りに寄りつかず、下々の者と遊び回っているという。妻を持つつもりは当面ないそうだぜ」


「お年とし頃ごろですもの。すぐに落ち着かれますわ」


　春宮って誰？　と光が晴明に耳打ちし、晴明が「次の帝。皇太子のことさ」と呆れ顔で解説する。


「葵、源氏の君は春宮でこそないが帝の血筋につらなる高貴な少年だぜ！」


「この人はただの式神ですわっ！　さっきから鼻ばかり押さえて、礼れい儀ぎも何もあったものではありませんものっ」


「わが左大臣家も源氏の君とともに家運を守もり立てようではないか。はっはっは！」


「わたくし、なんて不幸なのかしら！　結婚するとしたら帝か春宮か、お兄さまに匹ひつ敵てきする美び丈じよう夫ふでなければイヤですのに！　こんなヘンな子供が相手では釣つり合いませんわ！」


「妹はこういう扱あつかいづらい性格なのだが、源氏の君、ひとつよろしく頼たのむぜ。俺も妹が嫁とついでくれれば女の子と遊びやすくなるからな……いてっ！」


「お兄さま！　わたくしの目を盗ぬすんで他の女と戯たわむれるのは許しませんよ！」


　藤原中将と葵。


　兄と妹。


　どこか、自分と紫の関係に似ていると気づいた光の胸の奥が、きゅっと痛んだ。


（紫は今、どこでどうしているんだろう。この宮中のどこかで、僕が迎むかえに来るのを待っていてくれるのだろうか。僕が約束を守ってくれない、と泣いているだろうか……）


　だがなんということだろう、光への試練はなおも加速する。


「源氏の君にはまだご自分の屋や敷しきがないそうだね。当面は葵と一いつ緒しよに、晴明どのの屋敷で暮らしてくれたまえ」


「ちょっとお兄さま、どうして晴明さんの屋敷ですのっ？」


「いいかい葵。われら貴族の結婚は夫が妻の家を訪ねる『通い婚』からはじめるのが通例だが、源氏の君は都での暮らしに不慣れだ。さっそく今夜から葵も同居するように」


「お兄さまっ！　わたくしを厄介ばらいして、毎晩女の子と遊ぶおつもりですのねっ!?」


　光の「修羅場センサー」が発動した。


　なんだって。


　いきなり葵さんと同居？　しかも晴明の屋敷で？


　いや僕は別に晴明にも葵さんにも恋こいしているわけじゃないけど、でもそのシチュエーションはどう考えてもいろいろとまずい！


「藤原くん、許婚と夫ふう婦ふは別だろう？　いきなり同居だなんて早すぎるよ」


「はっはっは。似たようなものじゃないか。気にしない、気にしない！」


「しかも晴明の屋敷って。他に空いている部屋はないのっ？」


「それが先日の京の大火のおかげで、手て頃ごろな空き家がないんだなあ」


「そんなあ～!?　なんとかしてよ藤原くんっ」


「この俺のことを『中将』と呼ばずに『藤原くん』と呼ぶとは。さすがに変わった奴だなお前は。なかなか面おも白しろいぞ」


「え？　だって藤原くんは藤原くんだよね？　藤原さま、って呼んだほうがいいのかな？」


「ははははは！　源氏の君、俺はお前が気に入ったぞ！　どうだ、こんど一緒に夜遊びしないか？　宮中はお堅かたいところだが、都にはいろいろ楽しい場所があるぜ」


「は、はあ……」


「綺麗な女性を見つけて声をかけるなら、宇う治じ川のあたりがお勧すすめだ！」


「お兄さま！」


　くすくすくす、とまた晴明が意地の悪そうな笑い声をたてた。


　光ともあろう者が、「晴明覚えてろ！」と駄だ々だをこねるように叫さけんでしまっていた。


「わたくし、やっぱりこんな子供と同居だなんてイヤですわ！」


　葵が金切り声で叫んで、そして晴明と藤原中将は顔を見合わせて「意外とお似合いの二人だな」「そのようですな」と笑っていた。


　藤原中将は邪気のない笑え顔がおを見せたが、晴明の笑顔はなかなかに黒かった。








　放心状態になってしまった光に、最後の試練が訪おとずれた。


　源氏の姓せいを賜った光の、宮中でのお披ひ露ろ目め会とでも言うのだろうか。


　時の権力者である右大臣、その娘むすめで帝の正妻である弘[image: ]殿の女によう御ご、藤原中将と葵の父親である左大臣をはじめ、大勢の貴族の前に座らされて次々ともったいぶった自己紹しよう介かいを聞かされる羽目になったのだ。


　晴明は光の右隣に、不幸にも光の許婚にされてしまった葵は光の左隣に座っている。


　藤原中将は、父親である左大臣の隣であぐらをかいて「ははっ。さすがに緊きん張ちようしているようだな源氏の君」と楽しそうに騒さわいでいる。


　葵はずっと光を睨にらみながら「ああはずかしい、はずかしい。わたくしともあろうものがこのような子供の許婚にされてしまうなんて恥はじですわ。晴明さん、恨うらみますわよ」と執しゆう念ねん深ぶかそうに小声でつぶやき続けている。


　晴明はどこを眺ながめるでもなく、冷たい笑みを浮かべて無言。


　恰かつ幅ぷくがよくていかにも「政界の豪ごう腕わんフィクサー」といった感じの右大臣と、少し太り気味で短気そうな目つきの弘[image: ]殿の女御の二人は、「厄介な政敵が現れた」と言いたげに光をうさんくさそうな目でじろじろ見てくる。


　光を好意的な目で見てくれる貴族は、小心そうな初老の男性である左大臣とその息子むすこの藤原中将だけだった。


「帝はあの狐きつね憑つきの陰おん陽みよう師じにたぶらかされている」


「式神あがりの小こ僧ぞうに、高貴な源氏の姓を賜るとは」


「なんでも、昨夜までは一いち条じよう戻もどり橋の下で暮らしていたというではないか」


　あのう……そんな口さがない噂うわさ話ばなしを、本人の目の前でしてほしくないんですけど。


　光は頭を抱かかえたかった。


　今回恩義を受けた左大臣家の人たちは別だが、彼ら以外の貴族たちはみんな晴明にろくに挨あい拶さつもせず、みんな目を逸そらして晴明を怖おそれ避さけていた。


「あのおそろしげな陰陽師は……毎晩、鬼おにを狩かっているとか……」


「けがらわしや。そのようなものを参さん内だいさせてよいものか」


「狐の子ならば、物の怪けではないか。あの紅あかい瞳ひとみと銀色の髪かみの毛を見よ。人ではない」


「そもそも陰陽師など本来は官位も低い、いやしき身分のもの。帝に近づいて朝ちよう廷ていを簒さん奪だつするつもりではないのか」


「かの『九尾の狐』ならばありうる。九尾の狐は唐の国を簒奪しようとしたからのう」


　晴明は貴族たちに言わせ放題で、まったく相手にしない。


　いっさい表情を変えずに、ふん、と冷たく鼻を鳴らしている。


　光は、友がいない、という晴明の言葉を思いだした。


　晴明は──ほんとうに、友がいないんだ。


　毒舌で噓うそ吐つきだからじゃない。狐の子、という噂のせいで。貴族たちには晴明の尻しつ尾ぽや耳は見えていないけど、晴明が陰陽師として大だい活かつ躍やくしているためにその出生にまつわる噂話が宮中にまで知れ渡わたっているんだ。しかも、無責任な尾おひれをたっぷりとつけた噂話が。


「なんて奴やつらだ、晴明に物の怪から都を守ってもらっているくせに」


　光は腹立たしくなって、思わず立ち上がっていた。


　静かに暮らしたい、なんてモットーのことは全部忘れてしまっていた。


「晴明を悪く言うな！　晴明が命を懸けてどれほど都の人たちのためにがんばっているか、知っていてそんなことを言うのか！」


　気がつくと、声を荒あららげてしまっていた。


（こんなのは僕らしくない。僕のキャラじゃない）


　でも、我が慢まんできなかったのだ。晴明が鬼と戦う時の神こう々ごうしい勇姿を、物の怪に「裏切り者」と罵ののしられながら都の平和を守るその孤こ独どくな背中を見てしまった光は──。


「こら犬股、捨ておけ。キミまで無む駄だに敵を作ることになるではないか」


「だって晴明！」


「よいのだ。私のことは」


「だって晴明……へっくちゅん！」


「ははっ。興奮しすぎてくしゃみが出たな、犬股クン。おとなしくしていろ」


　晴明が寂さびしげに微笑ほほえみながら自分の唇くちびるに指をそえ、何やら短い呪じゆ文もんを唱えて光の身体からだを強ごう引いんに動かし、ぺたりと元の場所に座らせた。


　貴族たちが「あの少年は何かしたのか、晴明どのが微笑んだぞ」「やはり、噂通りあの少年は式神か」「あの少年はただ者ではない」「たしかにあのおそろしい陰陽師を『晴明』と呼び捨てにした。それなのに呪のろわれるどころか微笑まれるとは」とざわめく。


　光はまだ、怒いかりが収まらない。心が、千ち々ぢに乱れた。


　晴明はなぜ、こんな身勝手な人間たちのために物の怪を調ちよう伏ぶくしているのだろう？


　どうして晴明は──。


　どうして、友を作ろうとしないんだろう？


　どうして、恋をしないのだろう？


（僕と同じで、心静かに暮らしたいからか？　でも僕は「心」静かに暮らしたいとは思ってきたけど、「孤独」に暮らしたいだなんて思ったことはない。少なくとも、紫と出会ってからは──晴明だって、きっとほんとうは。もしかして『呪』のせいか。自分の『言葉』の力を、怖れているのだろうか？）


「源氏の君とやら。帝みかどの一族を名乗るであれば、よほど風流の道に通じているのでしょうね」


　弘[image: ]殿の女御が意地悪そうに目を細めながら、まだ感情が乱れておさまらない光にいきなり無理難題を押しつけてきた。


　この試練を突とつ破ぱしなければ、光は「源氏」にはなれない。これが最後の試練だ。


「風流の道、ですか？」


「風流こそは貴族のたしなみですよ。和歌でも詠よんでいただきましょうか」


「ごめんなさい。詠めません。和歌はわからん、なんちて」


　ざわざわ……と貴族たちがどよめいた。すべった、と光は痛つう恨こんの思い。


「和歌の一つも詠めないなんて。ああ、こんな子供がわたくしの許婚いいなずけだなんて！」


　葵が光の膝ひざを「ぎゅうううう」とつねってきた。


　葵はきゃしゃな身体つきのお姫ひめさまだが、意外にも握あく力りよくが強いらしい。


「うわあ。痛いよ葵さん！」


「毎日、弓矢の稽けい古こで指を鍛きたえていますもの」


　やんごとなき姫ぎみは、実は弓使いらしい。


「では楽器はどうじゃ？　歌が詠めぬならせめて楽器を演じてみよ。どちらもできぬのなら、源氏を名乗る資格などないぞ」


　弘[image: ]殿の女御は、明らかにこの機会に光に大恥をかかせて失しつ脚きやくさせようとしていた。


　光は歯がみした。『源氏物語』の主人公・光源氏であれば、華か麗れいな和歌の一つでも詠んでここにいる貴族全員を感かん涙るいさせるくらいお手の物なんだろうけど、光は真っ赤なニセモノだ。平安時代の貴族の教養なんて身についているわけがない。


「犬股クン。キミは噓を吐かない主義だろう。正直に答えて切り抜ぬけてみせてくれよ」


　晴明に耳元でからかわれた。


「むむっ」


「これ、誰だれか。琵び琶わを源氏の君に渡すよう。この場で弾ひかせまする」


　問答無用。


　目の前に、琵琶を突つきつけられた。


　光は、琵琶という楽器を生まれて初めて見た。


　形はギターに似ているけれど、四弦げんだった。


「四弦か。晴明。ひとつだけ頼たのみがあるんだけど」


「うん？　なんだ？　琵琶の弾き方を手取り足取り教えてほしいのか？　そうだな、私の大好物である稲いな荷り寿ず司し、十年分で手を打つぞ」


「まあ！　たったの十年分？　それはお得だね、って強欲すぎるだろ！」


「そうか？」


「だいたい稲荷寿司を十年分もまとめて進しん呈ていしたら、さすがの晴明も太るって」


「それは困るな。では、一日一個ずつ分割でよこせ。毎日利息が加算されるから、支し払はらいは三十年にわたることになるな」


「一日たったの一個？　これなら月々の返済が楽ねぇ、って三倍増だよ！　利息高すぎ！」


「そうか？　これでもおまけしてやったのだが」


「いいかい晴明。僕には琵琶は弾けない。でも同じ四弦のベースという楽器なら多少は弾ける。だからこの琵琶を晴明の力でベースという楽器に変えてほしい。できる？」


「おいおい犬股クン。べーす、という楽器を私は知らないのだぞ？」


「ふーん。できないんだ。天下の陰陽師・安倍晴明も案外たいしたことないんだなあ」


「できないとは言ってない！　ただ難しいので失敗する可能性があるというだけだっ！」


　狐耳が跳はねている。


　挑ちよう発はつは成功した。


「犬股。掌てのひらを差し出せ」


「どうして？」


「べーすの姿形を心の中に強く念じながら、私の掌にキミの掌を押し当てるのだ。私とキミの『気』の波長が合えば、キミの心の中に浮うかび上がったべーすの形を読み取ることができる。読み取れさえすれば、一時的にだが琵琶をべーすに変化させられる」


「そんなことできるの？　やっぱりすごいね晴明は」


「ははは。もちろん噓だ。そんな不可思議な真ま似ね、いくら私でもできるはずがなかろう」


「……もう怒おこったぞ！　この腐くされ狐っ子がああ！」


「待て落ち着け犬股。綿棒を持って私に迫せまるな！　ほんとうは、できる！」


「ほんとだね？」


「こほん。できる可能性はあるが、あくまでも『気』の波長が合えば、だ。誰にでも通じる術ではないぞ。だから、やってみなければわからぬ」


「……ちょ、ちょっとはずかしいけど、お願いします」


　光は頰ほおを赤らめながら、晴明と互たがいの掌をくっつけあった。晴明の掌はひんやりとして冷たかったけれど、意外にもとても柔やわらかかった。


　貴族たちが「源氏の君が」「あの晴明と掌を触ふれあわせている」「晴明に触れたりして、呪われぬのか？」と口々に騒さわぎはじめた。


「ほう。頰が赤いぞ。女の子の掌にそれほど興奮するのだなキミは。掌がそれほど好きなのか。掌でなければ満足できない体質だったのか。やはりキミは筋金入りの変態なのだな」


「そうじゃなくって～！　人前でこんな……晴明ははずかしくないの？」


「き、キミのようなお子さまが相手だ、別にはずかしくなどない！」


「ほんと？　晴明も頰がちょっと赤いよ？」


「し、失敬だぞ犬股。私がどうして自分が飼っている式神を意識して照れねばならぬのだ」


　口ではそう言う晴明だけど、頭の狐耳がぱたぱたと激しく揺れている……やっぱり晴明も女の子だし、男の子に免めん疫えきないみたいだし、照れてるのかなあと光は思った。


「……オン・バサラ……」


　準備ができたらしい。晴明が瞼まぶたを閉じて、透すき通った声で呪文を唱えはじめた。


　とても覚えきれないほどに長い長い呪文だった。


　それほど難易度の高い術なのだろう。


　それにしても、こういう時──陰おん陽みよう師じとして術を駆く使ししている時の晴明はほんとうに美しいと光は思う。銀色の長い髪かみの毛が輝かがやいて見える。


（あ。鼻がむずむずしてきた）


　今くしゃみをしたら台なしなので、光は耐たえた。そして、ベースの形を一心不乱に念じた。


（頼む、伝わってくれ……！）


　……


「──急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう──」


　呪文の詠えい唱しようが、終わった。


「──できたぞ。犬股、キミとは驚おどろくほどに波長が合う。完かん璧ぺきにべーすの姿形を捕とらえることができたぞ」


　晴明が目を開いて光の掌から自分の掌を離はなすと同時に、光が片手で握にぎっていた琵琶は──。





　見事なふぐりを持った信楽しがらき焼やきの狸たぬきに、姿を変えていた。





　どよどよどよ、と貴族たちがいよいよ不ふ穏おんなざわめき声をあげる。


「ねえ晴明。ノリツッコミするのも疲つかれたよ。そろそろ本気で切れていいよね？」


「冗じよう談だんだ犬股。待て、私の頭にぶつける気まんまんで狸を高々と掲かかげるんじゃない。もう一度狸を見てみろ」


「あれっ？」


　狸は、いつのまにかバッカス・ユニバースの四弦ベースに姿を変えていた。


「成功してるじゃないか！　どうして晴明はいちいち僕を騙だまさないと気が済まないんだよ？」


「礼を言え。言わねば、狸に戻もどすぞ」


「はいはい、ありがとう晴明さま！　これならなんとか弾けるよ。にわか初心者の下へ手たくそな演奏だけどねっ」


「どうだ犬股、私の力に驚いたか。私がその気になればキミの心の内側まで読み取れるのだぞ。『気』の波長が異常に合うからな。そろそろ私が怖こわくなってきただろう？」


「ううん。素す直なおに尊敬するよ。さすがは都で一番の陰陽師だね！」


「……ほ……褒ほめても、なにもやらんぞ……」


　晴明のお尻しりからはみ出しているふさふさの尻しつ尾ぽが、ぴょん、と飛び跳ねていた。


　照れているらしい。
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「しかし、ここまで私の『気』に感応できる人間がいるとは驚いたな。私とキミが出会ったのは、偶ぐう然ぜんではなく、何かの運命……」


「皆みなさんお待たせしました！　それじゃあ、弾きますよ！」


「おい犬股。キミは私の話を聞いているのか！」


「ん？　なに？」


「……な、なんでもない。あまり下手くそだと私の狐きつねの耳が痛んでしまうからな。ほどほどにしてくれたまえよ犬股クン！」


「うん」


　貴族たちは晴明の秘術を目まの当たりにして、みな驚きと賞賛の声をあげている。


（ざまあみろ！　晴明の力を見たか！）と気分が良くなった光はもう、半ばやけっぱち。


　ベースでリズムを取りながら、これでもかと最新のアニソンメドレーを熱唱した。


　なぜメドレーかというと、どの曲もサビの部分しか弾けないからだ。


　光がアニソンしかもベースパートを心ならずもたしなんでいるのは、紫のせいだ。一時ガールズバンドのアニメに紫がハマった時に「わたしたちもバンドを結成するわよ！」と命じられた光は、バッカス・ユニバースのベースを買わされた。この時、光の貴重なおこづかいを全額ベースに強制投入させた紫はギブソンのギターを買った。でも「手が小さくてＦコードが押さえられないわ！　もうイヤ」と言いだして三日で放ほうり出してしまった。


　取り残された光は大金をはたいて買ったベースを放り出すのがもったいないので、ベースを抱かかえてリズムだけをベンベンと弾きながら紫のかわりに自分で歌い、一人さびしくアニソンの練習をしていたのだった……。


　カラオケボックスだったらたぶん三十点くらいをつけられてしまう出来ばえだったが、これが平安時代の貴族たちにとってはとてつもない衝しよう撃げき的な楽曲に聞こえたらしかった。


　千年も未来の曲なんだから聞き覚えがあるわけもなく、すばらしく斬ざん新しんな曲に聞こえることは間ま違ちがいないのだが、それにしてもどういうわけか彼らは口々に、


「す……すごい！」


「今まで聞いたことのない美しい楽曲だ！」


「まさしく天才だ……源氏の君は琵琶の達人だ！」


「それにこの甘ったるい歌声も、なんともいえず美しい。鳥とり肌はだが立った」


　と、晴明の悪口を言っていた時とは掌を返したように感動して叫さけびだし、光の下手くそな歌と演奏を手放しで絶賛しはじめた。


　平安時代の人々の歌と音楽への感受性は、異常に高い。


　この時代では想像もつかない千年後のアニソンをいきなり聴きかされて、みんな人生観がひっくり返されるほどのカルチャーショックを受けたらしい。


　弘[image: ]殿の女によう御ごと右大臣ですら、文句がつけられない。


「……こ、これは陰陽の術を使ったまやかしに違いない。ええい、忌いまわしや」


「落ち着け娘むすめよ。この場の空気をしらけさせてはならぬ。ここは耐えるのじゃ」


　と、小声で悔くやしげに囁ささやきあうことしかできなかった。


「犬股クン。この世界では、優すぐれた和歌と楽曲の力はとてつもなく強力なのさ。時と場合によっては陰陽師の術よりもある意味、大きな力を持つのだぞ」


　晴明が、珍めずらしくにこやかに微笑ほほえんでくれた。


　とても喜んでくれている。狐耳が、ぱたぱたとせわしなく上下している。


「晴明が琵び琶わをベースに変えてくれたおかげだ、ありがとう！」


　光も、思わず晴明に微笑みを返していた。


「私に言わせればどうしようもなく下手くそだったがな。キミの歌も演奏も」


「バレたか」


　晴明のこの言葉は噓うそなのか本音なのか。真実を言い当てていることは間違いないが。


「いやあ、すごいぞ源氏の君！　もしかしてきみが弾ひいている曲は、すでにこの国から失われてしまった伝説の秘曲なのではないか!?　俺は心がときめいてたまらぬぞ！」


　光の演奏（というかアニソンの斬新さ）に感動した藤原くんがご陽気に大声をあげると、すかさず晴明が、けろりとした顔で、


「さよう。これこそ『流りゆう泉せん』『啄たく木ぼく』と並ならび称しようされる失われし琵琶三大秘曲の一つ、かの傾けい国こくの美女・唐の楊よう貴き妃ひが曲を作りし『楊よう真しん操そう』。源氏の君は異国にてこの曲を習得してきたのだ。琵琶の形もを異国風に整えねばうまく弾けぬのが唯ゆい一いつの欠点と言えるがな。ふふふっ」


　と、しらじらしいほどの大噓を吐ついて人々を煙けむに巻いている。


　光は呆あきれた。まったく、なんという呆れた噓吐き狐なのだろう。さっき微笑みあった時にはちょっとだけじーんとしたけど、やっぱり晴明はどこまでも晴明なのだなあ、と。


「おおお。これが幻まぼろしの『楊よう真しん操そう』！」


「生きているうちに、聴くことができるとは」


「源氏の君、ありがたや。ありがたや」


「よく見ればわれら都の男たちとは顔つきがことなり、なにやら少女とも少年ともつかぬ愛らしいお顔ではないか」


「あの髪を見よ。日の光を浴びてキラキラと輝いておる。彼はまさに帝みかどのご一門」


「光る君とはよく言ったもの。『楊よう真しん操そう』を歌われる源氏の君は、まこと光り輝いて見えるわ」


「ありがたやありがたや」


　貴族たちは晴明の大噓にあっさり騙されて光に向けて合唱し、涙なみだまで流しはじめる始末。


　光は今さら「『楊よう真しん操そう』って何だよ？　晴明の噓に決まってるでしょ！」とは言いだせない。


　晴明はおかしそうに細長い舌を出して、貴族たち全員をバカにするかのようにくすくすと笑い声を立てていた。


「……ふ、ふん。なかなかやりますわね、源氏の君。しかしこの程度ではまだまだわたくしの許婚いいなずけとしては物足りないですわ！　男子たるもの、和歌の一つくらい詠よめなければ恋こいもできませんもの！　ましてや夫ふう婦ふになるなど言語道断！」


　どうやら葵だけは、騙されなかったらしい。


　これほど光がちやほやされる中、葵は鉄てつ壁ぺきのガードであくまでも光を拒きよ絶ぜつしていた。


　この時だった。


「そうだな、葵。それでは婚こん約やくの話は破談にしようか」


　晴明が、突とつ然ぜんヘンなことを言いだした。


「何を言いだすんだよ晴明？　さっきまで晴明は唐とう突とつな婚約話に困っている僕の顔を見て面おも白しろがっていたじゃないか？」


「なに、犬股にはまだ人間の許婚は早すぎると思ったのさ」


「ははは破談になんてさせませんわよ！　もう決まってしまったことではないですか！　そもそもあなたの差し金でしょうに、晴明さん！」


　葵が「面子メンツ丸まる潰つぶれですわ」とばかりに晴明にかみついた。


「婚約したばかりの源氏の君にいきなり捨てられたなんて噂うわさが立ったらわたくし、はずかしくて生きていけませんわ！」


「ほう。あれほど犬股との婚約を嫌いやがっておきながら、噂を気にして婚約は破は棄きしないという。人間とは妙みようなものだな」


「当たり前ですわっ！　わたくしほどの高貴な貴族になれば、世間の噂をはばかって生きなければなりませんもの！」


「ふふ。世間の噂ね。くだらん。そんなものはただの『呪』さ」


「まあまあ。なんですってえ!?」


　ことここにいたって、やっと光はガッテンした。


「ああそうか。晴明はこんどは葵さんをからかって遊んでいるのか。困った人だなあ」


　こうして、光の内裏デビューは奇き跡せき的につつがなく成功した。


　だがこの後すぐ、葵との同居生活を開始しなくてはならない。


　しかも、晴明の屋や敷しきで。


（平安時代の貴族の暮らしってもっと退たい屈くつなものだと思っていたのに、どんどん時間が潰れてしまう。早く紫を捜さがさないといけないのに、ますます流されていくよ～！）


　光はもう、気が気でなかった。焦あせれば焦るほど、どんどん心が乱れていく。


　へくちゅん！　と晴明の狐耳めがけてくしゃみをして、そして、怒おこった晴明にまた呪じゆ符ふを額へ貼はられた。
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　宮中で迷子になっているはずの紫を捜すために、光が初参さん内だいを果たしていたその日。


　その紫は、すでに宮中にはいなかった。


　帝の弟である兵ひよう部ぶ[image: ]きようの宮みやとその妹の藤ふじ壺つぼが、迷子の紫を保護して内だい裏りの外にある兵部[image: ]宮の屋敷に移していたからだ。


　光と紫は運悪く入れ違いになっていたのだ。


　まだ兵部[image: ]宮も藤壺も、安倍晴明と光が紫を捜している事実を知らない。


　しかも運の悪いことに、この日宮中で行われている光源氏のお披ひ露ろ目め会に兵部[image: ]宮と藤壺は参加していなかった。


　兵部[image: ]宮が屋敷にこもり「物もの忌いみ」に入ってしまったからだ。


　凶きよう兆ちように出会ったり悪夢を見たりした貴族は、災わざわいを避さけるために数日間自宅にひきこもることができる。これが「物忌み」だ。


　物の怪けがわがもの顔で跋ばつ扈こしている平安京ならではの有給休きゆう暇か制度といえた。


　ことに兵部[image: ]宮は物の怪を極度に怖おそれる性格なので、しょっちゅう「物忌み」と称して自宅で休んでいる。


　兵部[image: ]宮屋敷の庭園に柳やなぎの木がたくさん植えられているのも、柳の木に物の怪を祓はらう力があると信じられているからだった。


　その日の朝。


　小こ柄がらな紫は童女用の和服を着せられて、兵部[image: ]宮屋敷の庭園を散策していた。


「藤壺さん。兵部[image: ]宮のおじさんを見かけないんだけど」


「日の光を浴びないように奥の部屋に隠かくれていますよ」


「こんなにいい天気なのに、もったいないわね」


「昨夜、とても怖こわい夢を見たそうなの」


「予知夢かもしれないものね。この平安京には『物の怪』が出るらしいけど、ほんと？」


「ええ。大きいのから小さいのまで、たくさんいますよ。怖がるとかえって近寄ってくるのですけどね」


「……やったわ。わたしが求めていた怪かい異いと謎なぞに満ちた世界だわ、ここは！　むしろ、わたしのために用意された漁場と言っても過言ではないわ！　きっとわたしの中に眠ねむるなんだかよくわからないけどとにかくすごい異能力が目覚めて、この世界にわたしたちを送り込んだに違いないわ！」


「紫ちゃん。ええと、あなたを迎むかえに来る予定の方のお名前は……どなたでしたっけ？」


「ああ。通り名はとりあえず『お兄ちゃん』だけど、本名は『光くん』よ」


「そうでしたね。女の子みたいな名前ですね」


「それ、光くんの前で言っちゃダメよ。あれで意外と気にしてるから。本名は女の子っぽくてイヤだっていうし、『勇者ライト』という通り名もイヤだっていうの。いい虫むし除よけになるのに。子供みたいにワガママよね」


「はいはい。では、光さんという方をこちらでも捜してみますね」


「よろしくお願いしますっ！」


　紫は慣れない和服も気にせず子こ猫ねこのように走り回って、柳の下から隣となりの柳の下へとどんどん移動する。好こう奇き心しんを抑おさえられないらしい。


　藤壺が、縁えん側がわに座ってそんな紫を楽しそうに眺ながめている。


　紫は光がいなくて心細いけれど、母親にそっくりな藤壺が側そばにいてくれるので落ち込まずに光を待っていられる。それに、大だい冒ぼう険けん家かとしての好奇心は止められないのだ。


「早く出て来なさいよ！　物の怪、いないの？　出て来てくれたら、お菓か子しをあげるわ！」


　庭園を散策しながら、紫はふとした疑問を抱いだいた。


「柳が魔ま除けになるなんて話、聞いたことないわね。柳ってむしろ幽ゆう霊れいとセットよね？」


「柳の下に幽霊がいるかもね」と閃ひらめいた紫は、鬼き門もんの方角にぽつんと立っている枯かれた一本の柳に目をつけた。


　そのわびしい枯れ柳の周辺に、何やら妙な気配を感じた。


「すごい……強い霊気みたいなものを感じるわ。その柳の後ろに、誰だれかいるの？」


　さすがに足が震ふるえてきた。それでも紫が眉まゆをひそめながら問題の柳に接近してみると。


「……うらめしや……あなたを……呪のろいます……」


　奇怪な姿をした一体の幽霊が、いくつもの鬼おに火びを伴ともなって柳の幹の後ろから「ふわり」と姿を見せた。


　いかにも幽霊らしく、足はない。


　怨おん念ねんに満ちた声。


　両手は、だらりと身体からだの前に垂らしている。


　顔もまた、おぞましい。


　この幽霊はもともとは、猫ねこだったらしい。


　猫耳と縦に長い瞳ひとみ、白い毛に覆おおわれた顔と身体。人間ではありえなかった。


　だが、猫などという愛らしい動物にもまた、見えなかった。


　その耳まで裂さけた口は、まさしく化ばけ猫そのものであった。


　だが、おぞましい化け猫だろうがなんだろうが関係ない。


　紫は、もはや手て遅おくれレベルにまで病状が進行している重度の猫マニアなのだ。


　幼よう稚ち園児に戻もどったかのようなあどけない笑えみを浮うかべて、化け猫へと突とつ進しんした。


「きゃああ！　猫だわ！　猫だわっ！　猫、猫おおおおっ!!」


「それがしは人間のご主人さまに捨てられて無残に野垂れ死にし、数えきれぬほどの歳月を成じよう仏ぶつできずに彷徨さまよい人間を呪っている化け猫。それがしの姿を見たあなたを、呪います」


「猫だわああ！　かわいいいっ！　猫っ！　猫っ！　ねえねえ、頭撫なでていいっ？」


「少しは怖がれっ！　こら、頭を撫でるなっ！」


「わたしずっとマンション暮らしだから、猫を飼いたくても飼えなかったのよ！　猫たん、ほーらほらほら。猫じゃらしよー♪　ほらほらほら♪」


「ああっ、数十年ぶりに見た猫じゃらし！　勝手に身体が……って、こらっ！　それがしは人に祟たたりをなす怨おん霊りようだぞ！　もっと怖がってくれっ！」


「だってあんた、猫じゃん！　かわいい～！　もふもふさせてっ！　うおおお！　もふもふさせないと食べちゃうわよっ！」


「こ、こっちこそ、食っちまうぞ。みぎゃああああ！」


　猫の幽霊は身体を膨ふくらませて紫の倍ほどに背せ丈たけを伸のばし、大口をくわっと開き牙きばを剝むいて紫を威い嚇かくした。だが、猫大好きでしかも不思議なものも大好きな紫を怯おびえさせることはできなかった。


　むしろ「おおっ、これはすごい！」と好奇心に瞳を輝かがやかせている。


「まあまあ猫たん。昔のことは水に流して。生きていた頃ころのように懐なつきなさいよっ♪」


「そうはいかぬ！」


「どうしてよ？」


「もはやそれがし、生前ご主人さまにつけていただいた名前を失念した。ひとたび人に飼われておきながら名を失った動物の魂たましいは、怨霊になる他はないのだ！」


「へええ、そんなことで怨霊になっちゃうの？　それじゃあ、大冒険家として人類史に永久不ふ滅めつの名を残す予定のこのわたしが、あんたに驚きよう天てん動地の素す晴ばらしい名前をつけてあげるわ！　にゃあにゃあ鳴いて喜びなさい!!」


「よ、よしなされ。それがしのような悪あしき怨霊と関かかわると不幸が訪おとずれますぞ」


「そうだ、先にこっちが名を名乗らないといけないわね！　わたしの名前は朝あさ日ひ奈な紫よ！」


「ちょ。みだりに怨霊に名前を教えてはいけないでござるよ！　取り憑つかれますよ！」


「あんたはねえ、背中に人ひと魂だまみたいなのをたくさんしょってる猫の幽霊だから、『ねこたま』って名前でどうかしら？　これは完かん璧ぺきだわ、さすがわたし！　商標登録しなくっちゃね！」


「聞いてねえし！　え？　……ね、『ねこたま』ぁ？」


「響ひびきがかわいいでしょう？　ほ～らほら、喉のどを撫で撫でっ♪」


「そ、それがしは人間に祟りをなす悪霊、そのようなかわいい名前は……うにゃあ……」


　ごろごろ。


　何十年ぶりかに人間に喉を撫でられてしまった猫の幽霊は、ひまわりのような笑顔の紫に「ねこたま」という新しい名前を与あたえられたことで、すっかり癒いやされてしまった。


　あの積もり積もって凝こり固まった人間どもへの怨念はどこへやら。


　綺き麗れいさっぱり、忘れてしまっていた。


「はっ？　いかん、この娘むすめにうっかり懐いてしまったっ？」


「やったわ、わたしの愛らしさにすっかり参って懐いたわ！」


「あっ、ああああ～!?」


　ふしゅううう……。


　ねこたまの身体が急激にしぼんでいく。


　怨念に変質した黒い『気』が浄じよう化かされて、ねこたまの身体から抜ぬけていったのだ。


　紫の倍ほどもあった背丈は、手乗りサイズに縮んでいた。


　耳まで裂さけていたはずの口は、小さな小さなおちょぼ口に。


　怨念がこもっていた鋭するどい猫目も、黒い点みたいに小さく丸く。


　だらりと不気味に垂らしていた手は、ド●えもんの手のような丸い玉の形に。


　ねこたまは、紫に名前を与えられて喉を撫でられたとたんに「怨霊」ではなくなってしまったのだ。


　怨念を浄化されたために、人に害をなさない「精せい霊れい」になってしまったらしい。


「ああっ？　な、なんだこのマヌケな姿はっ？　おぞましい化け猫じゃなくなってしまったあ！」


「かわいいっ！　幽霊だから足が生えてこないのが惜おしいけど、魔ま法ほう少女の隣にくっついてるマスコット動物さんみたい♪」


「ひいい。これで鬼火をしょってなければ、もはや幽霊に見えない……！」


「ちゃんと幽霊に見えるわよ。だいじょうぶ。でも、見た目は完全にゆるキャラのぬいぐるみよね」


「ゆるキャラのぬいぐるみとは何ですっ？　あわわ……お、怨霊でなくなってしまったそれがしは、これからどうすれば……」


「そうねえ。行くところがないのなら、この紫さまが飼ってあげてもいいわよ♪」


「ええっ？　幽霊のそれがしを、飼っていただけるのですかっ？　よいのですかっ？」


「実はわたしも迷子になってるの。迷子どうし、仲良くしましょうね。ねこたま♪」


　うる、うるうるうる。


　ねこたまの黒い目が、涙なみだに潤うるんだ。


　なにやら感激しているらしい。


「む、紫どの……いえ、ご主人さま～！　ねこたまは、ご主人さまに一生ついていきまする！　いえそれがし、もう死んでいますがっ！」


「むふー。『ご主人さま』。とてもいい響きの言葉だわ。光くんにも言わせてみたいわね」


「光くんとは誰です、ご主人さま？」


「わたしの幼なじみで、将来結けつ婚こんする予定の男の子よ。迷子になっているわたしをもうすぐ迎えに来てくれるはずなの。なにしろわたしに骨ほね抜ぬきになっているからね、光くんは。今まで彼に近づこうとした女の子は、あの手この手で全員きっちり排はい除じよしてきたしね。ふ、ふ、ふ」


「おお、ご主人さまの笑顔が黒い。女の嫉しつ妬との笑顔ですな。焼けますな」


「だいじょうぶよ。光くんっていつもスカしてるけど中身はいい人だし、猫は苦手じゃないから。でもちょっと犬っぽいところがあるのよね。すごく鼻が利きくし、性格も犬っぽいのよ。大人ぶってるけど、わたしのお母さんの命令には絶対服従するのよ！」


「ほうほう。ほんとうに犬ですな、それは」





　紫が庭園の片かた隅すみに巣くっていた化け猫をあっさり癒やして人じん畜ちく無害な愛らしい精霊の姿に変えてしまった一部始終を、藤壺は縁側から驚おどろきの目で見ていた。


「まあ。あの子は、いくらお坊ぼうさまに祓はらっていただいても調ちよう伏ぶくできなかった、あの化け猫を……祓おうともせず、お友達になってしまうなんて」


「物の怪け」は祓うべきものであるという平安時代の常識とはかけはなれた紫の行動とその驚くべき結果を、藤壺は兵部[image: ]宮に教えてあげたくなって、急いで奥の部屋へと向かった。


　なぜならあの柳やなぎの下の化け猫は、兵部[image: ]宮を長年悩なやませていた厄やつ介かいな怨霊だったのである。


　物の怪除けのために柳の木を庭園に植えてみたら、その木のうちの一本に古い化け猫が取り憑ついていたのだ。以来、何度調伏しようとしてもできなかった。


　ただ一人、帝みかどが信しん頼らいを寄せる天才陰おん陽みよう師じ・安倍晴明ならば祓えるであろう、と兵部[image: ]宮に知ち恵えをつけた人もいた。だが兵部[image: ]宮は「安倍晴明は狐きつねの化生だというではないか。恐おそろしくて頼たのみ事などできぬ」と晴明をも怖こわがったので、結局化け猫はそのまま庭園の片隅に居着いてしまったのだ。


　その化け猫が紫によって人畜無害なかわいい精霊に変化したと聞けば兄も喜ぶだろう、と思って藤壺は急ぎ兵部[image: ]宮のもとへ急いだのだが──。


　このわずかな隙すきをついて、兵部[image: ]宮屋敷の庭園に舞まい降りた侵しん入にゆう者しやがいた。


　ごおっ。


　庭園に、突とつ如じよとして黒い旋せん風ぷうが舞った。


　小こ柄がらな紫は、あやうく飛ばされそうになった。


　柳の木の幹を抱だきしめて、かろうじて踏ふみとどまる。


「きゃっ。竜たつ巻まきだわ!?　注意報くらい出しなさいよ、気象庁ってほんとにもう！」


「むむ。ご主人さま、用心なされよ！　邪じや気きを感じますぞ！」


「邪気？」


「この竜巻の中に隠かくれている者は物の怪か、あるいは……」


「あんた自身の『気』の名残なごりじゃないの？」


「それがしはすでに白き精霊！　邪気は放ちませぬぞ」


　ごおっ。


　再び、風が舞った。


　黒い「気」が風とともに四散し、その中から一人の見知らぬ者が姿を現した。


「うふふ。紫ちゃん、こんにちは」


　漆しつ黒こくのマントに身を包み、三本脚あしの黒い烏からすを肩かたに載のせた小柄な幼女。


　金色の髪かみに、碧あおい瞳。


　どう見ても、平安時代の日本人には見えなかった。


　その異形の幼女が、不意に紫の前に立っていた。


　竜巻は幻まぼろしのように四散しても、幼女の全身が放つただならぬ邪気は変わらない。


　もちろん、紫にはそのような邪気など通じないのだが……。


「ずいぶんちんまりした、かわいい女の子ね～。外国人さん？　おちびちゃんは誰だれ？」


「あなた、平安京に来ておきながら、このわたしを知らないの？　お馬ば鹿かさんね」


「おちびちゃんは、平安京に土地勘かんがある子供なの？　それじゃあ、光くんという男の子を知らない？　髪の毛が茶色くて、日光を浴びるとキラキラ光るのよ！　あとね、犬みたいに鼻が利くの。わたしの匂においを五百キロ先からでも嗅かぎ当てられるんだから」


「……誰よ、それ？　どんな妖よう怪かいなのよ？」


　ねこたまが、紫をかばうように金きん髪ぱつの幼女と紫の間に割って入った。


「ご主人さま、たいへんです！　こいつは[image: ]あし屋や道どう満まんですよ！」


「ええっ、[image: ]屋のお嬢じようさま？　すごいわ、それはほんもののセレブだわ！」


「よくわかりませんが、違ちがいます！　平安京を滅ほろぼそうと企たくらむ、邪悪な陰陽師です！」


「くすくす。ほんとうにわたしを知らないようね」


「ごめんね……どこかで聞いた覚えはある名前だけど、思い出せないの」


「ご主人さま、謝る必要はありませんぞ！」


「それじゃあ改めて自己紹しよう介かいしましょうか。初めまして、『紫ちゃん』。わたしは播はり磨まから来た流れ陰陽師、[image: ]屋道満よ」


　[image: ]屋道満を名乗る金髪の幼女が、不敵な笑えみを浮うかべる。


　道満の肩にとまっていた三本脚の不気味な烏が「ガアアア！」と不ふ吉きつな鳴き声をあげて、紫を威嚇した。












[image: ]








　地球の謎なぞという謎を追い求める大だい冒ぼう険けん家か・紫の好こう奇き心しんに火が付いた。


「その烏、モンスターぽくてイケてるわね！　おちびちゃんは日本の陰陽師なの？　どちらかというと西洋ファンタジーに出てくる魔ま女じよみたいなファッションだけど」


「……ちょっと。大ロ秦ー国マ渡わたりの外がい套とうに触さわらないで。少しは怯おびえなさいよ、ヘンな子ね」


「道満ちゃん？　わたしは子供とよく間違えられるけど、これでも道満ちゃんよりずっと年上なのよ。十六歳なんだから。将来結婚を誓ちかっている相手もいるんだから。どやっ！」


「やめなさい、その『どやっ！』って勝ち誇ほこった笑顔は！　妙みようにイラつくわ！」


「その婚こん約やく者しやとは何を隠そう、わたしをまもなく迎むかえに来てくれる忠犬・光くんのことよ。光くんはねえ、わたしが迷子になったら必ず助けに来てくれるんだから。わたしの忠実なサーバントと言ってもいいわね。どやっ！」


　都の人間たちはもちろん、物の怪たちにさえ怖おそれられている[image: ]屋道満をもってしても、全身これ好奇心の塊かたまりである紫を怯えさせることはできなかったらしい。もちろん、「もうすぐ光くんが来てくれる」という無む根こん拠きよな確信が紫のどや顔のエネルギー源なのだが。


「ちょっとやめなさいよ。触らないで。呪じゆ殺さつするわよ」


「もうちょっとだけ！　道満ちゃん、命令よ。頭を撫なでさせなさい！　いつも撫でられる側だから、たまには撫でてみたいの」


「イヤよ！　もっと怯えなさいよ！」


「ご主人さまに何の用だ、[image: ]屋道満！　ご主人さまは、このねこたまがお守りする！」


「わたしは紫ちゃんを攫さらいにきたの。何なの、このちび猫ねこは？」


「それがしはご主人さまをお守りする正義の精霊、ねこたま」


「ああそう。面めん倒どうだから、お前も一いつ緒しよに攫ってあげる。それで文句ないわよね？」


「[image: ]屋道満といえどもそう簡単にこのねこたまは倒たおせんぞ。にゅふふ」


「行きなさい、ヤタガラス！」


「ガアアア！」


　[image: ]屋道満の肩に止まっていた三本脚の烏が「びゅん」と弾だん丸がんのように飛んで、ねこたまの頭を鋭いくちばしで挟はさんできた。


「むむむ、身体からだが重い。言うことをきかぬ～」


　ねこたまは突とつ然ぜん身体が縮んだばかりで、まだうまく動けないらしい。


「ちょっと。ねこたまをいじめちゃダメじゃない、烏！」


「ご主人さま！　お逃にげなされ、この[image: ]屋道満は見た目は子供ですが、百ひやつ鬼き夜や行こうすら逃げ出すような大悪党なのですぞ！」


「百鬼夜行？」


「ふふ。紫ちゃん、あなたはどうやらわたしの予想通り、あいつが召しよう喚かんした新手の式神のようね。光という男の子と対ついでこの平安京に来たという事実が、なによりの証しよう拠こ」


「え？　わたしが、式神？」


「そうよ。式神は本来、対で召喚され、対で行動するものなの」


「道満ちゃん、いくらお子さまだからって光くんの前でそういう話をしちゃダメよ。光くんって、その手の話題をすごく嫌いやがるんだから。特に、自分には特別な力がある！　とか、自分は選ばれた特とく殊しゆな人間だ！　って設定を勝手に作られると切れるのよ。たとえ幼女が相手でもきっと顔面ブルーレイになっちゃうわ」


「ふん。騒さわがしいガキは苦手だけど、あなたを安倍晴明には渡さないわ。わたしと一緒にいらっしゃい、『朝日奈紫』！」


「……えっ？」


　[image: ]屋道満に名を呼ばれた瞬しゆん間かん、紫は指一本動かせなくなってしまった。


「さあ、わたしの元へ歩いてくるのよ。ふふ」


「か、勝手に、足が……前へ……ど、どうなってるの？」


「『名』とは『呪』なのよ。あなたの『名』を唱えることで魂たましいを軽く縛しばったの。だからこの世界ではうかつに名を名乗ってはいけないわけ。勉強になったでしょう？」


「ちょ。イヤよ。だってこの屋や敷しきから出ちゃったら、光くんが迎えに来られなくなっちゃうじゃないの！」


「あらそう。でも、わたしの知ったことじゃないわ」


「光くん、助けてっ！　早く来なさいよ、どこで遊んでるのよっ！　もしかしてわたしがいない隙をついて別の女の子といちゃいちゃしてるんじゃないでしょうねっ!?」


「ヤタガラス、長居は無用。行くわよ！」


「ガアア！」


「そうよ！　絶対にそうだわ、これは大冒険家としての直感よ！　光くん、浮うわ気きは絶対に許さないわ！　今すぐ助けに来ないとこれからは『勇者ライト』としか呼んでやらないんだから！　正面打ち入身投げから合気道技わざフルコースでお仕置きしてやるんだから！」


「……妄もう想そうと口数の多い子ね……苦手だわ……さ、行きましょう」


「行きたくないっ！　光くん、三つ数えるうちに出てこないと金的攻こう撃げきするわよっ！」


「ごっ、ご主人さま～！　それがしは、どこまでもお供いたしまする！」


　三本脚の烏──「ヤタガラス」のくちばしに挟まれたねこたまが、丸い手をぶんぶんと振ふりながらみゃーみゃーと騒ぐ。


　道満は硬こう直ちよくしている紫の身体を担かつぐと、音もなく天へと跳ちよう躍やくしていた。


　藤壺と兵部[image: ]宮が庭園に降りてきた時にはもう、紫の姿はどこにもなかったのである。


「神かみ隠かくしじゃ！」


　と兵部[image: ]宮がいよいよ怯えたことは言うまでもない。





　　　　[image: ]





「……あれ？　ここは、どこ？　また知らない場所に連れてこられちゃってる……」


　紫が目覚めると、そこはもう兵部[image: ]宮の屋敷ではなかった。


　暗くてじめじめした建物の中だった。


　板張りの床ゆかの上に、紫は突つっ伏ぷしていた。


　縄なわなどで身体をいましめられてはいない。


　ただ、鼻をつく強きよう烈れつな麝じや香こうの香かおりが、建物の中に充じゆう満まんしている。


「ここは……お寺のお堂だわ。すごい匂い。それに、ずいぶん変わった仏像があるわね」


「ご主人さま。ここは都の北のはずれ、鞍くら馬ま山やまの魔王殿でんです。[image: ]屋道満に連れて来られたのです。結界が張られているので、外に出られません」


「そうなの……ねこたま。わたし、光くんともう会えないかもしれない……」


　紫は、ねこたまを胸に抱きしめて、弱音を口にしていた。


　今の紫は平安京に迷い込んではじめて、不安と恐きよう怖ふを感じている。なぜなら。


「この麝香の匂いが邪じや魔まになって、光くんの鼻は利きかないわ。このままじゃ、光くんはわたしを見つけられない……どうしよう、ねこたま」


「申し訳ござらぬ、ご主人さま！　それがし、このちんまりとした身体にまだ慣れておらず、まるでお役に立てず……かくなる上は首をつってお先にあの世へ」


　ねこたまは縄を梁はりから吊つるして、自らの短い首を縄にひっかけようとしたが。


「ねえ、ねこたま？　あんたはもう死んでいるのよ？」


「はっ？　そういえばそうでしたっ！」


「そもそも宙に浮いてるんだから、首つれないでしょ」


「むむ。それも道理！　さすがはわがご主人さま、なんと聡そう明めいな」


「さすがはわたしのペット、よくぞ見み抜ぬいたわね！　光くんやお母さんはわたしを子供扱あつかいするけど、子供なのは顔だけよ。中身は聡明きわまりない大冒険家なんだから。しかも光くんに悪い虫がつかないようにあれこれ画策してきた知ち恵え者しやなのよ。どやっ！」


「あどけない笑顔もかわいいですが、嫉しつ妬との炎ほのおをごうと燃やした黒いどや顔も愛らしいですな、ご主人さまは。ありがたや、ありがたや」


　紫の説得（？）によって、ねこたまは首をつるのをやめた。


「それがし、またしてもご主人さまに救われました。なんとお礼を申していいのやら」


「別に救ってないけど？　でも魔王殿って、平安時代にしてはかっこいい名前ね」


「いえいえ、とてもおっかない名前です。ぶるぶる」


「この仏像も変わってるわ。鼻が高くて、背中から翼つばさが生えてる……この仏像の中に、財宝とか神具とか隠かくされていないかしら？　もしかしたら人造人間が中で眠ねむっていて」


「迂う闊かつに触るとどのような祟たたりがあるかわかりませぬぞ、お気をつけて」


「光くんに、わたしがここにいると知らせる方法を見つけないと。最大のピンチこそ最大のチャンス。今こそ、大冒険家としてのわたしの才能が開花する時なんだわ」


　その時だった。


　ギイ……。


　扉とびらが開いて、薄うす暗ぐらいお堂の中に[image: ]屋道満が足を踏ふみ入れてきた。


「紫ちゃん？　目が覚めたあ？」


「あっ、道満ちゃん！　お腹なかすいたわ、パスタをおねがい！　ペペロンチーノがいいわ！」


「どこの国の呪文なのよ、それ」


「イタリア語」


「ところで紫ちゃん。その像は仏像じゃないの。むしろ仏敵よ。仏教伝でん来らい以前のいにしえの時代に鞍馬山を支配していたと言われる魔王の像よ」


「光くんが聞いたら『いいかげんにそういう趣しゆ味みは卒業しろ』ってうざい説教をはじめそうなベタな設定ね。悪いことは言わないから、せっかくそういう設定を考えるならもう一ひねりしたほうがいいわよ？　いずれ光くんはここに来るんだから」


「はあ。ほんとうに光くんの話ばかりしてるわね、あなたって」


「そうだ、『光くん』と呼んじゃダメなのよね。『お兄ちゃん』って言いなおすわ！」


「……この魔王こそが、この鞍馬山に巣くう天てん狗ぐどもの親玉にあたるわけ。鞍馬山はね、無数の天狗どもが支配する魔界なの。この[image: ]屋道満のねぐらにふさわしいと思わない？」


「そういえば、光くんと一緒に天狗のミイラを見に長崎へ行ったことがあったわね……途と中ちゆうでわたしは迷子になって、青森の八戸に辿たどり着いてしまったんだけど。あ、いやいや、光くんじゃなくてお兄ちゃん、ね！」


「そこのちび猫。わたしにかわって、この[image: ]屋道満の生おい立ちと野望についてその『光くん』の話しか口にしない小こ娘むすめに解説してあげなさい」


「にゃんと。どうしてそれがしが。それがし、ご主人さまの命令しか聞かぬわ」


「ちび猫。解説しないならお前を切り刻んでヤタガラスの餌えさにするわよ」


「懇こん切せつ丁てい寧ねいに解説いたしまする」


　ねこたま曰いわく。


「ええと。この[image: ]屋道満はすでにご存じのように、播はり磨まから来た流れ陰おん陽みよう師じです。帝みかどにお仕えして平安京を霊れい的てきに守護している大陰陽師・安倍晴明と常に敵対し、隙すきあらば物の怪けどもを糾きゆう合ごうして京の都を破は壊かいせしめんと企たくらむ世にも希まれな大だい悪あく謀ぼう家か」


「わたし、安倍晴明なら知ってるわ。イケメンの貴公子だったんでしょ？」


「ご主人さま、それはおそらくお人ひと違ちがい」


　ちっ、と道満が舌打ちした。


「あなた、ほんものの馬ば鹿かじゃないの。ぜんぜん違うわ。晴明は小しよう便べん臭くさい小娘よ！」


「そうなの？　じゃあ晴明って道満ちゃんと同い年くらいなのね」


「わたしは小便臭くないわよ！　呪じゆ殺さつされたいの？」


「だってあんたは子供でしょ？　まだおねしょする年とし頃ごろよね？　わたしはもうおねしょは四年前に卒業したもんね。どやっ！」


「……わたしはこう見えても人間などよりも長い長い歳月を生きてきたのよ。不老の仙術を会え得とくしているので永遠に老おいないだけよ」


「噓うそっ？」


「ご主人さま。この道満の霊力は安倍晴明とほぼ互ご角かく。だが宮仕えを拒きよ否ひし、都の破壊を目的としてあれこれ活動している流る浪ろうの道満が常に潤じゆん沢たくな金銀を持っているのは不思議、と都の人々はいぶかしがっておりまする。もしや、どこぞの裕ゆう福ふくな貴族が陰かげで道満を援えん助じよしているのではないかと……」


「ちび猫ねこ。それ以上しゃべると首をねじきるわよ。ヤタガラスのくちばしでね」


「……それがしの解説はこれにて」


　道満ちゃんはどうして都を破壊したいの？　と紫が不思議そうに道満の碧あおい瞳ひとみを見上げた。


「きっと京都の人たちと合わなかったのね。京都人って無む駄だに気位が高いものね。播磨って京都から見たらすごい田舎いなかだものね……横よこ浜はまから見ても田舎というか秘境だけど」


「横浜？」


「道満ちゃんはせっかくお友達を作りに京都に来たのに、みんなから『ぶぶ漬づけ』ばかり出されて田舎者扱あつかいされたので復ふく讐しゆうを誓ちかったのね。京都を播磨以上の田舎にしちゃおうと……播磨に生まれたばっかりに……かわいそうね……」


「違うわよっ！　勝手な妄想しないで！　そんなくだらない理由じゃないわ！」


「じゃあ、どうしてよ？」


「余よ所そからやってきた朝ちよう廷ていの連中から、われらの土地と『名前』を取り戻もどすためよ」


「余所からやってきた？」


「はるかな昔、この島国はわれら『まつろわぬもの』の楽園だったのよ。鳥も獣けものも人間もみな、緑と土と水と空とに調和して静かに平和に暮らしていたの。それを、馬に乗り鉄器で武装した朝廷の軍勢が蹂じゆう躙りんして力ずくで奪うばい取ったのよ。帝だの貴族だのと上品ぶって偉えらそうにしていても、奴やつらの先祖は侵しん略りやく者しやなのよ！」


「日本史の教科書にはそんな話、書いてなかったけど？」


　だが、道満の言葉には紫をひるませるほどの真実味があった。


「土地を奪っただけならまだ許せたわ。でも、奴らはわれらから大切な『名』まで奪った。そして『土つち蜘ぐ蛛も』、『鬼おに』、『熊くま襲そ』、『蝦え夷ぞ』、『入いる鹿か』、『天狗』、『河童かつぱ』などという『人外化生の名』を押しつけた」


「ええっ？　『河童』って、そういう語源だったの？　知らなかったわ」


「奴らは、戦に敗北して山の中や川の畔あぜへと逃にげ散ったわれらに追い打ちをかけるように『人間ではないもの』という『呪』をかけたのよ。その瞬しゆん間かんから、われらの眷けん属ぞくは『人間』ではなくなったの。『物の怪』や『妖よう怪かい』『怨おん霊りよう』などに身を落としていったのよ」


　道満は、異形の瞳をぎらつかせながら語り続けた。


「わたしは復讐をやめないわ。この平安京の都を破壊しつくし、人間どもが住めない荒あれ地ちに戻してわれらの手に取り戻すまでは！　それなのに、安倍晴明──あいつが邪魔をするのよ！　自らも『まつろわぬもの』の血をひきながら、人間側についた裏切り者が！」


「そんな。陰陽師同士で、仲なか違たがいしているの？」


「あいつが裏切ったのよ！」


　道満は、力ちから尽つきたようにぐったりとしゃがみこんだ。


「……疲つかれたわね……わたしらしくなかったわ。この小娘といると調子が狂くるうわね」


　日ひ頃ごろの道満は、感情的にならないように心がけているらしい。


「『言葉』は『呪』よ。陰陽師たる者がみだりに本心を口にするべきではなかったわ。おかげで『気』がひどく乱れてきた。紫ちゃん、あなたのせいよ」


　紫は──もらい泣きしていた。道満の送ってきた人生をあれこれと妄もう想そうして、涙るい腺せんが決けつ壊かいしてしまったのだ。道満の人形のように小さな顔を見上げながら、ぐすぐすとはなをすすり、赤い目をこすっていた。


「かわいそう……道満ちゃん……長い間、辛つらい思いをしてきたのね……こんなにかわいいのに、『人間ではないもの』にされてしまっただなんて……」


「こら。頭を撫なでないでよ！」


「でもそれって、ずっと昔の話なんでしょう。今の都の人たちには罪はないわ。だって自分たちでやったことじゃないんだし、そもそも誰だれもそんな昔のこと覚えていないよね？」


「だからわたしは奴らの先祖たちがやったことを思い出させてやるのよ。都を物の怪どもの手で破壊するのよ、奴らの先祖たちがわれらにやったのと同じように」


「……そんなことを繰くり返していたら、キリがないじゃない。みんなで仲良く生きていければいいのに……安倍晴明ちゃんとは、もう仲直りできないの？」


「ふん。お花畑ね、あなたの頭の中は。そもそも、朝廷は今もなお『怨霊』を生み出し続けているというのに。朝廷を呪のろう祟り神と化した『怨霊』の力を、朝廷を守護する『御ご霊りよう』の力に変へん換かんして利用し続けるために」


「今もなお？」


「ええ。たとえば、関東の、平将門──」


　ガアア、と道満の肩かたにとまっていたヤタガラスが鳴いた。


　道満は、夢から覚めたかのように瞼まぶたをぱちぱちさせながら、立ち上がった。


「そうね。少ししゃべりすぎね、今日のわたしは。それじゃそろそろ行くわよ」


「ちょっと待って。出かける前に、ペペロンチーノを忘れないで！」


「あなたはここでお留守番していなさい。まあ、逃げようとしてもわたしが魔ま王おう殿でんに張はり巡めぐらせた結界からはどうせ出られないけど」


「どこへ行くの、道満ちゃん？」


　この時、道満が浮うかべた微び笑しようは、どこまでも黒かった。


「ふふっ。今こ宵よいこそ安倍晴明を、殺すのよ」


「……道満ちゃんが、ガチで怖こわい顔してる……」


「ご主人さまの慈じ悲ひの心をもってしても、[image: ]屋道満のドス黒い魂たましいは癒いやせないですぞ」


　紫の肩に乗っかっていたねこたまが、ぶるぶると身み震ぶるいした。





　道満が立ち去ったあと、紫はお堂の隅すみっこに体操座りして声をくもらせながら、その顔を小さな掌てのひらで覆おおった。


「光くんの馬鹿……変態紳しん士し……勇者ライト……早く、迎むかえに来なさいよ……ほんとに他の女の子といちゃつくのに忙いそがしくて、わたしのこと忘れちゃったのかしら……」


　言葉にしてしまうと、声に出してしまうと、不意にその不ふ吉きつな考えが真実味を帯びてくる。ほんとうになってしまうような予感がする。


「う……うう……光くん……寒いよ……寂さびしいよ……」


　いつしか紫のつぶやく声は、涙なみだ交じりになっていた。


　ねこたまが、そんな紫の周囲をくるくると旋せん回かいして、


「ご主人さまほどの聡そう明めいなお方が『この殿との方がたこそは』と信しん頼らいを寄せられるお方です！　光どのは必ずや、ご主人さまをお救いに来て下さいますぞ！」


　と声を張り上げて励はげまし続けた。












　第四話　水原光は覚醒したくない




　一いち条じよう戻もどり橋近くにある晴せい明めいの屋や敷しきへの帰り道。


　宮中でのお披ひ露ろ目め会をどうにか乗り切った光ひかるは、牛ぎつ車しやの中で完全に疲れ果てていた。


　精せい根こん尽つき果てていた。


　あまりにも長い一日だった。


　参さん内だいするなり、いきなり時の帝に会わされて「源げん氏じ」の姓せいを賜たまわり、気がつけば「光源氏」のニセモノになってしまっていた。


　そしてそのまま左大臣の娘むすめ・葵あおいと婚こん約やく。


　さらには左大臣の政敵である右大臣の娘で帝の正妻・弘こ[image: ]き殿でんの女によう御ごに、「光源氏」のお披露目会で「楽器を弾ひけ」と無理難題を言いつけられたが、晴明との呼吸もぴったりにこの試練をからくも乗り切った。


　……ここまでで、まだ半日だ。


　これからまだ、長い夜がある。


「心静かに生きる」という目標を掲かかげてマイペースで暮らしていた光には、あまりにもハードなイベントの数々。


　にもかかわらず、今も牛車内では葵と晴明がえんえんと口論を続けていた。


「晴明さん？　なぜあなたの屋敷に高貴なわたくしが住まわねばならぬのですか？」


「犬わん股こは私の式神だぞ。式神がご主人さまの屋敷に住まうのは当然のことだろう」


「ずっと気になっていたのですが、犬股って誰ですの？」


「『源氏の君』と呼ばれている、そなたの隣となりに座っているぼんやり少年の式神名さ」


「まあ、まあまあ。仮にもわたくしの許婚いいなずけを、犬扱いとは！　失礼ですわよ」


「だが事実、そいつは私の式神だからな」


「この男が源氏などという身分に似つかわしくない、実にいかがわしい奴だということはわたくしも認めますわよ」


「ほう。葵、話が合うな。私もまったく同感だ」


「しかし！　この男をいつまでも式神扱いされては、許婚であるわたくしの格まで下がるというものですわ！」


「式神だろうが源氏だろうが、犬股と婚約した時点でお前の格は最下層落ちだぞ」


「まったくその通りですわね。今のわたくしは犬以下ですって、ちょっとお待ちなさい！」


「ははは。恨うらみならこの縁えん談だんを持ちかけた帝みかどを恨むのだな」


「あなたがこの男を源氏の一族だなどと吹ふい聴ちようして帝を騙だましたせいでしょう？」


「ほう。私が帝を騙したという証しよう拠こでもあるのかね」


「ちょっと光さん？　言いたい放題の晴明さんに少しは反論してくださいませ！」


「おい葵。犬股はもう半分死んでるぞ、放ほうっておいてやれ」


「光さん！　お目覚めになってっ！　わたくしを『式神の嫁よめになった女』などと世間に噂うわささせて恥はじをかかせるおつもりですのっ？」


　がくがくと隣に座っている葵に身体からだを揺ゆすられながら、光はもう晴明の屋敷に到とう着ちやくするまでこのまま狸たぬき寝ね入いりを決め込むことにした。


　しかし、屋敷に着いたからといって、この災わざわいから逃のがれられるわけではない。


（どうして今夜からこの三人で同居しなければいけないんだ……最悪だ……）


　光は、修しゆ羅ら場ばが苦手だ。紫むらさきを無事に見つけたあとに発生するはずの修羅場を考えただけで即そく身しん成じよう仏ぶつしそうだ。寝たふりを続けながらも、想像しただけで鼻がむずむずしてしまう。


「犬股は精神力が弱いな。これしきの試練でくたばるようでは、紫は捜さがしだせぬぞ」


「晴明さん。その紫という方はいったい誰なんですの」


「犬股の妹だそうだ。はぐれているのさ。宮中にいるはずだったのだが、いなかったな」


「妹さん？　知らない名前ですわね……」


「妹と言っても血は繫つながっておらず、実際には幼なじみで将来を約束した仲だそうだぞ」


「ちょっと、光さんっ！　どういうことですのっ！　きちんと説明してくださいませ！」


「ははは。いつまで狸寝入りを続けられるかな、犬股クン」


「まあまあ。狸寝入りでしたのっ？　あなたという男はっ！　むきいいいっ」


　晴明は悪あく魔まだ！　と内心歯ぎしりしながら、光はこの場をやりすごすために必死で狸寝入りを続けた。


　だいたい紫が宮中にいるっていうからのこのこ参内したのに、紫は見つけられないわ厄やつ介かいごとばかり押しつけられるわで、話がぜんぜん違ちがうじゃないか。


（早く紫を見つけて迎えに行ってあげないと、約束不ふ履り行こうで責められるのは僕だぞ）


　牛車は、ゆるゆると一条戻り橋の上を渡わたりはじめた。


　葵が不安げに御み簾すの外を眺ながめている。


「どこですの、ここは？　殺風景なところですわね」


「洛らく中ちゆうと洛らく外がいの境界、一条戻り橋さ。この橋を越こえれば都の鬼き門もんすなわち鬼の通り道さ」


　晴明があやしげな笑えみを浮かべ、葵を震ふるえ上がらせた。


「鬼が出ては人を喰くらったり、百ひやつ鬼き夜や行こうが通ったりすると言われている、あの一条戻り橋ですのっ？　せ、晴明さん、どうしてこんな不吉な橋を通るのですっ？」


「私はこの橋の東側、まさに鬼門の入り口に屋敷を構えているからな」


「えええっ？　そんなっ!?　ど、どうして、そんなところに？」


「ふふ。さすがは左大臣家のお嬢じようさまだな」


「え？　え？」


「陰おん陽みよう師じふぜいが屋敷を構えられる土地は不吉なところに限られているのだぞ。だが、おかげで先日洛中を襲おそった大火の際にも無む縁えんでいられたのさ。ふふ」


「わ、わ、わたくし、じ、実家へ、か、か、帰らせて、い、い、いただ」


　葵が思わず「ぎゅうう」と隣で狸寝入りをしている光の腕うでにしがみついた。


　光の肘ひじに「ぷにゅう」と葵の豊かすぎる胸が押しつけられたその時。


「……どいてっ！　くしゅんっ！」


　それまで狸寝入りをしていた光が、不意に瞼を開いた。


　くしゃみを一つしながら、葵の身体をひっぺがして「どんっ！」と蹴けり飛ばした。


「あ～れ～!?　何をなさいますのっ!?」


　不意をつかれた葵は、そのまま「ごろり」と牛車から橋の上へ転げ落ちてしまった。


「ゆ、ゆ、許しませんわよ、この無礼者っ！」


　橋の上で頭にこぶを作った葵はすっかり涙目。


　だが光は、葵にふにふにすぎる胸を押しつけられて興奮してしまったのであわてて葵を牛車から突つき落としたわけではない。


「物の怪けの臭においだ！　晴明！」


「ほう。私は何も感じぬぞ。さすが犬股だ、早いな」


「空から来る。狭せまい牛車の中は不利だ！」


　光の鼻センサーが、人間ならぬもの──物の怪の臭いに反応したのだ。


　平へい安あん京きように来てからは、さらに敏びん感かんになっている。


　光と晴明が同時に、牛車から飛び降りた。


　ばんっ！


　無人になった牛車は、間かん一いつ髪ぱつで巨きよ大だいな鬼おにの手に押しつぶされていた。


　暗雲垂れ込める暗い夜空から、鬼の腕だけが伸のびてきて牛車を蝿のようにぺしゃんこにしてしまったのだ。


「ひええええっ？　こ、こ、これが、鬼っ？　大きすぎますわっ!?」


　箱入りお嬢さまの葵は、このような剣けん呑のんな場所へ来たことがない。


　これほど強力な物の怪に遭そう遇ぐうしたこともなかっただろう。


　腰こしが抜ぬけて立ち上がれなくなっちゃうんじゃないか、と光は葵の身を案じた。


　しかも。


　この時──鬼が狙ねらっていた標的は、晴明でも光でもなく、葵だった。


　なぜ光がその事実を察知できたのか。


　鬼の臭いで充じゆう満まんした空気の「流れ」だ。


　晴明風に言えば、『気』の流れと言ってもいい。


　その微び妙みような『気』の流れが、「葵さんが危ない」というシグナルとなって光を突き動かしたのだ。


　牛車を潰つぶした鬼の腕が、そのまま葵へと迫せまる。


「葵さん！　危ない！」


　光は急いで葵のもとへ駆かけ寄り、葵の身体を抱だき上げた。


「光さん、何を？　お放しになって！」


「僕は女の子をお姫ひめさま抱だっこする趣しゆ味みはないのだけれど、今は一刻を争う事態だからね……は、は、はくちゅんっ！」


「きゃあ、わたくしの顔に光さんの唾だ液えきがっ!?」


「ごめんっ」


「弓はどこですのっ？」


「えっ、弓っ？」


「わたくしが左大臣家に伝わる秘宝『破は魔まの弓』を操あやつれば、鬼など撃げき退たいできますわ！」


「どこにあるのっ？」


「牛車の中ですわ！　あなたがわたくしを突き飛とばすから丸腰になってしまったではありませんかっ！」


「ええっ？　知らなかったんだ、ごめん！」


「式神としての技わざも持たぬくせに私のそばを離れるな、この馬ば鹿か犬股が！」


　晴明がこれほど焦あせっている姿を、光は初めて見た。


　相手は容易ならぬ敵らしい。


　これはまずい！　と光もまた焦しよう燥そう感に駆られた。


　鬼の太い爪つめが、避よけられぬ速度で葵に迫ってくる。


「光さん、お放しになって！」


「放さないよ！」


「えっ？」


「弓を葵さんから引き離したのは、僕だからね。最後まで葵さんを守るよ」


「ちょ。光さん。あなた何を言って……」


　ごめん。紫を迎むかえに行く約束、果たせないかもしれない。


　光は、覚かく悟ごを決めた。


　葵をお姫さまだっこしたまま、鬼に自分の背中を向けた。


　死を目前にして、ようやく心が静まった気がする。鼻もむずむずしない。





　ドンッ！





　五本の尖とがった爪が、光の背中に食い込んできた。


　身体の内側で臓ぞう腑ふが破られていく嫌いやな感覚が、光を襲う。


　ツンと鉄の臭いが鼻をついた。


　喉のどの奥から、生暖かい血が逆流してくる。


　意識が混こん濁だくしてきた。


　視界に映る光景が、不意にモノクロームになった。


「きゃあああ！　光さんっ!?」


「葵、『破魔の弓』だ！　受け取れ！」


　晴明が、ほとんど悲鳴のような叫さけび声をあげている。


　ひきはがそうとしたのか。太い鬼の指を、光の手が無意識のうちに握にぎっていた。


　ぼやけていく映像の中で、鬼の指に重なるように、黒く光る葉脈のようなものが走っているのが見えた。


　かつて、同じような幻まぼろしをどこかで見たような……。


（くそっ、幻げん覚かくが……失血が多すぎて、意識がもうろうとしてきた）


　視界が急激に闇やみに覆おおわれていく。そんな光の鼻に、不意に新たな香かおりが入ってきた。


　誰だれだ？


『うーん。葵を攫さらってもう一体の式神を釣つり出す餌えさにしようと思ったんだけどぉ』


　無む邪じや気きな幼女の声。


『せっかくの鬼が「気」を奪うばわれて使い物にならなくなってしまったわ。その式神、ただ者じゃないみたいね』


　いったい誰だ？


　ダメだ。何も見えなくなった……意識が、途と切ぎれる……。


「[image: ]あし屋や道どう満まん！　貴様の仕し業わざか！」


『お久しぶり、晴明。直接あなたを狙ねらわなくて正解だったわ。新たな式神は強力ねえ』


　晴明の、知り合い……？


　晴明に友はいない。


　ならば……「陰いんと陽よう」と言っていた相手……か？


　[image: ]屋、道満。


『もう一体の式神はわたしが預かってるわ。くすくす。あなたには渡せないわねぇ』


「鬼は光を摑つかんだまま動けなくなっている！　葵、この矢で射ろ！」


「承知ですわ！」


『くすくす。鬼一匹ぴきで式神の力量をはかれたなら安いものだわ』


「待て、道満。私と戦え！　もう一体の式神とは誰だ、紫なのか!?──」


『そうねえ、そんな名だったかもしれないわね。じゃ、またねえ～』


「鬼の腕に命中しましたわ！　さすがはわたくし！　光さん、見ました？　……きゃああ、光さんが立ったまま死んでいますわっ!?」


「犬股っ!?」


　……


　……


　……


　ちょっと待ってくれ僕はまだ死んでないよ葵さん、と光は混濁していく意識の片かた隅すみでつぶやいていた。











　意識が飛んでいた。


　横よこ浜はまへ。みなとみらいのマンションへ。


　日曜日だが、光には家族がいない。母は光を産んですぐに亡なくなり、父親もこのマンションの一室を光に遺のこしてすでに病びよう没ぼつしていた。


　だからその日も、光は一人きりでゲームをして過ごしていた。


　学校のクラスメイトたちとは仲良くしたくなかった。


　茶色い髪かみの毛をネタに、なんだかんだとからかわれるのが煩わずらわしかったのだ。


　その日は朝から、廊ろう下かの外が騒さわがしかった。


　どうやら隣となりに新しい家族が引ひっ越こしてきたらしかった。


　外の世界などに興味はなかった。


　しかし唐とう突とつにチャイムが鳴って、そして、朝あさ日ひ奈な桐きり子こが光の前に現れた。


　なぜか、さばの煮に付つけが入った包みを持って。


「はじめまして～。お隣に越してきた朝日奈親子で～す。母が桐子、娘むすめが紫。坊ぼうやはお一人でお留守番？」


「……ひ、光です。お父さんとお母さんは、ええと……」


「まあ。礼れい儀ぎ正しい、いい子ね～」


　さばの匂いが邪じや魔まをしていたけれど、それでもはっきりとわかった。朝日奈桐子さん。なんていい香りを放つ人なんだろう……と光は一いつ瞬しゆん、いつものはすに構えたクールな態度を忘れてしまった。


　とたんに、くしゃみが止まらなくなった。最近、女の人のことを考えるとすぐにくしゃみが出るようになってしまった。光は「はずかしい。心静かに生きよう」と反省した。


「この子が紫ちゃん。幼よう稚ち園児に見えるけど、実は小学生。仲良くしてあげてね♪」


「お母さん、わたしは幼稚園児なんかに見えないわよっ！」


「そうかしら？」


「ちゃんと電車だって小学生料金で乗ってるんだからねっ！」


　紫との初めての出会い。


　あれ……僕、もしかして死ぬのかな……これって走そう馬ま燈とうってやつだよね……と光は気づいた。


「お母さんはまだ引っ越しの作業があるから、紫ちゃんはお友達と遊んでいてね♪」


　待ってください、勝手にその子の友達にしないでください、と言いたいのに、言えなかった。


　紫と二人きりになってしまった。


　とたんに、紫がふんぞりかえって鼻息荒あらく、超ちよう早口で自己紹しよう介かいを開始した。


「ふっ。改めて、はじめまして光くん。わが名は、朝日奈紫！　身体からだはちいさいけれど、夢はでっかく地球の謎なぞと怪かい奇きをかたっぱしから解明していく大だい冒ぼう険けん家かになることよ！　いえ、地球だけでなくいずれは宇宙をも探検してみせるわ！　人類の歴史に名を留とどめることになるわたしと幼なじみになれるだなんて、君は幸運ね！」


「……『大冒険家』……？　『大』は必要なのか？」


「〝トレジャー・ハンター〟とルビを振ふってくれると嬉うれしいわ。探検のついでにお宝をざくざくゲットして億万長者になる予定だから。ちなみに好きな動物は猫ねこ、好きな妖よう怪かいは河童かつぱ、そして好物はパスタ、とりわけペペロンチーノ」


「そうなんだ、なるほどね。それじゃ僕はそろそろ……」


「ふぅん。へぇ～。ねえねえ、光くんの髪って綺き麗れいね～!!　まるでクリスタル・スカルみたいな輝かがやきだわ！」


「こら、馴なれ馴れしく触さわるなよ！　好こう奇き心しん旺おう盛せいすぎだろっ！」


「お日様に当たったらキラキラ光ってもっと綺麗に見えるんじゃない？　ちょっと実験させて！　いいでしょっ？　いいわよねっ？」


「……僕の髪は綺麗じゃないよ別に。僕にかまわないでくれよ」


「かわいくない態度ね。どうしてこの紫さまが懐なついてあげてるのに、喜ばないのよ？」


「どうしてって……僕はただ、友達を作らない主義なんだ」


「あーそういうことね。背せ伸のびして大人っぽいクールキャラを貫つらぬいてるってやつね。ガキのくせに男の子ってほんとに馬鹿よね～」


「どや顔すんなっ！」


「それじゃ、友達はおいておいて。今日から光くんの妹になってあげてもいいわよ！」


「妹も作らない主義なんだよっ」


「年下キャラに興味ないのね。じゃあ、お姉さんでもいいわよ？」


「それは明らかに無理がある設定だろっ？　こら、だから僕の髪に触るな！」


「この髪の毛、触り心ごこ地ちいいわね！　さらさらで、ほんとに綺麗ね♪」


「僕は犬じゃないぞ、頭を撫なでるなよ！　蹴けり飛ばすぞっ」


「このマンションの二十三階に、子供のお遊ゆう戯ぎ室があるんだって。遊びに行こ！」


「ぜんぜん聞いてない……僕は行かないよ。あそこには会いたくない連中がいるんだ」


「平気だって。わたしがやっつけてあげるわ！　こう見えてもわたし強いのよ！　将来、世界各地を飛び回る大冒険家になる予定でしょ。だから今から鍛きたえてるのっ！」


　髪の毛に触ふれさせまいと紫の手首を摑んだとたんに、光の身体はくるりと一回転して床ゆかの上に押しつけられていた。


「え、えええええ～？　何だよ、これっ？　漫まん画がじゃあるまいしっ？」


「弱っちぃなあ、光くんはぁ♪　これは『合気道』の技わざよ、知ってる？」


「知らない！　わかったから腕うでを放してっ！　み、密着しすぎ……へくちゅんっ！」


「おお。光くんが、くしゃみした。友達いないはずなのに、誰に噂うわさされているのかしら。きっと敵がみんなで光くんをボコる計画を立ててるのね……光くん、かわいそう……」


「勝手に妄もう想そうして勝手に涙なみだぐむなっ！　抱だきつくな！　平らだけど、当たってる！」


　なんてかっこ悪い出会いの記き憶おくなんだ……と光は思った。


（この後、結局、僕はなんだかんだと理り屈くつをこねて紫についていかなかった）


　で、その直後に方向音おん痴ちの紫がマンションの中で迷子になって大泣きするんだけど。


　一階エントランスのフロントまで紫を迎むかえに行ったのは、この僕だった。


　気になって紫のあとを追っていたせいで、桐子さんよりも先に僕が紫のもとへ到とう達たつしてしまったのだ。


　あの瞬間から、僕は「迷子の紫を迎えに行くキャラ」というスタンスを確立してしまったんだ。


（……紫の迷子癖ぐせはギネスブック級のひどさで、行動力がアップするほどに迷子のスケールも大きくなっていった。「北海道に行く」と言い残して四国の山の中を彷徨さまよっていたこともあったっけ……あれはやばかった。もう少しで紫は遭そう難なんしたまま死ぬところだった……四国にまで出張させられた僕は、理り不ふ尽じんにもあの約束をさせられたんだよな……）


　約束に至った記憶は、定さだかではない。紫にむりやり約束させられたというあいまいな感情以外、なぜかどうしても思い出せない。


　あたかも、約束を交かわした前後の記憶だけをロックされているようだ。


　走馬燈なのに再生できないシーンがあるなんて妙みようだな、と光は思った。


　ただ、あの時に誓ちかった言葉だけは、はっきりと覚えている。





『いついかなるときでも、水みず原はら光は迷子になった朝日奈紫を捜さがしだして守ります』





　むりやりさせられた約束だけど、いったん交わした約束は守らなければいけない。


　光は思う。


　たしかに『約束』とは、『呪しゆ』だと。


　ずっとずっと、僕を縛しばり付けてきた。


　でも、紫との約束という『呪』がなければ、きっと僕はいまだに何者でもなかった。


　友達も作らず、誰だれとも話さず、今もずっと一人で生きていたに違ちがいない。


　一人きりの世界を生きる。それは究極の「心静かな人生」の完成かもしれない。


　だが、それでほんとうに僕は生きていると言えるのだろうか？


　僕に人間らしい時間と空間を与あたえてくれたのは、もしかしたら紫との約束だったのではないだろうか──。











　……


　……


　……


「う……」


　あれ……？


　光が瞼まぶたを開くと、いきなり目を真っ赤に充じゆう血けつさせた葵の顔が目の前に「ばんっ」と出現した。


（あれ？　葵さんだ。近くでまじまじと見ると……京人形みたいに整った綺麗な顔をしてるんだな……目が大きい……あと、胸も……お、大きいな……ああ。紫のつるぺたボディに慣らされた僕は女の子の胸に免めん疫えきがないんだ、苦手なんだ。まずい）


　鼻がむずむずしはじめたが、くしゃみをすると背中の傷口が開きそうだったので、光はけんめいに耐たえた。


　どうやら布ふ団とんの上に寝ねかされて、怪け我がの手当てをされていたらしい。


　起きようとしたが、傷が痛んで起き上がれない。


「光さん！　晴明さん、光さんが目を開きましたわっ！」


「悪運の強い奴やつめ。私の血を分けたのが効いたようだ」


　晴明が、光の視界に割り込んできた。


　晴明の狐きつね耳みみが、ぴこぴこと嬉うれしそうに跳はねている。


　意外なことに、晴明の目も赤く腫はれていた。いや晴明の瞳ひとみはもともと兎うさぎのように紅あかいのだが、下の瞼までが真っ赤になっている。


　右に葵、左に晴明。


　光は思った。純和風お嬢じようさまの葵と、異国人風の晴明とではまるでタイプが違うが、どちらも甲こう乙おつ付けがたい美少女であることは間違いない──しまった、僕はどうしてこんなギャルゲーの主人公みたいな紋もん切きり型のモノローグを語っているんだ。はずかしすぎる。


「犬股クン。感謝しろよ、私が式神ふぜいに血を分け与えるなどまずないことだぞ」


「何を言いますの。あなたの血を分けて光さんが助かる確率は一割もないと言っていたではありませんか！　なんという危険な真ま似ねを！」


「ふふ。まあ十中九までは、私の血が身体に合わずに息絶えるはずなのだがな。それは普ふ通つうの人間の場合だよ。光は私の忠実な式神だからな」


「いいえ。わたくしの手当てが効いたのですわ！」


「いや、私の血のおかげだ。よほどご主人さまの血が身体によく馴な染じんだのだろう」


「わたくしが手ずから光さんにおかゆや薬湯を差し上げたのがよかったのですわ」


「馬ば鹿かを言え。私の神聖な血と呪じゆ符ふの霊れい験げんあらたかというやつだ」


　うるさい。


　うるさい。


　うるさーい。


　傷が痛むから二人とも静かにして！　せめて僕の目の前で叫さけび合うのはやめてくれ、唾つばが飛んでくるから隣となりの部屋でやってくれ！


　光は二人にいろいろ言いたいことがあったが、


「……ありがとう……」


　興奮すると傷口にさわるので、最大公約数的な当たり障さわりのない台詞せりふを口にしていた。


（葵さんがかいがいしく手当てしてくれたとか、晴明が僕に自分の血を輸血してくれたとか、しかも助かる確率が一割未満だったとか、僕に無断でなんてことするんだとか、いろいろツッコミどころ満まん載さいだけど……今は黙だまっておこう。傷が癒いえてからでいいや……）


　身動きできない今、修しゆ羅ら場ばに巻き込まれたら文字通りの致ち命めい傷しようになりかねない。


　あと何日、僕はこうして寝ていなければいけないんだろう。


　光はため息をついた。


「今のお礼は、わたくしに言ってくださったのですわ！」


「なぜお前なのだ。命の恩人である私に言ったに決まっているだろう」


「そもそも鬼おにを退治したのは、わたくしの『破は魔まの弓』ですわよ！」


「矢に霊れい力りよくを封ふうじたのは私だ。だいいち犬股が身を挺ていして鬼の『気』を奪うばい取ったからこそ、あんなへろへろ矢が命中したのだ」


「まあまあ。なんという失礼なことを……って、光さんが鬼の『気』を奪い取ったとはどういうことですの晴明さん？」


　ほんとうだよ。僕もツッコミたいよ、と光は痛みにうんうん唸うなりながら思った。


「[image: ]屋道満がそう言っていただろう？　一条戻り橋の上であの鬼が犬股を握にぎり潰つぶそうとした時に私もやっと気づいたのだが、犬股は鬼に握られながらも鬼の『気』を吸い取っていたのだよ。犬股は実は驚おどろくべき能力を秘ひめていたのさ」


「ほんとうですの？」


「噓うそだと言いたいところだが、残念ながらほんとうだ……ちっ」


「まあまあ、さすがはわたくしの許婚いいなずけですわね！」


「ふん。火事場のなんとやらで、死にかけてやっと能力の一いつ端たんが偶ぐう然ぜん覚かく醒せいしただけだがな」


「これから光さんは、もっと強くなるということですのね？」


「そうだな。並の人間なら致ち死しの毒になるこの私の血を体内に入れても生き抜ぬいたのだからな、適性も才能も生命力も抜ばつ群ぐんだ」


「よくもそんなおそろしい真似を、許婚のわたくしの承しよう諾だくなしにやりましたわね……」


「ふん。私にもそれなりの勝算はあったさ。犬股とは『気』の波長が合っていたからな」


「ほんとうですの？　すっかり涙目で震ふるえながら血を分けていましたわよ」


「な、泣いてない！　なぜこの私が式神ごときにっ」


「でもこの傷では、光さんはあと三ヶ月は起きられませんわね……」


「私の血を受け入れたのだ。犬股の身体からだは、並の人間よりもはるかに回復力が速くなっている。傷口などすぐにふさがる。三日で起きられるさ」


「まあまあ。すべてはわたくしのかいがいしい看病のたまものですわね！」


「私の血の力だっ！」


　……


　三日、か。


　長いようで短いような……紫、待ってろ……とつぶやきながら、光は再び眠ねむりに落ちていた。


　葵と晴明に同時にわしゃわしゃと頭を撫なでられている、そんな幻げん覚かくを見ながら。





　　　　[image: ]





　光が起き上がれるようになるまで、三日もかからなかった。


　晴明の読みよりも早く、意識を回復した翌日にはもう立ち上がって庭園に降り、駆かけ回ることすらできるほどに回復したのだ。


　荒あれ放題だった庭園は、左大臣家の家来たちによってすっかり綺き麗れいに手入れされていた。


「呆あきれるな、キミの無む駄だな頑がん丈じようさには。まさに犬並みだ」


　あまりにも光の回復が早いので、縁えん側がわに座った晴明が口をぽかんと開けている。


　今の光は、なぜか全身に力が漲みなぎっているらしい。


　飛んだり跳ねたりして無駄に全身を動かし、回復具合を確かめている。


「うーん、全開だ。以前より体力がついた気がするよ」


「もう少し寝ていてほしかったのだがなぁ、私は」


「どうしてっ？」


「寝ているほうがキミはかわいげがある。口を開いたら愚おろか者すぎて台なしだ」


「なんだよそれ」


　僕の枕まくら元もとで晴明が泣いていたように見えたのは熱にうなされて見た幻覚だったんだな、と光はやっと納なつ得とくした。


「でも、これも晴明と葵さんのおかげだね」


「断言するが、葵はものの役に立っていないぞ」


「晴明の血が僕の身体に流れているなんて、なんだか妙な気分だなあ」


「ふふ。タダで済むはずがなかろう。もうすぐキミの頭から狐耳が生えてくるぞ」


「そうなのか。犬の耳のほうが僕には似合うと思うんだけど」


「……噓だ。少しは怖こわがれ！」


「どうして？」


「どうしてって……獣けもの耳みみを生やすということは、人外の化生になるということだぞ？」


「もう晴明の狐耳を見慣れちゃったから、何とも思わないな」


「ふう。キミはほんとうに愚か者だなあ」


「思春期特有の流は行やり病やまいを克こく服ふくしたクールなキャラだと言ってもらいたいね」


「キミの言葉はさっぱり意味不明な時があるな」


「お澄すまし顔してるけど、狐耳がぱたぱたと動いてるよ晴明」


　ぶん。


　光の顔面めがけて、ギヤマンの瓶びんが飛んできた。


　晴明が無言で放ほうり投げてきたのだ。


　光はその瓶を、ひらり、と軽くかわした。


「……いつもより素す早ばやくかわせた気がする。これも晴明の血の力なのだろうか？　はっ、僕としたことが、さぶいぼが出るようなうすら寒い台詞を吐はいてしまった！」


「キミはだんだん鬱うつ陶とうしい奴になってきたな」


「徹てつ頭とう徹てつ尾び噓吐つきキャラの晴明よりは僕のほうがまだ愛され系だよ」


「いいか犬股。キミの身体は多少回復力が早くなっただけで、不老不死になったわけではないぞ？　致命傷を負えばあっさり死ぬぞ、慢まん心しんするな」


「わかってるよ。でも、これでやっと紫を迎むかえに行けるね」


「まあ待て」


「待たない。[image: ]屋道満とかいう晴明の敵が紫を人ひと質じちにしてるんだろ？　急がないと」


「急ぐな」


「急ぐよっ！」


　晴明が、ぴょん、と飛び跳ねて庭園に降りてきた。


　手にセーマンの五ご芒ぼう星せいが描えがかれた呪符を持っている。


「紫はわれらをおびき寄せるための餌えさだ。道満は、罠わなを張って待ち構えているのさ」


「む……そうなのか。でもだからって、このまま迎えに行かないわけには」


「今、道満の隠かくれ家を探している。その間にキミは式神として陰おん陽みよう道どうの修しゆ業ぎようをしなければならない」


　手にした呪符をひらひらと風にそよがせながら、晴明がくるくると光の周囲をまわった。


「修業を？　僕が？　ホワイなぜに？」


「いいかね。この安あ倍べの晴明と[image: ]屋道満の陰陽師としての力は、ほぼ互ご角かくだ。もちろんこの私のほうが道満を上回っているがな」


「二人の力は完全に互角だってことですね。わかります」


　どん！　と晴明の踵かかとに爪つま先さきを踏ふまれた。不意打ちだったのでこんどはかわせなかった。


「痛いなあもう！　図星だからって逆上するなよ！」


「いいかい。遭そう遇ぐう戦せんなら五分と五分だが、道満の罠の中に飛び込むということになれば私は著いちじるしく不利になるのさ。ここまではわかるかな犬股クン」


「地形効果が道満にプラスに働くということですね。わかります」


「陰陽師が召しよう喚かんする式神は基本的に一いつ対つい。すなわちキミと紫は式神としては二人で一人。私のもとにキミと紫が揃そろったら両者の戦力に大きな差がつく。道満はそう考えている」


　僕と紫にそんなマジカル・ミステリー・パワーなんてあるはずないよと光がクールにツッコんだが、英単語三連発では晴明には通じない。晴明は軽く聞き流した。


「ゆえに道満は紫を決して自分の手て許もとから放さない。蜘く蛛ものように罠を張って、われらを待ち構える持久戦を採る」


「断言していいの？」


「長い腐くされ縁えんだ、あいつの浅はかな考えぐらい読める」


「道満は紫に危害を加えない？」


「いつまでかはわからぬが、餌としての価値がある間は」


「逆に言えば、僕と晴明が敗れれば価値がなくなるということか……」


「まあ、そういうことさ」


「そうだ！　晴明がものすごく強力な式神を召喚すればいいんじゃないの？」


「式神の多数同時召喚か。私ほどの陰陽師になればたやすいが……当分は召喚できない」


「どうしてさ？」


「キミと紫を召喚するのに多大な力を使った上に、キミに血を分けたせいで私の霊力は著しく弱まっている。今、道満と一対一で戦えば勝てないだろうな」


「ええっ？　それって、とんでもなく不利じゃないか！」


「案ずるな。毎日、稲いな荷り寿ず司しを食べれば少しずつ回復する」


　晴明にとってはポーションの代わりが稲荷寿司なんだな、と光は思った。


「でももし今、道満がこの屋や敷しきに攻せめて来たら……」


「この屋敷はだいじょうぶさ。罠を張り巡めぐらせた屋敷だからな。物の怪けが襲しゆう撃げきしてきても屋敷が守ってくれるさ」


「むう。ほんとうかなあ？　また僕を騙だましてない？」


「そこでだ、犬股クン。紫を奪い返すために、キミに覚かく醒せいしてもらう必要があるのだよ」


　晴明は「見ろ」と青空を指さした。


　平安京の空は、澄みきっている。


　スモッグも黄こう砂さも花粉症しようもなにもない。まさに清純そのものといえる。


　しかし、現代の世界には決して存在しないモノが、その青空に一筋、交じっていた。


「私の狐きつね耳みみを見るほどのキミだ。あの筋が見えるだろう」


「飛行機雲がこの時代にあるはずがないし……あれは何だい？　晴明」


「うむ。あれはな、少し言いにくいが……天あま翔かける龍りゆうが垂れ流した──排はい泄せつ物ぶつだ」


「ええっ？」


「人間にとっては強きよう烈れつな毒だ。触ふれてしまうと、一週間は寝ね込こむことになる。キミは鼻が利きくから、接近して臭においを嗅かいだだけでぶっ倒たおれるだろうな。用心するのだぞ」


「わかったよ。人類文明に汚お染せんされていない大自然にも、また別種の汚染があるんだなぁ」


「というのはもちろん噓だ」


「僕の排泄物に浸ひたした綿棒でその落ち着きのない狐耳をぐりぐりほじってきみが笑い死にするまで責め続けるぞ！」


　待て！　だんだん凶きよう悪あくになってきているぞキミのツッコミは！　と晴明が身を翻ひるがえして光が繰くり出した渾こん身しんのタックルを避よけた。


　光は縁側に額ひたいをぶつけて、悶もん絶ぜつした。


「犬股クン。あの一筋の雲のように見えるものは、『気』の通り道だ」


「『気』の？」


「『龍脈』と呼ぶ。常人には見えない。霊れい力りよくに優すぐれた者だけが見ることができる。空だけでない。大地にも、水の流れにも、人間や物の怪の身体からだにも、『龍脈』は存在する。簡単に言えば、『気』が往来する通り道さ」


「……こんどこそ信用していいんだよね？」


「うむ。キミは私よりもはるかに感覚が鋭えい敏びんだ。経験を積めば『龍脈』の流れを自在に見切ることができるはずだ。さらに……」


「さらに？」


　晴明は、呪じゆ符ふを細長い舌でぺろぺろと舐なめはじめた。


「晴明。呪符の糊のりが美お味いしいのかもしれないけれど、はしたないよ？」


「糊など味わっていない！」


「じゃあどうして呪符を舐めるんだよ」


「わが唾だ液えきをつけることで、呪符に霊力を注入しているのさ」


「どことなく淫いん靡びな方法だなあ……」


「犬股。どうやらキミは『空』の属性持ちらしい」


　ぱちん！


　いきなりだった。


　何も悪いことをしていないのに、晴明は「お仕置き」の呪符を光の額に貼はり付けてきた。


　電撃が光の全身を襲おそった。


「ちょ!?　いきなり何するんだよっ？　痛い痛い痛い、焦こげる焼ける痺しびれるっ!!」


「五種類の属性の話はすでにしたな、犬股クン」


「晴明、なんてことをするんだあああっ！　いててててっ、ダメだ、はがれないっ！」


　光はそのまま転てん倒とうして、身体を痙けい攣れんさせた。


「万ばん物ぶつは『気』から生み出されるが、それぞれ『木・火・土・金・水』という五種類の属性のいずれかを持って生じてくる。これらの属性は互たがいに得手不得手を持っている。私と道満の決着がつかないのも、五種類の属性の中に『無敵』『最強』が存在しないからさ。いかなる属性の式神や物の怪や術を繰り出そうが、じゃんけんのように堂々巡めぐりになってしまう」


「このままじゃ僕の属性が『ケシズミ』になっちゃうだろっ！　はがしてくれ晴明！」


「しかしこの世界にはもう一つ、幻まぼろしとされる属性がある。いや、あると考えられている。誰だれも見たことはないがな。それが『空』の属性さ」


　五芒星の紋もん章しようをよく見ろ。五芒星は五つの属性を頂点に持つ五つの三角形と、もう一つ、中央にある五角形、実はこの六個の図形から成り立っている。この中央の五角形こそが幻の『空』の属性を示していると陰陽道では古来密ひそかに言い伝えられてきた──と晴明が淡たん々たんと語った。


「ないよないない、そんなはずかしい俺さま属性っ!!　早くはがしてくれ!!」


「『空』の属性を持つものには特とく殊しゆな能力が眠ねむっているという。そのうちの一つが、掌てのひらから相手の『気』を吸収する能力。『龍りゆう穴けつ結界』だ」


「これはまた、中二マインド全開なネーミングだな！　英語のルビを振ふれば完かん璧ぺきだ！」


「『龍穴結界』は、自らの掌を『気』を吸い込む『龍穴』と化し、相手の『龍脈』より『気』を吸収する能力。相手の属性による得手不得手がない。相手の『龍脈』を見切り、かつ『龍脈』に掌で直接触れなければならないが、発動すれば無敵の能力だ」


「そんなチートな能力を自分が使えると信じられるほど、僕は子供じゃないんだよ」


「キミはその『龍穴結界』の能力を持っている。鼻が利いて物の怪を素す早ばやく感知できるのは、キミが『気』の流れ、すなわち『龍脈』を正確に『見る』ことができるからさ」


　晴明はゴロゴロと転がって苦しむ光を見下ろしながら淡々と話し続けるが、全身を感電させられている光はそれどころではない。


「キミは一条戻り橋で自分を摑つかんできた鬼おにの手に流れる『龍脈』を見切って『気』を吸い取り、鬼を戦せん闘とう不能に追い込んだのさ。それが『龍穴結界』という能力だ」


「噓うそだ！　またもっともらしい作り話を……晴明にならともかく、僕にそんな俺ＴＵＥＥＥＥ能力が眠ってるわけないだろっ！　いててててっ！」


「やみくもに掌で触れても『気』は吸収できぬぞ。まずは『龍脈』を見切れ」


　無理無理無理無理……と光は抗こう議ぎする。


「死にたくなければ額に貼られた呪符に流れている細い『龍脈』を見つけろ。そして私が呪符に注入した『気』を早く吸い取ってしまうことだな」


「できないってば！　そんな設定、穴だらけだよ！　吸収した『気』はどこへ消えるんだ？　『エネルギー保存の法則』を無視するなよ！　あああ、このままでは僕のストレートヘアがアフロになってしまう！」


「鬼に襲われた時は偶ぐう然ぜんだが、できたのだ。死ぬ気になればできるはずだ」


「仮にその話がほんとうだとして、もうちょっとマシな修業方法はないのかっ？　これじゃあ覚醒する前に死んじゃうだろっ！」


　ぴょん、と晴明の狐耳が跳はねた。


「……あるけれど、このやり方がいちばん面おも白しろいからな」


「せーいーめーいーっ！　覚えてろ、ギギギギギ！」


　光の表情が、修しゆ羅らになった。


　光は思った。血を分けてくれてまで命を救ってくれてありがとう晴明！　なんて言わなくてよかった。ほんとうによかった。


「どうもキミは余計な雑念が多すぎる。無心になれ。そのような雑念はすべてキミの能力を覚醒させる際に邪じや魔まになるだけだ。もっと集中しろ」


「雑念？　幼児的全能感から脱だつ出しゆつするためのクールな青少年的自意識と言ってほしいねっ！　僕は自分の分というものをわきまえているんだ！　いて、いて、いて！」


「はあ。『自分にはできない』という『言葉』もまた『呪』なのだぞ、犬股クン。しかも自分で自分の能力に限界を設けるという、無益で厄やつ介かいな『呪』だ。なぜだか知らぬが、キミはどうも自分を過小評価する悪あく癖へきがあるようだなあ」


「僕は自意識を発達させた現代人だからね、慎つつしみ深ぶかいんだよっ！　早く呪符を外してくれ、ほんとうに死ぬ！」


「紫を奪うばい返すためには、キミが覚醒するしかない。『できない』という言葉は捨てろ。余計なことは何も考えるな。心を『空』にしろ」


「だから、できないんだ！」


「どうしてだ犬股？　頑がん固こすぎるぞ！」


「下手な洒しや落れ言ってる場合か！」


「偶然だ。私は駄だ洒落など言わないぞ。噓は吐つくが」


「できない！　できない！　僕にはできないっ！　そんな特別な能力なんて、僕にはないんだよ！　僕は年相応に無力でちょっと自意識過か剰じようなだけの普ふ通つうの高校生なんだ！」


「……おい犬股。ほんとうに死んでしまうぞ。キミはどうして……」


　すぱんっ！


　光の心臓が止まる寸前に、額の呪符は薙なぎ払はらわれていた。


　晴明がはがすよりも早く。


　縁えん側がわに仁に王おう立だちして『破魔の弓』を構えていた葵が、矢を撃うって紙かみ一ひと重えの見切りで光の額から呪符だけを跳ね飛ばしていた。


　葵は、晴明に激げき怒どしているらしい。


「晴明さん！　わたくしの許婚いいなずけになんて真ま似ねを！　犬を調教するかのように光さんを扱あつかわないでくださいませ！」


「調教とは無ぶ粋すいな。修しゆ業ぎようと呼べ」


「こんな無茶な修業をさせられたら、光さんが死んでしまいますわ！」


「ふん。一度は死んだも同然だったではないか。二度死んでも同じことさ」


「晴明さん、あなたという人は～！」


　突つっ伏ぷしたまま動けない光の身体を、庭園に降りてきた葵は肩かたからかついだ。


　弓矢の鍛たん錬れんを欠かさないせいか、細身なのに意外と力がある。


「光さん、このような無茶な修業はおやめになって。寝しん室しつに帰りますわよ」


　葵はそうささやきながら、熱を帯びた光の額に水で濡ぬらした手ぬぐいを当てた。


　光はかろうじて助かった。今はただただ、葵がありがたかった。


「うう……ありがとう、葵さん。鬼に襲われて以来、ずいぶん優やさしくしてくれるね」


　ぷい、と葵が顔をそむけて光の視線から目をそらした。


「わ、わたくしは、あ、あなたの許婚ですもの。こ、これくらいは当然ですわ」


「その設定、まだ生きてたのか……葵さんも気が進まないことだし、破談にしようよ？」


「ええっ？」


　葵が大きな目をうるうると潤うるませて、首をぶんぶんぶんと激しく横方向にスイングさせた。


　ごん、と光の額に鋭するどい頭ず突きが入った。


「ぶはっ！」


「いいえ、いいえ！　破談など、わたくし絶対に認めません！」


「ええっ？　どうして？　世間体ていのために流されて結けつ婚こんするなんて、流は行やらないよ」


「わたくしは、自分の意志であなたの妻になると決めましたの！　晴明さんの式神にされて犬みたいな扱いを受けている哀あわれなあなたを見捨ててはおけませんもの！」


「あ、いや……それは……その……あの」


「わたくしは誇ほこり高き左大臣家の姫ひめですのよ。一条戻り橋でわたくしをかばってくださったあなたを裏切るような真似はいたしませんわ！」


「あれは……そもそも僕が葵さんを蹴けり飛ばしたからあんなことになったわけで、僕はただ自分がやらかした失敗の責任を取ろうと」


　光がけんめいに真相を語ろうとするが、葵は瞳ひとみを輝かがやかせて世よ迷まいごとを口走る。どうやら葵の心の中で、オンにしてはならないスイッチが入ってしまったらしい。


「許婚を守るために命を捨ててくださった光さんの姿に、わたくし感動いたしましたわ。この方は見た目はいまいちですし言動もあやしげだけども、わたくしを生しよう涯がい守ってくださる殿との方がただと確信いたしましたのっ！」


「……葵さん……そんな……簡単にデレすぎだよ。ツンデレお嬢じようさまキャラなんだから、もう少し粘ねばってくれよ……」


「さあさあ。寝室に行きましょうね。わたくしが手取り足取り介かい抱ほうしてさしあげますわ」


「いや僕は別に、そこまでしてもらわなくても」


「もうすぐ夫婦になるわけですし、二人の間に秘密は要いりませんわ。なにもはずかしがることはありませんわよ♪」


「こここ困るよっ！　むむむ紫に知られたら修羅場だよっ!?」


「まあまあ、照れていらっしゃるのね。子供のようにかわいいお方ですわ♪」


　ぶん。


　またしてもギヤマンの瓶びんが、光の顔面に飛んできた。


　ゴン。


　葵に抱だきつかれていた光はこんどはよけられず、瓶の直ちよく撃げきを受けて鼻から赤い血ち潮しおを「ぶはっ」と飛ばした。


「まあ。何をしますの、晴明さん？」


「……葵。私の式神から離はなれろ！　気安く寝室に連れ去るでない！」


「だって許婚ですもの。一つの布ふ団とんで寝ねてもわたくしはいっこうに構いませんわよ。た、多少ははずかしいですけど……許婚ですものね」


「その犬の飼い主は私だぞ。勝手に手を出されては困るな、この女め狐ぎつねめ！」


「まあまあ。女狐だと噂うわさされているのは晴明さんのほうではないですか。光さんはわたくしの大切な許婚ですわ！」


「いいや、私の式神だ！」


「わたくしの旦だん那なさまですわっ」


「私がその男のご主人さまだぞっ」


　葵と晴明が、取っ組み合いのケンカをはじめた。


　光はその間、芝しば生ふの上にひっくりかえされて倒たおれたまま。


　まだ身体からだが痺しびれていて、動けなかった。


　何度も、揉もみ合う二人の足に踏ふみつけられた。


「犬股、邪魔だ！　どいてろっ」


「光さん、この女を黙だまらせるまで寝室でお待ちになっていて！」


「……二人とも……僕のためにケンカはやめてくれよ……ははは……って、聞いてないんだね晴明も葵さんも……むぎゅっ」


　僕はいつになれば紫を道満から奪い返せるんだろうか。身内同士でこんな見苦しい修羅場が展開していて、それを止める力すらないというのに。


　摑み合って暴れ回る晴明と葵に代わる代わる身体を踏みつけられながら、光は己おのれの無力をつくづく嘆なげいた。


　こんな凡ぼん庸ようなライトノベルの一シーンみたいな修羅場に巻き込まれたからって内心こそばゆい思いをして喜ぶ僕じゃないぞ。地面に仰あお向むけに寝ていると晴明と葵さんの着物の中が丸見えになっていて覗のぞき放題だからって発情してくしゃみを連発したりはしないぞ。これは悪夢だ。悪夢なんだ。きっと全部夢だ。僕はほんとうは今、紫と一いつ緒しよにあの神社の祠ほこらで静かに昼寝をしているんだ。


（って、今さら現実逃とう避ひしている場合じゃないな。ああ紫、こんな煩ぼん悩のうまみれの僕だけど頼たのむから怒おこらないでくれ。約束は守る。守るとも。居場所を突き止めたら、すぐに迎むかえに行くから……！）





　　　　[image: ]
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　紫は鞍くら馬ま山やまの魔王殿でんに閉じ込められたまま、数日を過ごした。


　目には見えないが魔王殿の四方に道満の結界が張られていて、一歩も建物の外に出ることができない。


　山やま伏ぶしに扮ふんした鶏にわとりぐらいのサイズの烏からす天てん狗ぐたちが食べ物や飲み物を差し入れてくれるので、人ひと質じちにされている辛つらさはないが、麝じや香こうの香かおりが光の嗅きゆう覚かくを妨さまたげている。「光くんともう会えないかも」と思うと不安になってくる。それ以前に、光が今どこでどうしているのかもわからない。光の安否が心配だった。


　道満が一条戻り橋で晴明を襲しゆう撃げきした時、鬼おにが光に重傷を負わせたことを、紫はまだ知らされていない。だが、なんとなく感じられるのだ。光が危機的な状じよう況きようにあることを。


　お供のねこたまが毎日やっきになって結界を破ろうと奮ふん闘とう努力したが、結果はことごとく失敗だった。身体が縮んでしまったためか、なかなか霊れい力りよくを発揮できないらしい。


「うう、面めん目ぼくないご主人さま。この上はこのねこたま、首をつって一足先にあの世に」


「ねえ、ねこたま。いろいろごちそうをもらったけど、ぶぶ漬づけが出てこないわね。まだ帰れないってことよね」


「はあ……ぶぶ漬けが出れば帰れるのですか、ご主人さま？」


「京都人の家を訪ねていって、ぶぶ漬けが出て来たら『帰れ』って意味なの」


「勉強になりました、ご主人さまは物知りですな！」


「光くん、だいじょうぶかな。わたしより厄介な事件に巻き込まれている気がするの」


「ご主人さまの光どのに対する直感は、あたかも赤い糸がお二人を結んでいるかのようですな」


「……だったらいいんだけど、すごく悪い予感がするの。いろんな意味で」


　動物好きの紫は道満の手下となって働いている烏天狗たちとも「きゃああ、かわいい！　烏が山伏さんのコスプレしてる！」という第一声で仲良くなったので、人質生活をしているはずなのに日に日に出される食事は豪ごう華かになっていた。


　だが、ぶぶ漬けだけはなかなか出てこない。


　光の身に二重の意味で危険が迫せまっているという確信が紫にはあった。


　一つは生命の危機、もう一つは──浮うわ気きルートである。


　不安は、日を追うごとに大きくなっていった。





　そんなある日の夜。


　魔王殿の床ゆかの上で烏天狗たちが敷しいてくれた藁わらに埋うもれて眠ねむっていた紫は、建物の外にある広場で複数の人間が話している声を聞いて目を覚ました。


　一人は、[image: ]屋道満。


　聞き慣れたあの幼女の、憂ゆう鬱うつそうなけだるい声だった。


　もう一人は、知らない若い男の声。


（誰だれかしら？　烏天狗の声じゃないわ。人間の男の声……）


　紫は、扉とびらの隙すき間まからこっそりと外を覗いた。


　しかし外は真っ暗で、道満と話している男は影かげのようにおぼろに見えた。


『わたし、待っているのは苦手なのよね。晴明の屋や敷しきに乗り込みたいわ』


『あそこは死地だ。お前に今倒れられては、われらの計画は頓とん挫ざする』


『でも、ここも晴明にとっては死地よ。このままでは千日手だわ』


『俺が宮中にそれとなく噂を流しておこう』


『そんな見え見えの手に乗って、あの女狐がのこのこ来るかしら』


『式神の片割れは貴重な「空」の属性持ちなのだろう。ならばもう一体の式神も……』


『奪だつ回かいしようとするはずね。でも晴明はそう簡単に罠わなにかかるような女じゃないわよ』


　安倍晴明ちゃんを敵と定めている二人が作戦会議しているんだわ、と紫は気づいた。


　しかし、道満と話している男はいったい誰なのだろう？


　せめて顔だけでも見えれば……と紫は目をこらすが、やはり見えない。


『道満。お前が人質にとった娘むすめも、「空」の属性持ちだ。強大な力があるはずだ』


『そうかしら？　あいつは、ただのお子さまよ？』


『片割れの少年と同様、死の危機に瀕ひんするような目に遭あえば覚かく醒せいするかもしれぬ。覚醒すれば晴明を倒す手て駒ごまとして使える』


『……気が乗らないわ。あんな子供の力を借りなくても、晴明はわたしがこの手で殺すわ』


『しかし道満、相手は晴明だぞ。しかも「空」の式神を従えている』


『覚醒させようとして死なせてしまったら、元も子もなくなるでしょう』


『ふん。[image: ]屋道満も子供には弱いか。そのような甘さを残していては、朝ちよう廷ていに勝てんぞ』


『うるさいわね、そんなんじゃないわよ。あなたは宮中にせっせと噂を流しておきなさい』


『一週間だけ待つ。一週間経たっても晴明が現れない場合は、どんな手段を使ってでも娘を覚醒させろ』


『じゃあ、一週間後に魔ま王おうに捧ささげる贄にえにするわ。でもあの子、死ぬかもしれないわよ』


『噂は流す。それでも来なかった時は、来なかった晴明の責任さ。そうだろう』


　……


　……


　紫が聞き取れた会話は、そこまでだった。


「ねえ、ねこたま……人質って、わたしのことよね。式神って、わたしと光くんのこと？　もしかして光くんは安倍晴明ちゃんのもとにいるのかな？」


「そのようですな。どうやら[image: ]屋道満と正体不明の『なにがしの男』は、ご主人さまを人質にとってこの鞍馬山で安倍晴明どのを待ち受けているようです」


「光くんは無事なの？　『死の危機に瀕するような目に』なんて言ってたけど」


「ご無事のようです。だが晴明どのが罠に飛び込んでこないので、あの『なにがしの男』はしびれを切らした模様。道満はご主人さまを、魔王に捧げる贄にするようですぞ」


「贄って？　わたし、あと一週間で死んじゃうの？　もう光くんには会えないの？」


「いえいえ、必ず来てくれますぞ。噂を流すと言っておりましたからな」


「でも。光くんがここへ乗り込んで来たら、返り討うちにあって殺されちゃうんじゃない？　だったら、来てくれないほうがまだ……」


「なんと気弱なことを。ご主人さま」


「……ダメだわ。噂を聞いた光くんはここに来てしまう。だってわたし、『いついかなるときでも、光は迷子になった紫を捜さがしだして守ります』って光くんに約束させちゃったの！　あの約束のせいで光くんが死んだら、わたし、どうすればいいの？　ねこたま……」


「ご主人さま……どうか、元気をお出しになってくださりませ」


　紫はしばらく顔を覆おおって無言のまま耐たえていたが、いつしか床の上に転がって眠りに落ちていた。次し第だいに、体力と気力の限界が近づいているらしい。


「ご主人さま。お風か邪ぜをひかれますぞ」


「……光くん……お母さん……寂さびしいよ……おうちに、帰りたいよ……」


「にゃんと。あの明るいご主人さまの頰ほおに、涙なみだの筋がいくつも……おいたわしや……しかし、これはたいへんなことになり申した！」


　ねこたまがちょこまかと魔王殿の室内を飛び回りながら、紫の小さな身体の上に藁をせっせと被かぶせた。


　黒陰おん陽みよう師じが魔王に捧げる贄の儀ぎ式しき──そのようなものが実際に行われたという話をねこたまは聞いたことがないが、ほんとうに儀式が行われれば──贄に捧げられる紫の身体は、文字通り八つ裂ざきにされてしまうであろう。


　ねこたまは紫のために祈いのった。


「ああ、せめてそれがしがこの結界の外に出られれば！　ご主人さまをお救いくだされ、晴明どの！　光どの！」












　第五話　噓吐き狐は召使いを守る




　光ひかるが陰陽道の修しゆ業ぎようを開始してから、数日が過ぎた。


　修業と言っても、毎日晴せい明めいが唾つばをつけた呪じゆ符ふを額ひたいに貼はられて「びりびりびり」とひたすら感電させられるだけで、児童虐ぎやく待たい、いや飼い犬虐待の疑いがもたれそうなスパルタ形式のものだったが。


　晴明の血を分けられたためか、光の身体からだは常人とは思えない回復力を発揮するようになっている。


　そのおかげで、何度呪符の力で半ば真っ黒焦こげにされてもしばらく倒たおれていると「ああ死ぬかと思ったよ」とボケながら光は立ち上がってしまう。


「今時のコント番組でこんな暴力的なネタをやったら苦情が殺さつ到とうするよ！」


　と光はクレームをつけまくったが、晴明は「本来なら何十年もかかる『龍りゆう穴けつ結界』の修業を短期間で完成させるにはこの方法しかないのさ」とどこ吹ふく風。


　これはまさに、電撃の輪りん廻ね転生。


　魂たましいの光こう芒ぼう流る転てん。


　肉体の七転八ばつ倒とう。


　その日も、「いいかげんになさいまし」と目をつりあげている葵あおいが見守る前で、夜よる遅おそくまで晴明の屋敷の庭園で「電撃しごき教室」が絶賛開かい催さいされていた。


「急げ！　さっさと覚醒せぬか、この駄だ犬けんが！」


「どうしてそんなに巻きを入れるんだよ晴明。こんなスパルタ特訓、効率が悪すぎる！」


　何事も平常心で受け流そうとする光も、ついに音をあげた。


「何が『龍穴結界』だよ。僕がゾンビ並みに頑がん丈じようになったからって遊んでるだろ晴明！」


「ゾンビとは耳慣れぬ動物の名だな。キミの式神名は犬わん股こだぞ」


「そもそも僕は、万ばん物ぶつが『気』とかいうあやしげな未知のエネルギーでできているという陰陽道の根本理論を信じられないのさ。非科学的なペテンだよ。万物を構成している物質は『ウンウンオクチウム』その他の元素なんだぜ」


　このところ、せっかく覚えた『ウンウンオクチウム』という元素名を光は連呼していた。


「頑がん迷めいだな。キミの時代の学問と陰陽道とでは、現象を観察する際の見る角度が違うだけさ。『気』も元素も、呼び方は違えど、同じものを指している」


「そんなわけないだろ？」


「たとえば月だ」


「月？」


「月は夜ごと、『晦つごもり』、『三日月』、『上じよう弦げんの月』、『十三夜』、『待まつ宵よい月づき』、『望もち月づき』、『立ち待ち月』、『下か弦げんの月』、『新月』と様々な形に化けるだろう？」


「うん」


「だがほんとうは月の姿形が変化しているのではなく、観察する側と月との関係が変化しているだけさ。月自体はいつだって月なのだよ。そうだろう」


「むむ」


「キミの時代の科学とやらでは、月が毎晩姿形を変えているとでもいうのかい」


「むむむ。たしかに現代科学でも、晴明の言う通りだ……」


「だろう？　陰陽道では『気』を五つの属性に分けて観察するが、キミの時代の科学とやらでは１１８種類に細かく分類している。だが観察されているもの自体は同じなのさ」


「うーん。月と元素を一いつ緒しよにしてほしくないね。詭き弁べんの論法だよ」


「しょうがないなキミは。これだけ私の霊れい力りよくを呪符から浴びておきながら、まだ頭が拒きよ否ひするのか？　すべては紫むらさきを救出するためだぞ」


「晴明が不可思議な力を持っていることは認めるよ。ただ、少々ひねくれている点を除けばごく普ふ通つうの平へい凡ぼんな高校生にすぎない僕ごときに『龍穴結界』なんて大それた名前のチートスキルがあるとは……どうしても思えないんだ」


「……この私がキミを召しよう喚かんしたのだぞ。それだけで立派な証しよう拠こになるではないか」


「うん、まあそうなんだけどね。紫のために信じたいんだけど……どうしても信じ切れない。もしかして僕は必要以上に自意識過か剰じようなのかな……きっと知性的すぎるんだね」


「キミの心の奥で『呪』が引っかかって邪じや魔まをしているのかもしれんな」


「『呪』が、引っかかる？　難しい言い方するなよ晴明」


「『自分はこういう人間である、ここまではできるがそれ以上のことはできない』と自ら規定してしまうのも『呪』さ。人間はそれを『分別がつく』とか『大人になる』とも言うが」


「人は大人にならないとまずいだろう。分をわきまえないと、空を飛べると誤解して清きよ水みずの舞ぶ台たいから転落死したりするぞ」


「だが犬股クン。『呪』を操あやつる私は、清水の舞台から飛び降りても死なぬぞ？」


「むむむ」


　光は焦あせっている。どうしても『龍穴結界』の術を自分が習得できるとは思えない。


「晴明、紫の居場所はまだわからないの？　占うらなえば一発なんじゃないのか？」


「道どう満まんが霊力を使って妨ぼう害がいしている。占ってもわからないのさ」


「むむ、そうか……人海戦術しかないのか。足を使ってコツコツと捜そう査さするしか」


「晴明さん！　光さん！　そろそろ切り上げなさい。夕ゆう餉げをいただきますわよ！」


　晴明の屋や敷しきにすっかり居着いてしまった葵が、京料理のお膳ぜんを次々と居間に運び入れる。


　貴族の姫ひめたるもの、このような使用人のような真ま似ねは本来慎つつしむべきなのだが、葵は意外にもこういう家事全ぜん般ぱんを得意としているらしい。


　晴明と光もお膳の前に座って、夕餉のひとときがはじまった。


　ちなみに晴明のお盆ぼんには、通常の料理とは別メニューで稲いな荷り寿ず司しと油あぶら揚あげが山積みになっている。


「犬股。私のアワビを一口分けてやるぞ。ほら、芸をやれ。お手。ちんちん。お座り」


「光さん。これは、この葵が腕うでによりをかけて作った宇う治じ抹まつ茶ちや風味の茶ちや碗わん蒸むしですわよ。わたくしが食べさせてあげますから、感激していただきなさい」


「こら妖よう怪かい乳牛。犬股はアワビを食べるのだ」


「誰だれが妖怪乳牛ですのっ！　光さんは抹茶茶碗蒸しを食べるのですわっ！」


「どっちを食べるのだ犬股」


「選せん択たくを間違えれば、夕餉抜ぬきの罰ばつですわよ」


　ダメだ。僕はこの修しゆ羅ら場ばにだんだん馴な染じんできてしまっている……と光が脂あぶら汗あせを流して二人に挟はさまれていると。


　庭園に、見慣れた顔の少年が「やあやあ」と駆かけ込んできた。


　葵の兄、藤ふじ原わら中ちゆう将じようだ。


「あれ？　藤原くん？」


「お兄さま！　不調法ですわよ、きちんと玄げん関かんから来てくださいませ！」


「いやあ、急ぎの用だったのでな！　もう時間がないんだ！」


　藤原中将の隣となりには、和装の艶あでやかなうら若き美女が一人。


「お兄さま、また女遊びを……」


「違う違う。この人は帝みかどと兵ひよう部ぶ[image: ]きようの宮みやの妹ぎみ、藤ふじ壺つぼどのだよ！」


「ふう。どうやら間に合ったようです」


「──あっ!?」


　光は、思わず手にしていた箸はしを落としていた。


　桐きり子こさんに生き写しの女性だ！


　しかも桐子さんよりずっと若い。


（こんなに似た人が、現代と平安時代に偶ぐう然ぜん存在して、しかも僕とたまたま出会ったりするものだろうか？）


　藤壺の顔に見入っていると、葵と晴明に、左右から箸で目を突つつかれた。


「痛いよ、いきなり何するんだよっ」


「食事中に女人に見とれて箸を落とすとは、不調法ですわよ光さん」


「キミは犬のように見境がなさすぎる。少しは欲よく望ぼうを抑おさえろ」


「僕は犬なんだワン、溢あふれ出る欲望を抑えきれないんだワン。って違う！　誤解だ！」


「初めまして、源げん氏じの君。まあ、お美しい髪かみの毛の持ち主ですこと。噂うわさ通りの方ですわね」


　藤壺と呼ばれた美しい女性が、縁えん側がわに正座して光に一礼した。


　見れば見るほど、桐子さんに似ている。


　しかし、若い。女子大生くらいの年とし頃ごろだろうか。


　僕はマザコンじゃないマザコンじゃないマザコンじゃないと唱えれば唱えるほど、光はいよいよどぎまぎしてしまう。


「ふふふ。この人は年上好みの俺にとってはまさに理想の女性だ。こんな素す敵てきなお姉さんがいてくれたら俺は明日死んでも悔くいはない。どうだ源氏の君。一ひと目め惚ぼれしたか？」


　藤原中将が自じ慢まんげに笑っている。


　つられたように、藤壺もおっとりと微笑ほほえんだ。


「まあ。源氏の君には葵さんという許婚いいなずけがいるのに、困りましたね」


「いえ、その、ぼぼぼ僕の知っている人にあまりにも似ていたので取り乱しました」


「ふふ。紫ちゃんから聞いていますよ。私は紫ちゃんのお母さん・桐子さんに似ているそうですね。源氏の君は、桐子さんの命令にはなんでも従うとか」


「どうしてそれを!?　紫の居場所を知っているんですか？」


「源氏の君が、紫ちゃんから伺うかがっていた通りの誠実そうな殿との方がたでよかったですわ」


「紫はどこなんです」


「源氏の君。宮中で迷子になっていた紫ちゃんを、私とわが兄上・兵部[image: ]宮が偶然見つけたのです。それで紫ちゃんには兄上の屋敷に移っていただいたのです」


「じゃあ、僕と入れ違いになってたんですか！」


「そのようです。ご報告が遅おくれまして申し訳ありません、源氏の君」


「いえ。ありがとうございます、藤壺さん。これでやっと紫との約束を果たせます」


　光は「すぐに迎むかえに行きます！」と立ち上がろうとした。


「源氏の君。もう兄上の屋敷には紫ちゃんはいないのです」


「えっ？」


「[image: ]あし屋や道満という陰おん陽みよう師じが、紫ちゃんを攫さらってしまったのです。ほんの少し目を離はなしたすきに……あっという間でした。ほんとうに申し訳ありません、源氏の君」


「あ……そうでした！　そうだ、道満が紫を人ひと質じちにしているんだった！　僕としたことが完全に動どう揺ようしている。落ち着け、落ち着け、けは、は、はっくちゅんっ！」


「手を尽つくして捜さがしていたのですが、今日になってようやく居所がわかったのです」


「ああ、俺が口説いていた女官から噂を聞いたんだ。源氏の君。[image: ]屋道満は、京の北にそびえる鞍くら馬ま山やまにいる」


　と、藤原中将が自慢げに告げた。


「鞍馬山に行けばいいんだね。ありがとう藤原くん！」


「こら待て犬股。この話は都合が良すぎる。明らかに罠わなだぞ」


　右往左往している光の隣で、晴明は顔色一つ変えずに稲荷寿司をもぐもぐとほおばり続けていた。


「でも晴明」


「噂はそれだけじゃないんだ源氏の君」


「まだ続きがあるのかい、藤原くん」


「ああ。女官から聞いた話では、[image: ]屋道満は今こ宵よい丑うしの刻に、鞍馬山の魔王殿でんで魔王に贄にえを捧ささげる儀ぎ式しきを執とり行うらしい……」


　いつもご陽気な藤原中将が、この噂を口にした時ばかりは冷や汗あせを流して緊きん張ちようしていた。


「贄？　魔王？　これはまたいきなり空想科学少年っぷり全開だね藤原くん」


「源氏の君、冗じよう談だんごとじゃないぞ。紫という子を贄にするのだそうだ」


「なんだって？　贄ってまさか……」


「魔王にその子の心の臓と生き血を捧げるという、世にもおぞましい儀式らしい」


「最悪の展開だ！　って、待てよ？　晴明！」


　光は気づいた。


　晴明ともあろう者が、この噂を知らなかったはずがない、と。


　光にしか見えない晴明の狐きつね耳みみが、ふるふる、と震ふるえている。


　晴明はいわゆるポーカーフェイスだ。しかしいかに落ち着き払はらっていようとも、狐耳に感情が表れるのだ。


「こんな言い方してなんだけど、晴明はもしかして今夜の儀式のことを知っていたね？」


「いや、知らなかったぞ？」


　狐耳が、ぱたぱたと大きく揺ゆれ動いた。


「噓うそだね！　僕にはわかるんだよっ！　耳に綿棒突っ込むだけじゃ済まない話だぞ！　へくちゅん、へくちゅんっ！」


「こら、私の顔に唾つばをかけるな！」


「晴明は儀式の情報を摑つかんでいたんだ。だから修しゆ業ぎようを急いで僕をあれだけ追い込んでいたんだね！　それならそうと、もっと早く教えてくれればよかったのに！」


「教えていれば『龍りゆう穴けつ結界』を習得できたとでも言いたいのか、キミは？　かえって慌あわてふためいて心が千ち々ぢに乱れて、まるで修業にならなかったはずだぞ」


「そ、そんなことは、へくちゅんっ！　へくちゅんっ！」


「それ見ろ。哀あわれなほどに動揺しているではないか」


「教えてくれていれば、非科学的だろうがなんだろうが『龍穴結界』を覚えていたよ！」


「それは結果論さ。要はキミは今まで真ま面じ目めに修業していなかったということだろう？」


「まさか。真面目にやってたよ！」


「そうかな。よけいなおしゃべりばかりしていた気がするが」


「とにかく僕は鞍馬山へ行くよ！　丑の刻なら、まだ間に合うはずだ！」


　晴明はため息をついてかぶりを振ふった。


「今のキミが道満のねぐらへ足を踏ふみ入れても死ぬだけだぞ、愚おろか者が。機会を待て」


「紫が贄にされるんだぞ！」


「道満は紫を極限状態に追い込むことで、紫の体内に眠ねむる『空』の属性を覚かく醒せいさせようとしているのさ。キミの力が鬼おにに襲おそわれて覚醒したのと同じ理り屈くつだよ」


「でも死んでしまうかもしれないんだろう？　僕だって、鬼に襲われた時は危あやうく死にかけた！　晴明の血を分けてもらえなかったら、今いま頃ごろは」


「そうだなあ。紫が力に目覚めずに死んでしまうかどうかは、五分五分だな」


　もう、光は逡しゆん巡じゆんしなかった。


　今、光が選べる選せん択たく肢しは「紫を助けに行く」「紫を迎えに行く」「紫を連れ帰る」だ。


「晴明が一いつ緒しよに来てくれなくても、僕は一人でも行くぞ！　約束だからねっ！」


「また『約束』か。そんなものは『呪しゆ』だ。いつも言っているだろう」


　晴明もまた、一歩も退かない。


　すっ……と立ち上がると紅あかい瞳ひとみをぎらりと光らせて、光を睨にらみつける。


　葵も藤原中将も、固かた唾ずを呑のんで光と晴明の舌ぜつ戦せんを眺ながめている。


「僕を生かしてくれる『呪』のためなら……紫のためなら死んでも悔いはない！」


「軽々しく『死んでもいい』などと言うな。死ぬのはキミの勝手だが、今行っても紫を助けられるわけでもない。文字通りの犬死にだぞ」


「このまま紫を裏切って僕だけ生き延びたら、その後の人生はずっと悔いだらけだよ！」


「そういう後こう悔かいの記き憶おくもまた不必要な『呪』なのだ。永えい劫ごうに忘れる術はある」


　晴明が呪符を袂たもとから取りだしたが、光はその晴明の細い手首を固く握にぎりしめて放さない。


「術の使い手である私自身には使えないが、キミには有効だ」


「忘れる、だって？　僕はそんな術はいらないよ！」


「私とて最善を尽くしたのだぞ。だが残念ながらキミの修業は間に合わなかった。私自身の霊れい力りよくもまだ半分も回復していない」


「終わってない！　丑の刻までには時間がある！」


「時間切れだ。それが厳然たる現実さ。あきらめて現実を受け入れろ」


「イヤだ！　死んだって受け入れられないよ！」


「そうだろうな。キミはほんとうに愚ぐ直ちよくな男だ。だから私がその『守れなかった約束』という『呪』を忘れさせてやろうと言っている」


「晴明！」


　お兄さま、二人を止めないと！　と葵が藤原中将に視線で訴うつたえるが、藤原中将は晴明と光の口論を止めようとはしなかった。


　そして、激げつ昂こうした光は、わけがわからないままに感情にあかせて、言ってはならない言葉を口にしてしまっていた。





「……晴明に友達がいない理由がわかったよ」





　口にしてしまった瞬しゆん間かんに、「しまった。僕は何を言ってるんだ」と我に返った。


　だが、もう遅おそい。


『言葉』は、放たれてしまったのだ。


『言葉』を『呪』として駆く使しする陰陽師は、『言葉』という『呪』を誰だれよりも怖おそれる。


　並の人間よりもはるかに『言葉』を怖れている。


　晴明が自分の本心を容易に明かそうとしないのも、澄すまし顔と冷たい微び笑しようで自らの感情を押し隠かくしているのも、すべては『言葉』という諸もろ刃はの剣つるぎを操あやつる陰陽師ゆえなのだ。


　光は、晴明から遠まわしにそう聞かされていたはずだった。


　にもかかわらず、言ってはならない『言葉』を、晴明に向かって乱暴に投げつけた。


　全身から血の気がひいていくようないたたまれない感覚に光は襲われていた。


　いったい僕は何をしていたんだ。この悪夢のような時間を巻き戻もどしてくれ誰か。独りぼっちの辛つらさを知っているはずのこの僕が、晴明を傷つけるこんな暴言を吐はいてしまうだなんて──。


　晴明の表情は、まだ変わらない。


　しかし、晴明の狐耳がぶるぶると痙けい攣れんし、そしてぐったりと力なく萎しおれてしまうまで、さほど時間はかからなかった。


「いけない」


　それまで事態を静観していた藤壺が立ち上がり、光と晴明の間に割り込もうとした。


　しかし、晴明の精神はもう限界だった。


　それほどの『呪』を、心に刻まれたのだ。


　もう、感情を押し隠し続けることは、できなかった。


　紅い瞳に涙なみだを浮うかべて、大声で叫さけんでいた。





「もう勝手にしろ、この愚か者が！」














「光さん、そう落ち込まないでくださいまし。大将のあなたがそんな顔をなされていては、勝てる戦いくさも勝てませんわよ」


　京の北にそびえる鞍馬山までは、牛車で向かえば二時間以上かかる。












[image: ]








　一分一秒たりとも無む駄だにできない光は、馬を使った。


　とはいえ、乗馬経験がない光は馬には乗れない。


　葵が、馬を駆かった。


　馬を操る葵の腰こしに今、光は振り落とされないように遠えん慮りよがちに手を回している。


　二人乗りだ。


　今、光と葵を乗せた馬は鞍馬山へ連なる貴き船ぶね川沿いを北上している。


「僕としたことが、どうしてあんなひどい言葉を晴明に……」


「妹の紫ちゃんが生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわなんですもの、心が乱れて前後不覚になっていたのですわ。気にすることはないですわよ」


「それにしても。僕は取り返しのつかないことを」


「ご安心なさい光さん。あなたにはこの許婚いいなずけの葵がおりますわ！　左大臣家に伝わる『破は魔まの弓』で[image: ]屋道満を討うち果たしてご覧に入れますとも！」


　鞍馬山へ向かう光の供は、葵ただ一人だ。


　晴明はあの後、激げき怒どして屋や敷しきから出て行ってしまい、藤壺と藤原中将が大急ぎでその晴明を追いかけていった。


　光は、晴明はもう戻って来てくれないだろうとあきらめ、一人で鞍馬山へ行こうとしたのだ。


　だが晴明がいなくては、牛が繫つながれていない安倍家の牛車は動かせない。


　窮きゆうした光に救いの手をさしのべてくれたのが、颯さつ爽そうと愛馬に乗って『破魔の弓』を背負った葵だった。


　光は何度も「危険だよ」と止めたが、「わたくしがいなければ馬に乗れないあなたはそもそも鞍馬山に辿たどり着けませんわよ」と葵が頑がんとして譲ゆずらなかったので、ついに断り切れなくなった。


（葵さんを巻き込んでしまってはいけない）と遠慮しつつも、光が紫のもとに辿たどり着くには葵の力を借りる他はなかったのだ。


　それに、また口論になって葵まで傷つけてしまうことを、光は怖れていた。


　今の自分の精神状態は、普ふ通つうではない。紫の危機を前に、今まで経験したことがないほどに心が動どう揺ようしている。誰と話しても、破は滅めつ的な言葉を口にしてしまいそうだった。


　それに──。


「デレるの早すぎだろ」と冷やかしていたはずの葵が、


「わたくしはあなたの許婚ですわ。ともに死ぬ覚かく悟ごはできていますわよ」


　と毅き然ぜんとした態度で胸を張って宣言したその姿を見た時に、光は思い知らされたのだ。


　葵さんはただ口先だけで大人ぶっている僕なんかよりもはるかに大人だ……と。


　あまりにも眩まぶしくて、思わず目を逸そらしてしまうほどに。


　……あとは、いざ葵に危機が迫せまった時に自ら葵の盾たてとなり、再び『龍穴結界』の能力が発動する幸運が起きることを天に祈いのるのみだ。


　もう、そんな必殺技わざは思春期特有の妄もう想そうだから、などとはすに構えている場合ではない。


　紫を、そして葵を生かすためには、覚醒するしかないのだ。


（僕が死んだら、晴明は悲しむだろうか。それとも……）


　胸の奥がぎりぎりと痛む。


　晴明を傷つけた記憶こそ、忘れ去りたかった。


「見えてきましたわ！　あそこが鞍馬山ですの」


　険しい山道を馬で登りながら、葵が指をさした先に──。


　山頂へと連なる長い長い石段が、はるか上空まで伸のびていた。


　まるで天まで連なっているかのように、光の目には見えた。


「これが鞍馬山の裏口に当たる間道ですわ。人が登れぬほどの険しい悪路ですけど、ここを登れば一気に魔王殿でんの裏へ出られますの。奇き襲しゆう攻こう撃げきをするには守りが手て薄うすなこの間道を登るしかありませんわ」


「見張りはいなさそうだけど……途と中ちゆうで落ちたら無事じゃすまないね、葵さん。この馬で駆け上がれる？」


「もちろんですわ！　わたくしにお任せになって！」


　葵の馬術は、弓きゆう術じゆつに匹ひつ敵てきするほどに熟達していた。


　一気呵か成せいに、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを駆け上っていく。


　もう光には、迷いは許されない。


「登りきりましたわ！　あそこが魔王殿ですわよ！」


「小さな烏からす天てん狗ぐたちが無数にいる！　紫は……紫はどこだ!?」


「あの子ですわね！　広場の中央に引き出されていますわ！」


「紫だ！」


　魔王殿前の広場に、童女姿の紫がうとうとと半分眠ねむりながら体操座りしている。


　その紫の隣となりには、黒いコートを着た金きん髪ぱつの小こ柄がらな幼女──[image: ]屋道満だ、と光は直感した。


「気」だ。


　道満の小さな身体からだから放たれている黒い「気」が、光の全身を震ふるわせたのだ。


　道満が動員したのだろう。広場のいたるところに、烏天狗たちが飛び回っている。


　その数は、百羽わを優に超こえている。


　光は馬から飛び降りると、紫のもとへと駆けた。


　夜に弱い紫は、まだ座ったまま眠っている。


　ここに戦いの幕は、突とつ然ぜんに切って落とされた。


「[image: ]屋道満！　紫を返してもらうぞ！」


　道満が、にたり、と妖あやしげな笑えみを浮かべた。


「やっと来たわねぇ。あら、安あ倍べの晴明はどこ？」


「僕がお前の相手をする！」


「はあ？　晴明抜ぬきで来たの？　冗じよう談だんでしょう？」


「冗談かどうかはすぐにわかる！」


　晴明曰いわく──『龍りゆう穴けつ結界』は、相手の『気』の流れすなわち『龍脈』を見切り、その『龍脈』に掌てのひらで直接触ふれることで発動し、相手の『気』を吸収する能力。


　何をおいても、道満に直接触れられる距きよ離りまで接近しなければならなかった。


　しかも道満は、奪だつ還かんすべき紫のすぐそばに立っている。


　道満を倒たおさなければ、紫をこの腕うでに抱だき上げることはかなわない。


　頼たのむ、発動してくれ、『龍脈』よ見えてくれ、と光は祈りながら駆け続けた。


「烏天狗はわたくしに任せて、光さんは紫ちゃんを！」


　葵は馬で駆けながらけんめいに矢を放ち、光めがけて襲おそい来る烏天狗たちを撃うち落としていく。


　だが、葵はただ一人。


　烏天狗は三桁けたを数える大群。


　矢の嵐あらしをかいくぐった烏天狗たちが、次々と光の身体にくちばしで嚙かみついてきた。


　布が破れ、皮ひ膚ふが裂さけ、血が噴ふきだす。


　一羽一羽は、烏ほどのサイズでしかない。


　しかし、数が多すぎる。


　振ふり払はらっても振り払っても、執しつ拗ように襲ってくる。


　痛みは感じなかった。アドレナリンが光の全身を沸ふつ騰とうさせていた。


　目の前に、紫がいるのだ。


　くしゃみだけは止まってくれない。


「紫、目を覚ましてくれ！　僕だよ、迎むかえに来たんだよ！」


　五歩。


　四歩、三歩、二歩、一歩……！


　紫の小さな肩かたに手が届く距離まで一気に詰つめた！


「ご主人さま！　光どのが迎えに来て下さいましたぞ！」


　小さな猫ねこのぬいぐるみのような妙みようなモノが、体操座りをしてうとうとしていた紫の肩を揺ゆすった。


　紫が、ぴくっ！　と反応して、ぱちり、と瞼まぶたを開いた。


「……あ……!?　──光くん？　光くんなの!?」


「紫！　迎えに来たよ！」


　光は無我夢中で、紫へと手を伸ばした。


　だが。


　ばちっ!!


　見えない壁かべに指が突つき当たって、そして、心臓が止まりそうなほどの強きよう烈れつな雷らい撃げきが光の全身を貫つらぬいていた。


「……ぐふっ!?」


「光くんっ？」


　光の身体は、高々とはじき飛ばされていた。


　晴明の血が体内に流れていなければ、間ま違ちがいなく即そく死しだった。


「きゃああ、光さんっ!?」


　宙から落ちてきて倒れた光をかばおうと馬から降りてきた葵が、精密機械のような正確さで烏天狗たちを矢で射る。


「ダメですわ、わたくし一人では……烏天狗の数が多すぎますわ！　矢が、矢がなくなってしまいます！」


「……う、う、う……な、なんだ、今のは……？」


「光どの、ご主人さまの周囲には[image: ]屋道満の強力な結界が張られているようです！　それ以上は近寄れませぬ！　今一度結界に触れれば雷撃を受けて死にまするぞ！」


　猫のぬいぐるみが紫の周囲をふわふわと飛びながら、なぜか人語を語っていた。


　なんなんだあいつは？　とツッコむような余よ裕ゆうなど、光にも葵にももうない。


「くすくす。ご主人さまの安倍晴明抜きでわたしと勝負して、どうにかなると思ってたの？　呆あきれるほど馬ば鹿かな式神ねえ」


　道満は勝利を確信したかのように、一歩、また一歩、光と葵のもとへと接近してきた。


「気」だ。道満のすさまじいまでの「気」が、致ち死しの結界を形作っている。


　道満の結界が持つ有効距離は、光が伸ばした指が見えない壁に阻はばまれて雷撃を受けた時点での道満との距離から計算できる。その「死の結界」が持つ間合いは、道満の身体の中心からおよそ二尺（約六十センチ）──。


　道満の身体にもあるはずの「気」の流れ、『龍脈』を見切ることができれば、あるいは。


「光さん！　光さん、しっかりなさって！　道満がすぐそこまで！」


「……まだ。まだだいじょうぶだよ、葵さん……まだ僕は生きている」


「ひどい傷ですわ！　これ以上は！」


「晴明の血のおかげで、もう少し、戦える……約束を果たすまでは……約束なんて守れないとわかっていても、ひとたび約束を交かわしたからには……僕は」


「光さん、おやめになって！　わたくしが道満を足止めしますから、いったん退たい避ひを！」


「……葵さんこそ、早く逃にげて……馬がやられていない今なら、まだ……僕は……紫との約束を……最後まで、履り行こうする」


　光は、立ち上がっていた。


　全身から血とともに急激に力が抜けていくようだった。


　腕も脚あしも、鉛なまりのように重い。


　[image: ]屋道満は、目前にいる。


　道満の結界の有効距離に入るまでは、あとわずかだ。


「……[image: ]屋道満。お前の結界にも、こっぱずかしい名前があるのか？」


「道術が誇ほこる十じゆう絶ぜつ陣じんの一つ、『完の天てん絶ぜつ陣じん』。わたしの「気」をはりめぐらせた結界内に入った標的に、雷撃を加えて破は砕さいする術よ」


「……やっぱり陰おん陽みよう師じってのは、みんな何かを決定的にこじらせた系統の人なんだな……」


「あなた、無防備に『完の天絶陣』に入り込んでおきながら、よくもまだ生きていられるわね。でももう、次の一撃には耐たえられないみたい。ふふっ」


「やってみろよ」


「光源氏。わたしの家来になりなさい。あなたと紫ちゃんは二人で一いつ対ついの式神。しかも希け有うな『空』の属性持ち。ここでさくっと殺してもいいけど、あなたたち二人が揃そろってわたしの手て駒ごまになれば安倍晴明を簡単に殺せるはずよ」


「……断る！　晴明を殺そうとする者は、僕の敵だ！」


「あらそう。紫ちゃんが死んじゃっても、いいの？」


「紫は僕が守るさ」


「あなたごときがいくらそんな無力な『言葉』を連ねてみても、意味なんてないわよ？　それじゃ死になさい」


「──隙すきあり、ですわ！　[image: ]屋道満！」


　光の背後にうずくまっていた葵が不意に立ち上がり、最後の矢を道満めがけて放った。


　だが道満の結界内に飛び込んだ矢は雷撃を浴びて炎えん上じようし、粉々に砕くだけ散った。


「……なんてこと。通じませんわっ!?」


「あら、やだわ。大切な外がい套とうに炭がついちゃった。そっちの乳牛から──先に死ぬ？」


「葵さん、どいてっ！」


「光さん？　また、あなたはっ……げふうううっ！」


　道満へと突とつ進しんしようとした葵の横っ腹を、光はやむを得ず「ボゴオ！」と渾こん身しんの力を振り絞しぼって蹴けり飛ばしていた。


「あ～れ～！」


　葵の身体は、明後日あさつての方向へと吹ふっ飛とんでいった。


　どうやら、光は不本意ながらも葵を何度も本気で蹴り飛ばさねばならない運命らしい。


（これで道満の『完の天絶陣』は僕を有効距離内に捕とらえる。次が最後のチャンスだ）


　光は目を閉じて、道満の「気」の流れを鼻の感覚だけで捕らえようとした。


「視覚を封ふうじて、得意の嗅きゆう覚かくに賭かけたってわけ？　でもねえ、無む駄だ無駄無駄！」


　紫の泣き声が、耳から飛び込んできた。


「光くん、もういいよ！　あの約束はもういいから、だから逃げてっ！」


　そうはいかない。


　だって、約束を交わしたから。


　たとえ、約束を守ることなんてできないとわかっていても──。


　まだだ。


　まだ道満の「気」の流れは見えない。


　見えないが、道満の結界は光の身体からだに接近していた。


　光は、


「道満。お前の『龍脈』、見えたぞ！」


　とっさに、そう叫さけんでいた。


　見えてなどいない。


　それでも、道満の「気」を吸い取るかのように、左右の掌を道満へ突き出そうとした。


　ブラフだ。


　道満は一度、光が鬼おにを相手に偶ぐう然ぜん『龍穴結界』を発動させた姿を見ている。


　死に直面した光が、この土ど壇たん場ばで今一度『龍穴結界』を発動させることだけを、道満は警けい戒かいしている。


　だから、一発目の雷撃を喰くらわせた後、すぐに勢いに乗って光を殺さなかったのだ。


（奇き跡せきよ起きてくれ。次にあれを喰らったら僕は確実に死ぬ。頼む。もう一度、あの奇跡を起こしてくれ。僕の身体──！）


　道満の「気」は圧あつ倒とう的に強い。むしろこれほど強ければ、流れを捕らえやすいはずだ。光は時間を稼かせぎながらけんめいに鼻を動かして、道満の「気」の流れを追いかけている。


　だが。


「言葉に『気』が宿っていないわね、噓うそみえみえよ。これで安心してあなたを殺せるわ」


　百戦錬れん磨まの道満には、ブラフなど通じなかった。


　むしろ、光は自分で墓ぼ穴けつを掘ほったのだ。


　光は、すべてが終わったことを悟さとった。


　ここまでだ。


　紫。


　約束守れなくなって、ごめ……。


「光くん、ダメ！　もう約束なんていいから、逃げて！　光くんっ！」


　瞼を開いた。


　道満の背後に、紫が見えない結界を破ろうとあがいている姿がちらりと見えた。


（どうしてだろう。僕は、最初からこうなることを知っていたような気がする……）


「やめて、道満ちゃんっ！」


「さようなら、出で来き損そこないの式神さん」


　道満の足が一歩前進し、光をついに有効距きよ離り内に捕らえようとする。


　その時。


　突とつ然ぜん漂ただよってきた油あぶら揚あげの匂においとともに、光の鼻は、あの夢のように甘い香かおりを嗅かいでいた。


　初めて賀か茂も川で出会った時とまるで同じだった。


　狐きつねの面をかぶった彼女が、月を背負いながら、舞まい降りてきた。





「私の式神に勝手なことをしてもらっては困るな、道満」





「安倍晴明！」


　道満が、後ずさった。


　安倍晴明が今、光の隣となりにゆっくりと着地しようとしていた。


　小さな顔に、狐の面をかぶったまま。


「晴明……きみは」


「犬股、こいつは強敵だぞ。無む駄だなおしゃべりは慎つつしめ」


　言葉は不要だった。


　晴明は、来てくれたのだ。


　葵さんを蹴る時にもう少し手心を加えていれば三人揃い踏ぶみだったのに、と光はちょっとだけ後こう悔かいした。


「おかしいと思ったのよ。わたしの手の内を見み極きわめて不意打ちする機会を狙ねらっていたのね」


　道満は口笛を吹き、烏からす天てん狗ぐたちを再び動かして、晴明を襲おそわせる。


　しかし、烏天狗たちは晴明には近寄れない。


「セーマン」


　晴明が一枚の呪じゆ符ふを夜空へと放ほうり投げると同時に、烏天狗たちはいっせいにつむじ風に呑のまれて鞍馬山の森の奥まで吹き飛ばされていた。


「あの子が、安倍晴明!?　強すぎるわね、ねこたま。もしかして光くんは助かる!?」


「この二人の大陰陽師の対決などそう見られるものではありませんぞ、ご主人さま」


　紫は結界の中で、固かた唾ずを呑んで二人の対決を見守っている。


「犬股と乳牛を相手にするならともかく、私に対する戦力としては烏天狗は心こころ許もとないな」


「どうかしら晴明。ずいぶんと『気』が減っているじゃない？　そんなお面で顔を隠かくしていたって、わたしにはわかるわよ」


「そうだな。まぬけな犬股のせいで、無駄に血を減らしたからな」


　道満は晴明の「気」が減っていることを知ると、再び前進してきた。


　今の晴明が相手ならば正面から戦っても勝てると判断したらしい。


「安倍晴明、どうやら今夜でお別れね。最後にどうしても聞いておきたかったことがあるのよ」


「ほう、なんだ？」


「……なぜ朝ちよう廷てい側に寝ね返がえった！　われら『まつろわぬもの』に『呪』をかけて物の怪けの姿に貶おとしめた不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵に、なぜ手を貸す！」


　道満の血を吐はくような叫びを、晴明はさらりと受け流す。


　小こ憎にくらしいほどに。


「[image: ]屋道満。栄えい枯こ盛せい衰すい。弱肉強食。盛者必衰すい。これらはただ、世の理ことわりだ。われらの眷けん属ぞくもまたかつては、より古き者どもから土地を奪うばい名を奪い命を奪ってきたのだよ」


「勝手な理り屈くつをこねるな！」


「理屈ではない、ただの事実さ。お前も誇りある一族の末ならば、一方的に被ひ害がい者しや面づらをするのはやめろ。朝廷の貴族どもを呪うだけでは飽あき足らず、この都を滅して市井の民たちまでに害をなそうとするのは煩悩というものだぞ。お前を呪い続けているものはお前自身なのだよ、道満」


「ふざけるな、裏切り者が！　どうせ寝返るのなら、おとなしく稲いな荷り神社に入って『御ご霊りよう』として祀まつられろ！　さかしらに人間のふりなどするな！」


「自分たちを呪のろう『怨おん霊りよう』を『御霊』として神社に祀り、その怨念を朝廷を守護する『力』に変へん換かんする。まったく人間という生き物は狐よりも狡こう猾かつだな。その欲ゆえにこの都は『魔ま都と』と化したのだがな」


「神社の祠ほこらに祀られ、魂たましいを石像の中にとこしえに封ふう印いんされるのがそれほど恐おそろしいか！」


　恐ろしくなどない。ただ、神社で眠ねむるのは少々退たい屈くつだな、と晴明はからかうように笑った。


　その表情は、狐の面に隠されていて光には見ることができない。


「聞け、道満。お前が手を下さずとも、この平へい安あん京きようもいずれは壊こわれる。そうだな、いずれは武士どもがこの都を焼け野原に変え、貴族どもを没ぼつ落らくさせるであろうな」


「わたしが手を下さねば意味がない！」


「すべてのものは壊れ、消えていく。無限に近い時間を生きるわれらとて、いずれは滅めつする。お前の怨念など永えい劫ごうの時の中では無意味さ」


「すべては壊れる、だと？　ならばなぜ、その出来損ないの式神を身命を賭としてまで守ろうとする、晴明！」


「こやつは私が飼っている式神だからな、私以外の者に手出しはさせぬ」


　晴明が、懐ふところに指を伸のばした。


　呪符を投げる態勢に入ったのだ。


　まったく同時に、阿あ吽うんの呼吸で道満もまた、一歩前進した。


『完の天てん絶ぜつ陣じん』の有効距離内に、晴明を捕らえようとしている。


　晴明が呪符を放つのが先か。


　道満が晴明を有効距離内に捕らえるのが先か。


　抜ぬき撃うちの勝負が、すでに始まっていた。


「道満。私とお前は陰いんと陽ようさ。怨念にまみれた者が現れればその怨念を祓はらおうとする者も現れる道理だ。それでこの世界はどうにか均きん衡こうが保てるのさ」


「ならば、お前はわたしの影かげにすぎぬということだな。晴明！　語るに落ちたな！」


　速い。


　道満の足あし捌さばきのほうが、「気」を減らしている晴明が呪符を抜く動作よりもわずかに速い。しかも。


　晴明がこれから繰くり出そうとしている術は、呪符を抜くだけでは完成しない。


　くわえて、呪文の詠えい唱しようが必要だった。


「光！」


　この時、晴明が、初めて光の名前を口にしていた。


「光。詠唱を完成させるまで少しばかり時間が必要だ。私の盾たてになってくれ」


　抑よく揚ようのない、無感情な声。


　繊せん細さいな素す顔がおは、狐の面で隠している。


　しかし、光には見える。


　晴明の小さな頭にちょこんと乗っている、狐耳が。


「私を守ると誓ちかえ。約束しろ」


　狐耳が、迷子になった幼い子供のように怯おびえていた。


「わが、友ならば」


　声までもが、震ふるえていた。


「わかったよ、晴明。僕を友と言ってくれて……ありがとう」


　返事はない。


　すでに、晴明は呪文の詠唱に入っていた。


「──東とう方ほう元げん気き木もく徳とく、呪じゆ詛そ来らい神しん、南なん方ぽう元げん気き火か徳とく、呪じゆ詛そ来らい信しん、西さい方ほう元げん気き金こん徳とく──」


　この先、何が起ころうとも、晴明は詠唱を完成するまで私語を発することはできない。


　ただ、狐耳が月明かりの下で躍おどっていた。


　光はこの瞬しゆん間かんから、晴明の「盾」となった。


「行くぞ、[image: ]屋道満！」


　再び目を閉じ、鉛なまりのように重くなった脚あしを、精神力だけで再起動させた。


　道満の間合いへと、突とつ進しんするために。


　晴明が捕とらえられる前に、道満の『完の天絶陣』の有効距離内へと自ら飛び込むために。


（力が漲みなぎってきた……晴明のためにこんどこそ、「気」の流れを捕らえる！）


　光は、駆かけた。


　あと一歩という距離まで、電でん撃げき的な速度で間合いを詰つめた。


　だが、そこまでだった。


「──動くな、源みなもとの光ひかる！」


　その道満の一言で。


　光は腕うでを上げることも、声を出すこともできなくなってしまった。


　あたかも不動金かな縛しばりの術に落ちたかのように。


　思わず、瞼まぶたを開いていた。


　真正面に、道満が屹きつ立りつしている。


「……!?」


「『名』は『呪』だと晴明に教わらなかったあ？　陰おん陽みよう師じにとっては、名で相手を縛しばることなど初歩の初歩よ」


「……！」


「光という名は本名だったのね。晴明が仇きゆう敵てきの前で自分の式神の本名をうっかり口にするだなんて、間ま抜ぬけな結末だわ」


「……」


「これでもう、お前は『龍りゆう穴けつ結界』を発動できない。完全に詰んだわ。さようなら」


　晴明の詠唱はまだ、完成していない。


　光も、声を発することができない。


　最後にせめて背後にいる晴明を振ふり返ることすらできない。


　道満の後ろで何かを叫さけびながら泣いている紫に声をかけることもできない。


　紫との約束も、たった今晴明と交かわした約束も、果たせなかった。


　どこまでも僕は役立たずのサーバントだったな、と笑いたくなった。


　道満が、迫せまってくる。


　結界に、捕らえられる。












[image: ]








　終わりだ──光はすべてをあきらめようとした。


「ああ。ご主人さまぁ、もうおしまいです。このねこたま、責任を取って一足お先に首をつらせていただきまする！」


　謎なぞのぬいぐるみが妙みようなことを口走った。


「そうだわ！　まだよ、まだあきらめる時じゃないわ！　ねこたま！」


　紫が、声を振り絞しぼって叫んだ。





「聞いて、光くん！　思い出して。光くんの本名は、『源光』じゃないよ！」





　そうだ。


　そうだった。


　僕は、どこまで馬ば鹿かな愚おろか者なんだろう。


「源光」は、晴明が捏ねつ造ぞうし、その噓うそを信じた帝みかどが僕に賜たまわった、仮かり初そめの名前じゃないか！


　僕の本名は、水みず原はら光だ！


　光の全身を硬こう直ちよくさせていた金縛りが、不意に解けた。


「えっ？」


　道満が一瞬、前進をためらった。


　光は、道満の「気」がわずかに揺ゆらいだ間かん隙げきを突ついて、自ら道満の結界内へと飛び込んでいた。


　道満の精神統一が崩くずれ、「気」が乱れたからだろう。


　道満の『龍脈』の流れが、ほんのわずか見えた。


　再び、光の身体からだを雷らい撃げきが貫つらぬいた。


　貫いたが、しかし、光を絶命させるには至らない。


『龍脈』の尻しつ尾ぽを摑つかんだ光の掌てのひらが、雷撃を──道満が放つ「気」を吸収しているのだ。


　しかし、まだ不慣れな術だ。


　完全に流れを見切れているわけでもない。


　何よりも、道満の「気」はあまりにも強く、桁けた外はずれの膨ぼう大だいな質量を誇ほこっていた。


　エネルギー保存の法則に従えば、このような怪かい物ぶつじみた「気」を光の身体一つで吸い尽つくせるはずがない。


　こんな無茶な必殺技わざが通じるのは道満が集中力を取り戻もどすまでの間だけだ、あと数秒ももたない、と光は悟さとった。


「なっ……噓よ、こんなはずは……お前など……お前の付け焼き刃ばの術など！」


　道満の黒い「気」がうねる。龍のように。光は直感した。このままでは雷撃に心臓を止められるよりも早く、道満の「気」に満たされた僕の五体が内部から爆ばく発はつする。


「オンバダロシア──下に不動の火災あり、上に五色の雲ありて──」


　晴明が呪文を詠唱する速度が、一気に速まった。


「──早吹ふき込んだぞ伊い勢せの神風──急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう──!!」


「晴明、今だ！」


「光！　詠唱は──完成──したぞ」


　いかなる秘術を用いたのか、素人しろうとの光にはわからない。


　ただ。





　ごうっ。





　突とつ如じよとして道満の黒衣が燃え上がって、小さな道満の身体は紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた。


「……ぐ……あ……！　呪詛返しか！　おのれ、晴明っ……！」


「[image: ]屋道満。その炎はお前自身の心さ。人を呪えば呪うほど、その炎はおのが身を焦こがす厄やく災さいとなるぞ──」


「貴様が、人、なものかっ……！」


「道満ちゃんっ!?」


　その炎は、道満がどれほど呪文を詠唱しても決して消えることがなかった。むしろ道満が怒おこれば怒るほど、逆上すればするほど、いよいよ赤々と燃え上がっていく。


「晴明、忘れるな！　お前は決して許されることのない裏切り者なのだ！」


　小さな道満の身体がやがて、炎の中へ崩れ落ちていく。


「……お前は、永遠に人間にはなれない……どれほどわれらを狩かろうとも……」


　……


　……


　……


　消えた。


　炎が風に吹かれて消え去ると同時に、道満の姿もまた消えていた。











「光くん……道満ちゃん、死んじゃったの？　かわいそう……」


　結界が消しよう滅めつした。


　紫が、光のもとにゆっくりと向かっていた。


「道満はご主人さまを贄にえにしようとしたのですぞ。お優やさしすぎますな、ご主人さまは」


「きっと本気じゃなかったわ。わたしには、わかるの……ほんとうは優しい子だったのに」


　謎の小さな猫ねこのぬいぐるみは、紫の頭の上に乗っている。


　光は膝ひざをついて、息を荒あららげていた。


　集中力を取り戻した道満の「気」を途と中ちゆうから吸収することができなくなった光は、わずかだが雷撃のダメージを身体に受けたのだ。やはり、「気」の流れを完全に摑むことは最後までできなかった。道満が不意に『名』による『呪』を破られて一いつ瞬しゆん動どう揺ようしなければ、『龍穴結界』を発動させることは不可能だったかもしれない。


　あと数秒、晴明の術の発動が遅おくれていたら、光はこんどこそ絶命していたはずだった。


「はあ、はあ、はあ……紫。待たせてごめんね。迎むかえに来たよ」


「光くん……ほんものなのね？　夢の中じゃないよね？」


「……ごめん。もう歩けない。感動の再会シーンとしては少々がっかりだけど、現実ってこういうものだから……そっちから来てくれ」


「うう……約束を守ってくれてありがとう……光くんっ！」


　晴明はまだ狐きつねの面をつけたまま腕を組んで、そんな二人をしれっと見守っている。


「やれやれ。葵を起こさねばな……おい光。すぐに戻るぞ。道満はこれしきのことでは」


「光くん！　会いたかった！　会いたかった会いたかった会いたかった！」


「紫！」


「光くん光くん光くん！」


「紫紫紫紫！」


「光くんとの激げき突とつまであと一歩っ！　思いっきり抱だきついてほおずりしていい!?」


「通常なら避よけるけど今日は特別サービスだ、どんと来い！」


「光くんっ！　無理やり約束させたのに、またわたしを迎えに来てくれて……ほんとうにありがとう！　光くんってスカしてるけど、つくづく馬鹿正直キャラだよね！」


「むぎゅっ!?　む、む、紫!?　抱きつくのはいいけど、ほおずりまでだ！　頰ほおにキスするなって！　くしゃみが出るだろっ！　は、は、は、はく、はく」


「ダメ。もう放さないっ！　大好き！」


「そんな重い言葉を軽々しく口にするんじゃない！　はくちゅんっ！」


「──私の話を聞いているのか光、おいっ！」


　思わず苛いら立だったように晴明が金切り声をあげたその時だった。


　光は、気を抜ぬいて完全に油断していたことを深く後こう悔かいする羽目になった。





　どん。


　どん、どん、どん。





　駆かけてきた紫を両りよう腕うでで抱きしめ、膝をついて座っていた光の後頭部めがけて。


　目には見えない何かが、三発同時に、背後から飛んできていた。


　空気弾だんだった。


「気」を直接弾丸のように凝ぎよう縮しゆくして、ライフルのように発射したのだ。


　いったい、誰だれが？


　光と紫がその殺意に満ちた弾丸に気づいた時にはもう、光の後頭部に三発すべてが着弾する寸前だった──もはや完全に、手て遅おくれだった。


　晴明ですら、術を繰くりだす時間を与あたえられなかった。


　光は（避ければ紫に着弾する。そして紫を全力で蹴けり飛ばして逃にがす時間もない）と瞬時に悟り、このまま紫の盾たてとなって「約束」を遂すい行こうすることを選んだ。


　もっとも、「逃げる」という選せん択たくをしたところでもう避けられなかったかもしれないが。


　紫の笑え顔がおが、崩れていく。


　この世で最後に見た光景が、紫の泣き顔だなんて、冗じよう談だんではなかった。


　紫が泣きだす前に着弾してくれないかな、と光は思った。


　しかし、もっと見たくない光景を見せられることになるなんて、光は少しも予想していなかった。





「光！　私より先に死ぬな！」





　晴明は。


　両手を広げて、自らの身体を「盾」にして光と紫を庇かばっていた。


　空気弾の直撃を、晴明が背中で受けたのだ。


　一発、二発、三発。


　光が振ふり向いた時にはもう、晴明の腹部に開いた傷口から赤い血が噴ふきだしていた。


　人間の血だった。


　光は、『言葉』で晴明を傷つけてしまった時よりもずっとずっと、後悔した。


　こんな瞬間が来るとは、考えたこともなかった。


　まさか。


　晴明が、僕の盾になるだなんて。


　これじゃ、役目が逆じゃないか！


　僕が晴明の盾にならなければならなかったのに。そう約束したばかりなのに。


　空気弾を浴びた晴明の身体が、炎に包まれていく。


　これは道満の意い趣しゆ返がえしだ、あいつは死んでいなかったんだ、と光は気づいた。


　燃えていく──噓うそのようにはかなく崩れ落ちていく。


　銀色の長い髪かみも、狐耳も、尻尾も、黒い炭になって砕くだけ散っていく。


　晴明の表情は、わからない。


　狐の面を被かぶっているから、光には見えない。


　見ることが、できなかった。





「……光。よかった、キミが無事で」





　それが晴明の最後の言葉だった。


　今まで光が聞いたことのない、優しい声だった。


　髪の毛一本すら、残らなかった。


　ただ、焼け焦げた狐の面だけが──。


　光の足あし下もとに、転がっていた。


「──晴明ちゃんっ!?」


　紫の悲鳴を聞いてやっと目を覚ました葵が、「胃の中身が逆流するような殺意のこもった蹴りでしたわ……」とうめきながら起き上がってきた。


「わたくしがお休みしているうちに何があったんですの？　晴明さんがいらしたの？」


「晴明ちゃんが……晴明ちゃんが、死んじゃった……!!」


「ええっ？　あの晴明さんに限って、そんなはずはありませんわ！」


「紫！　取り乱すな！　道満が再び舞まい戻もどってきた！」


「だって光くん。晴明ちゃんが……！」


「ご主人さま、気をしっかりお持ちなされませ！　このねこたまが道満からお守りいたしますぞ！」


「……なんですの、この猫みたいな人ひと魂だまみたいな妙みようちくりんな幽ゆう霊れいは」


「それがしはご主人さまをお守りする正義の精せい霊れいねこたまですぞ、失敬な！」


「……ふ、ふふふ……熱くて痛くて苦しかったわ……でもこれできっちりお返ししたわよ」


　道満が、ゆらり、と光たちの前に再び姿を現した。


　全身、疵きずだらけである。


　右みぎ腕うでは肘ひじから先がちぎれ、顔の半分は潰つぶれていた。


　常人ならば、すでに息絶えているはずだった。


　だが、道満は黒い笑みを浮うかべながら、なおも生きている。


「光源氏。次こそお前が死ぬ番よ」


　みるみるうちに、完全に破は壊かいし尽つくされていたはずの道満の肉体が修復されていく。


　光たちが呆ぼう然ぜんとなって固まっている目の前で、[image: ]屋道満はわずかな時間のうちに完全体に戻っていた。


　あどけない幼女の姿を取り戻した道満は、肌はだに疵ひとつ残していない。


　まるで逆再生映像を見せられているかのようだった。


「おお。[image: ]屋道満は……屍し解かいの術を会え得とくしておりますぞ！」


　ねこたまがうなった。


　光が紫を背後にかばいながら、叫さけぶ。


「屍解の術って何だ!?」


「朽くちた肉体を蘇よみがえらせるという、道教秘伝の仙術。この術を会得した者は不老にして不死！　道満の魂たましいが持つ膨ぼう大だいな『気』を枯からさぬ限り、道満の肉体を滅ほろぼすことはできませぬ！」


「……なんだって……!?」





「邪じや魔まっけな晴明が勝手に死んでくれたことだし、そろそろ終わりにしましょう。光源氏、お前が先に死ねばよかったのに。どうして晴明はお前を庇ったのかしらね。どうせお前は今この場で死ぬのにね。晴明って実はお馬ば鹿かさんだったのね。くすくすくす」





　ぶちん……。


　その道満の「言葉」が、光の中の何かを粉ふん砕さいしていた。


「心静かに暮らす」という言葉さえも。


　この時、光は完全に忘れ去った。


「[image: ]屋道満！　僕は……怒おこったぞ!!」


　もう、「心静かな暮らし」など、どうでもよかった。


　光は、再生した[image: ]屋道満へと躍おどりかかった。


　無む謀ぼうですぞ！　とねこたまが諫いさめたが、光はすでに結果など求めてはいなかった。


　晴明を殺された。


　晴明が僕を庇うために盾になって死んだ。


「約束」を守れなかった。


　紫と「約束」を交かわしてから、僕はいつかこの時が来ることをずっと恐きよう怖ふしていた。


　そして今。


　もっとも怖おそれていたことが、起きた。


（僕のせいだ。僕なんかにこんな噓うそ臭くさいことできるはずがないなんてスカしたことを言っていないで、命がけで『龍りゆう穴けつ結界』を習得していれば、晴明は──！）


　やり場のない激情が、光の身体からだを突つき動かしていた。


「ダメ！　光くん！」


「光さん、お待ちになって！」


　紫と葵の声も、今の光を止めることはできない。


　道満の結界の有効距きよ離り内に、入っていた。


　それでもなお、突とつ進しんをやめない。


「後追い自殺でもしたいの？　ならば、『完の天てん絶ぜつ陣じん』を喰くらって死ね！」


　せめて一いち撃げきでも、この拳こぶしで直接道満に反撃を加えたかった。


　だが、あとわずかというところで、届かなかった。


　光の身体が硬こう直ちよくし、致命の雷らい撃げきを脳天から浴びせられた。


　道満の結界、『完の天絶陣』に捕とらえられたのだ。


　道満は自らの身体から「気」を四方八方に放って『完の天絶陣』の結界の形に組んでいる。だが怒いかりにわれを忘れている光には、道満の身体から伸のびているはずの「気」の流れを──『完の天絶陣』の実体である道満の『龍脈』を見切ることができない。


　晴明の血をもってしても、この負荷は人間の身体が耐たえられる限度を超こえていた。


　血を吐はきながら、執しゆう念ねんだけで手を伸ばす。


　道満の身体に、あと数センチで届くというのに。


　これ以上は、一ミリも進めない。


　視界が暗くなっていく。


　声が出ない。


　心臓が、停止しようとしていた。


　光は、道満の足下にゆっくりと崩くずれ落ちていきながら、自分の敗因を悟さとった。


　そうだよな。必殺技わざが「殴なぐる」だなんて粗そ暴ぼうなキャラじゃなかったよな、僕は……。


「晴明の死」という現実に直面してもなお「心静かに過ごす」という境地を維い持じできるほどの精神力の持ち主でなければ、『龍穴結界』などという大技を習得できるはずもなかったのだ。


　一時の怒りに身を任せれば、その先に待っているものは──生しよう涯がい続く、後こう悔かい。


　僕はいつかどこかで、そのことを思い知らされていたはずだった。


　だから、「心静かに暮らす」という『呪』で、自分自身を縛しばっていたはずだった。





　ああ。


　これがほんものの走そう馬ま燈とうだ。


　決して封ふう印いんが解けるはずのない記き憶おくが、蘇ってきた。


　中学校時代の記憶だった。


「大冒険家」をめざす紫は、僕を引き連れて日本各地を探検するようになっていた。


　なぜ僕が一緒でなければいけないのか？


　紫の方向音痴があまりにもすさまじすぎたせいだ。


　長崎の某酒屋にあるという「河童のミイラ」を見物しにいく旅に出た時、空港内で紫は僕がほんの少し目を離した隙に迷子になって、そのまま青森へと飛んでいた。


　そんな紫だから、学校内でも平然と迷子になる。


　そのたびに、なぜか僕が紫を救出しに行かなければならない。


　僕はだんだん、そういう関係を周囲に揶や揄ゆされることが気はずかしくなってきた。


「紫は僕の妹分なんだよ」と説明しても、周囲の視線がじょじょに変わってくる。


　不本意ながら、周囲の視線が気になりはじめたためだろうか、僕は妹分であるはずの紫を妙に意識するようになってしまった。


　ひとたび自意識が過剰になると、もうそのはずかしさは止まらなくなった。ノンストップだ。


「光」という名前も、女の子っぽくてイヤだなあ、とか。


　紫にいちいち「光くん」と呼ばれるのが恥ずかしいなあ、とか。


　そう。いわゆる思春期に突入していた僕は、そろそろ「紫を迎えに行く係」ではない、もっと別のキャラに生まれ変わりたいと思うようになっていた。


「僕は紫を迎えに行く専門じゃなくて、誰が迷子になっていても助けに行くんだよ！」と主張したかった。


　ちょうどその頃、僕が徹夜でプレイするほどどっぷりハマっていた学園異能力バトルゲームに「ライト」という名前のスカした金髪少年キャラがいた。彼はいつもスカしてやる気なさそうなキャラを演じてはいるが、いざとなれば学園の生徒たちを人知れず魔物から守る守護者なのだ。


　ライト。和訳すれば、「光」だ。そういえば僕も生まれつき茶髪だ。容姿の完成度はともかく、他人とは思えないかもしれない！


　そんなわけで、僕は「これからは『ライト』のキャラを目指す！」と決めてしまった。


　その日。


　教室でいつものように紫に「光くーん！」と声をかけられてクラス中から痛い視線を浴びてしまった僕は、発作的に「ライト」が敵を倒した時に取る決めのポーズ（五本の指をぴんと伸ばして、自分の顔を覆う）を真似てしまい、そして宣言してしまったのだ。





「フ……僕はもはや光ではない！　これからは僕のことを『ライト』と呼べ！」





　翌日、僕はクラス全員から「勇者ライト」という通り名で呼ばれる人気者になってしまっていた……もちろん、「いじられ役」という名の人気者だが。


「ライト」だけでも痛いのに「勇者」って何だよ？　どこから出て来たんだよその二文字は!?


　とにかく、僕は、やってしまったのだ。


「そうか。僕は中二病を発症していたのか……」と激しく後悔しても、もう後の祭りだった。


　こうして「水原光の大黒歴史時代」がはじまってしまい、窮した僕は記憶力を一時的に減衰させることでどうにか耐えた。


　もう二度と刹那的な衝動に身を委ねて取り返しのつかない失敗をしでかさないように「心静かに暮らす」という枯れた人生目標を掲げねばならないほど、僕の後悔は深かった。


　それなのに、紫は「勇者ライト」という僕の通り名を楽しそうに連呼するのだ。


　紫と「北海道のマリモを見よう探検旅行」に出かけるはずだった当日、空港で。


　僕はささいなことから紫と口ゲンカをはじめてしまった。


「頼むから、女の子の前で僕を『勇者ライト』と呼ぶのはやめてくれよ！」


「やめない。虫よけになるから呼ぶもんね！」


「虫よけ？　どういう意味？」


「あーあー。光くんは鈍いなあもう」


「いいから、やめてくれってば。『ライト』と呼べと言いだしたのは僕だけど、あの時はどうかしていたんだよ。今は反省している」


「やめないよーだ！　だってかっこいいじゃん！」


「どや顔するなよ！」


　売り言葉に買い言葉。僕はそのままマンションへ帰り、紫は一人で北海道へ出発して──そして見事に遭難したのだ。


　北海道へ旅行に行ったはずの紫が四国の山の中で遭難したという知らせを受け、僕は罪悪感に押しつぶされそうになりながら無言で捜索隊に参加していた。


　どうして、方向音痴の紫を一人きりで行かせてしまったのだろう。


　誰になんと言われようとも、はずかしい思いをしようとも、僕が同伴するべきだったのだ。


　傷だらけになって、樹海の奥へ分け入った。


　僕は遭難した紫の「香り」を、鼻で追った。


　紫の「香り」を鼻で捕らえられたのも、紫が通った山道にまるで足跡のように白い「気」の輝きが連なって続いている光景をこの目で捕らえたのも、疲労しているために生じた錯覚だと思っていた。とにかく、紫を救い出すことで無我夢中だった。


　僕は、奇跡的に紫を発見したのだ。


「……光くん。遅かったじゃない」


　抱き起こした紫は、目の下に隈くまを作っていて、頰ほおもこけていて、それなのに、笑っていた。


　必ず僕が迎えに来ると信じていたからだ。


　僕は泣いた。


「ごめん。紫。僕のせいだ。僕が悪かったよ」


　僕は、どうしようもなく動揺していた。


　家族を失った時ですら抑えつけていた感情が、爆発してしまったように。


「泣かないで……わたしはこんなにも光くんに感謝してるのに」


　紫はもう立ち上がれないほど衰弱していたのに、それなのに僕をいたわるように微笑んでくれた。頭を撫でてくれた。


「……『勇者ライト』って通り名を考えたのは、わたしなの。光くんを他の女の子に取られたくなかったの。悪いのは全部わたしなの。光くんは怒って当然なの。だからもう」


「でも、最初に『ライト』と名乗ったのは僕だよ」


「『勇者』をくっつけたのは、わたしなの。光くんはいつもわたしを助けに来てくれるでしょ。だから、勇者。気分を害していたなら、ごめんね……」


　紫の軽すぎる身体を抱きしめながら、僕は泣き止むことができなかった。


　このまま紫が死んでしまうのではないかという恐怖が、僕の心を支配していた。


　だから紫は僕の心を守るために、「約束」をしよう、と言ってくれたのだ。


「『いついかなるときでも、水原光は迷子になった朝日奈紫を捜しだして守ります』って約束して。これで今回ケンカしたことも通り名の件も全部チャラにしよう。これからもずっとずっと一緒にいよう。ね？」


「できない！　無理だよ。僕は、紫を遭難させたじゃないか」


「でも、光くんはわたしを見つけてくれたよ？」


「次は見つけられないかもしれないだろう!?」


「できなくてもいいの。ただ約束してくれれば、それで」


「……果たせない約束なんて、意味がないよ」


「わたしは、ただ約束してくれるだけで、安心できるから」


「僕は紫が信じてるようなヒーローじゃない。ライトとは違うんだ」


「約束してくれないなら、わたし、今ここでがくっと気落ちして死んじゃうかも」


　僕は、「約束」をした。


　この時、僕は「約束」を死ぬまで決して破らないという誓いを密ひそかに立てたのだ。


　……


　どうして、僕は今まで忘れていたのだろうか。


　そうだ。


　この時、僕はたしかに『龍脈』を見切るという能力を発動させていた。


　紫がかすかに残した「気」の軌跡を追いかけることができたのだ。


　たった一度だけ。


　紫を見つけ出したいという一心で。


　僕は自分の「力」を、「約束」をした思い出とともに封じたのだ。


　二度と紫をこんな目に遭わせたくなかったから。


　また紫が遭難してもすぐに見つけだせる、なんて過信したくなかったから。


　これからは──紫を遭難させなければいい、いつも僕が隣にいればいい。


　だから僕はすべてを忘れた。


　でも、今はもう。


　僕を抑えつけるリミッターは、どこにもない。


　そんなものは、はじめからなかったのだ。


　僕にはできる。


　紫を守るためなら──できる。


　……


　……


（見えたか、光。それがキミを縛り付けていた『呪しゆ』の正体さ）


　光の耳元に、晴明の声が聞こえた。


　砕くだけ散った晴明の魂たましいが、最後の力を振ふり絞しぼっているかのように光に語りかけてきた。


（キミは「力」を発動させて紫を守った。それなのにキミはその事実を認めずに、「できない」という『呪』を自分にかけていたのさ。紫がキミを笑顔で受け入れてすべてを許したのに。愚ぐ直ちよくなキミは自分に「力」があるという事実を忘れなければ、紫をまた迷子にしてしまうと生き真ま面じ目めにも思い込んだのだな。馬鹿にもほどがある。キミは生意気ぶっているけれど心根はほんとうに、呆あきれるほどに愚おろか者だなあ）


「晴明」


（自分の能力に、自分の感情に、自分の心に、自分の想おもいに、そして相手の想いにまで、「言葉」という『呪』をかけて限界を設けるのはもうよせ。素す直なおに、人の想いを受け取れ。たとえ「約束」を果たせなくてもキミにはその資格がある、じゅうぶんすぎるほどに）


　……


　……


「晴明！　わかったよ！」


　崩れ落ちる寸前で、光は足を踏ふん張った。


　かろうじて、踏みとどまった。


　まだ、道満の前に立っている。


　光の中で、何かが解放されていた。


「力」だ。


　見える。


　足あし下もとを走る、道満の「気」の流れが。


　覚かく醒せいしたのだ。


　ありありと、見える。


　肉眼ではなく、心の目で。


　そして、香りとなって。


（紫を見つけたあの時と同じだ）


　胸を反らし、顔をあげた。


　見える。


　流れが、はっきりと見える。


（僕は、紫を守ることができる）


　しかし。


「あなた、まだ生きているの。呆れるわね──直接斬きり殺すしかないのかしら」


　道満がどこにもなかったはずの「剣けん」を手て許もとに出現させて、鞘さやからその剣を抜ぬいた。


「……なんだって!?」


　光が声をあげたのは、その鈍にぶい黒光りを放つ長剣に恐きよう怖ふしたからではない。


「『龍りゆう脈』が──消えた!?」


　消えたのだ。


　たしかに完全に見切ったはずの「気」の流れが、[image: ]屋道満の身体からだから四方へと流れているはずの龍脈が、結界の骨格が、噓のように再びかき消えてしまっていた。


　鼻で捕らえたはずの「気」の香りも、霧む散さんしてしまった。


「今のあなたごときには見切れないわ。陰おん陽みよう道どうには、自らの龍脈を隠かくす秘術もあるのよ」


　[image: ]屋道満はどこまでも強く、どこまでも尊大だった。


「……くっ」


　覚醒してもなお、越こえられない壁かべがある。


　現実は、そんなに生やさしいものではない。


　やはり僕は紫のサーバントにはなりきれなかった、と光は思った。


「一いち撃げきで首を刎はねてあげるから、いいかげんに死になさい」


　道満が、自分の身長よりもはるかに長い剣を振り上げる。


　光は、瞼まぶたを閉じた。


　この時。





「ねこたま、お願い！　光くんを助けて！」





　紫の「言葉」が、ねこたまを「解放」した。


　喉のどを撫でてねこたまの怨おん念ねんを浄じよう化かした時と同様、いや、それ以上の「力」を紫はこの時、自覚することのないままに駆く使ししていた。


　光が「『気』を吸収する」という能力の持ち主であるのとは対照的に、紫は「『気』を解放する」能力を秘ひめていたのかもしれない──同じ「空」の属性持ちでありながら、光と紫は陰いんと陽ようの関係にあるのかもしれない。


　突とつ如じよとしてねこたまは、「ぬおおおおおおお！」と叫さけび声をあげながら巨きよ大だい化した。


　巨大化しても、ねこたまの姿形はあいかわらず間ま抜ぬけなねこたまそのもののままだったが、たちまち魔ま王おう殿でんの広場を埋うめ尽つくすほどに巨大化していた。


「な、なんですのっ？　どうして大きくなったんですのっ？」


「わからない！　でも、ねこたま！　光くんを死なせないで、お願い！」


『ご主人さまの仰おおせの通りに！　ぬおおおお、全身に「気」が漲みなぎって参りましたぞ！』


　光がどれほど暴れ狂くるっても『呪』から解放されて覚醒してもなお平然としていた[image: ]屋道満が、はじめて恐怖の感情をあらわにした。


「まさかお前、仙せん狸りだったのっ!?　どうしてこの国にっ!?」


『それがし昔のことは忘れてしまいましたが、かつてはそのような名で呼ばれていたかもしれませぬな！　[image: ]屋道満！　仙せん狸りの吐はく息を全身に浴びるがよいですぞ！』


「誇ほこり高き仙せん狸りともあろうものが、どうしてそんな道どう化けじみた間抜けな姿に……ぬかったわ！」


　仙せん狸りとはいかなる類たぐいの物の怪けなのか、道満ほどの術者が恐きよう慌こうを来きたしていた。


　道満は剣を投げ捨て、『完の天てん絶ぜつ陣じん』の結界を解除してこの場から逃にげ出そうとした。


　だが、巨大化したねこたまが嵐あらしのような息を道満めがけて吹ふき付けるほうが速かった。


『ふはあああああ～!!』


「ぐっ……！」


　梅だった。


　無数の梅の白い花弁がねこたまの口から吐き出され、道満の周囲を舞まいはじめた。


　散り散りに無む軌き道どうに舞うのではなく、整然と列をなして、あたかも空中に存在する見えない「道」を通るかの如ごとく。


『光どの！　それです、その梅の花弁が描えがく軌道こそが、道満の放つ「気」の流れ！』


　ついに光は、道満の結界を捕とらえた。


　道満の背中から大地へと伸のびる、梅の花弁の道。


　道満の身体を中心に前後に四本、左右に五本のアーチが浮うかび上がった。


　合計九本。碁ご盤ばんの目のように。平安京を貫つらぬく大路のように。それは籠かご目めの形をしていた。


『道満は臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん裂れつ在ざい前ぜん、九字の印の形に『気』を流して結界を結んでおりますぞ！　この印は道満自らが開発し、もっとも得意とする形、ゆえに〝ドーマン〟と申します！』


「しまっ……」


　風圧に耐たえかねて顔を覆おおってこらえていた道満が気づいた時には、すでに光の掌てのひらが梅の花弁によって浮かび上がった橋の一つを両手で握にぎりしめていた。


　ついに、捕らえた。


「道満！　肉体は不死でも、『気』を吸い尽くされれば砕け散るんだろう！」


「やめなさい！　光源氏！　あなたも死ぬわよ！」


「『龍穴結界』──!!」


「……きゃああああああ！」


　光の五体に、道満の「気」が信じがたい速度で流れ込んできた。


　無限とも思える、怨念に満ちた黒い「気」の流入。


　ぴしっ。


　道満の白い頰ほおに、ひびが入る。


「やめて！　やめてえ！　人間ふぜいが……！　呪のろわしい……！　呪わしい！」


「お前があくまでも都の人間たちに復ふく讐しゆうするというのなら、僕も晴明の仇かたきを取る！　こんな復讐の堂々巡めぐりは、ここで終わりにしてやる！」


「……貴様のごとき痴しれ者に何がわかる！　わたしは……決して死なない！　お前たち人間どもに復讐を遂とげるまでは……平安京を破は壊かいし尽くすまでは……！」


「[image: ]屋道満、闇やみに還かえれ！」


「わが『気』を生きながらに吸い尽くせると思うな！　貴様も道連れだ……！」


　光の五体もまた、急速に崩ほう壊かいへと向かっていた。


「気」の流入速度が、吸収速度を完全に凌りよう駕がしている。


　吸収しきれない「気」は、光の全身の血管から細さい胞ぼうへと溢あふれだしていく。


　無数の「まつろわぬもの」どもの怨念に満ちた、暗黒の邪じや気きだ。


　体内に取り入れた瞬しゆん間かんにおぞましい毒になり、吸収した者の心を黒く汚よごしていく。


（このままでは、先に僕が死ぬ、晴明の血の効力もこれほどの「気」の前には──）


　それでも、光はいったん捕らえた『龍脈』から手を放さなかった。


　道満は完全に光の掌に、『龍穴結界』に捕らえられている。


　あと少し、あとわずかで、ともに砕け散る。


　そのはずだった。


　それなのに光が手を放して、不意に道満を解放したのは。





「光くん、もういいから！　このままじゃ二人とも死んじゃう。もうやめて！」





　紫の「言葉」が聞こえたから、だった。


　紫は、[image: ]屋道満の死を望んではいない。


　贄にえにされそうになっていながらも、道満にも光にも死んでほしくない、と心の底から願っているのだ。


　僕を許した時の紫と何も変わらない。どこまでも優やさしい、と光は思った。


　五体に漲った殺意が、消えていく。


　そして、光が道満を解き放つと同時に。





「……安倍晴明、どうやら痛み分けだな。次に会った時こそ決着をつけるぞ！」





　ガアア！　と叫びながら、鞍馬山の森の奥から烏からすが飛び立っていく。


　奇き妙みようなことにそれは、三本脚あしの烏だった。


　光が、その烏から道満へと視線を戻もどすと。


　道満の姿は、すでにかき消えていた。


　しかし、もう光には道満を追つい撃げきする余力はない。


　ねこたまの身体も、元の手乗りサイズにしぼんでいた。


「待てよ？　『安倍晴明、どうやら痛み分けだな』って……？」


　光は、耳を疑った。そして、目を疑った。何もかもを疑った。


「晴明……？」





「そうだ、私だ。光クン」





　たった今まで道満が立っていたはずの場所に、狐きつね耳みみをぴんと立てた銀ぎん髪ぱつの少女が立っていた。


　風に流されて舞い散っていく無数の梅の花弁に守られるかのように。


　一糸まとわぬ裸ら身しんを月光に照らされながら。


　まるで晴明が白い花弁の翼つばさを背負って生まれ変わったかのように、光には見えた。


「噓うそだろっ？　どうして生きてるんだよっ？　また僕を騙だましたんだなっ！」


　言葉とは裏腹に、光は晴明の細い身体を抱だきしめていた。


　涙なみだが止まらなくなった。


「ああ、私が死んだというのは実は噓だ……って、ちょっと待て！　こら放せっ」


　晴明は頰を赤らめてもがくが、光に抱きすくめられて動けない。


　狐耳が、ぴこぴこと晴明の小さな頭の上で飛び跳はねている。


「こら光！　痛い、放さぬか！」


「放したらまた晴明が消えてしまいそうだから断る！」


「消えないから放せ！」


「どうして死んだふりしたんだよ！」


「屋や敷しきでキミにひどいことを言われて立腹していたからさ」


「あれは僕が全面的に悪かったよ、謝るよっ！」


「キミは何かやらかした後にはお仕置きしてもらわないと安心できないらしいからな」


「なんだよそれ。僕はノーマルだよ！」


「そこで、だ。純じゆん朴ぼくでお人ひと好よしで間抜けなキミを騙して一生立ち直れなくなるほどにこっぴどく痛めつけてやろうと思ったのさ」


「ちょ。晴明？」


「見事にひっかかってくれたな、ははは」


「……狐耳の中に生暖かい牛の乳を流し入れて中指突つっ込こんでぐりぐりかき混ぜてそのままその落ち着きのない耳に三日三晩蓋ふたをするぞ！」


「噓だ。実はもはや魂たましいの形を維い持じできなくなるほどに『気』が尽きていたから、身体からだの再生に時間がかかっていたのだ！」


　晴明どのは「屍し解かいの術」よりもはるかに高等な「羽う化か昇しよう天てんの術」を身に付けておられたのですな、とねこたまが驚おどろきのあまり声もあげられない紫と葵に向けて解説した。


　よくわからないけどほんとうによかったわ、よかったですわね、と紫と葵の二人は抱き合って感かん涙るいにむせんでいる。


　ちなみに、この二人はまだお互たがいに名乗りあってもいない。


「晴明！　『気』が尽つきてたなら、道満の前に出てくるなよ！　危なかっただろっ！」


「うむ。実はな、今の私にはもはやこれっぽっちも術を使う余力などない」


「噓だよね」


「ほんとうさ。道満に攻こう撃げきされれば、こんどこそ私は砕くだけ散って『気』に還っていたな」


「じゃあ、なぜ出て来たんだよ！」


　光がふと気づくと、唇くちびるが触ふれあいそうな至近距きよ離りに晴明の小さな顔があった。


　鼻がふいにむずむずしてきた。


　ぷいっ、と晴明がそっぽを向いて、唇を尖とがらせる。


「……未熟なキミが道満よりも先に死にそうだったから、姿を現して道満を脅おどしてやったのさ。す、少しは感謝しろ。この愚おろか者が」


　狐耳が、ぴょん、ぴょん、と飛び跳ねていた。


　なんとなく、「頭を撫なでろ」と晴明の狐耳が命令しているような気がした。


　光は右みぎ腕うでで晴明の折れそうに細い腰こしを抱いたまま、狐耳ごと晴明の頭を左手で撫でてあげた。


　撫で。撫で。撫で。


　狐耳って意外とふにふにしてるんだな、と光は思った。


「な、な、何をするっ！　そもそも私は裸はだかなのだぞっ、いつまで触さわっているのだ、この変態犬股めっ！」


「なんとなくねだられているような気がしたんだよ！」


「いつ誰だれがそんな変態じみたおねだりをした!?　そう囁ささやいたのはキミの煩ぼん悩のうだっ」


「はっ？　そうだったのか、ごめんよ晴明！」


　ぱちいん！　と取り乱した晴明に頰を殴なぐられていた。


　さらに晴明の膝ひざが、どぼお！　と光のみぞおちに突き刺ささる。


　光は「うううううおおおおむうううう」とうめきながら、膝から崩くずれ落ちた。


　道満の『完の天てん絶ぜつ陣じん』に捕らえられて雷らい撃げきを浴びても踏ふみとどまれたのに、晴明の膝はあまりにも無む慈じ悲ひかつ破壊的だった。


　この威い力りよく。「気」が尽きたなんて絶対に噓だ……と光は思った。


「はあ、はあ、はあ……こら葵。上着を貸せ。いつまで私を裸んぼうのまま放置するつもりだ」


「……あ。そうでしたわね！」


「光。道満を殺せば、キミ自身の魂が怨おん念ねんの輪りん廻ねに捕らえられるところだったのだぞ。まだまだ修しゆ業ぎようが足りぬな」


「げほ、げほ、げほ……輪廻……？　またしても非科学的にもほどがある発言だな……」


「そして、道満の背後にはどうやら黒幕がいたようだな」


「黒幕？」


「人間の男が一人、鞍馬の森に潜ひそんでいた。すでに逃にげたがな」


　この流れにまったく納なつ得とくしていない者が、一人。


　紫だ。


　ううううー！　と頰をふくらませ、腕うで組ぐみして光を見下ろすように仁に王おう立だち。


「ちょっと、光くん？　感動の再会シーンはどうなったの？」


「……げほ、げほ、げほ……あ、ああ、紫。久し振ぶりだね」


「何なの、そのつれない言葉は？　他に言うことはないの？　ねえ？」


「……ちょっと待って。息が。息ができない。今の膝がいちばん効いた……」


「ねこたま。この裏切り者の浮うわ気き者ものの薄はく情じよう者ものに、お仕置きしちゃって」


「承知いたしました、ご主人さま！　がるるる、ねこたまの拳こぶしを受けるのですぞ光どの！」


　光の頭のまわりを、ぶんぶんとねこたまが飛び回り、丸い手で攻撃してくる。


　その綿のように柔やわらかい丸い手で殴られても、蚊かに刺されたほどのダメージもなかった。


「なんだよ、この猫ねこだか幽ゆう霊れいだかわからない中ちゆう途と半はん端ぱで微び妙みようなゆるキャラはっ？」


「ですからそれがしは紫どのをご主人さまと仰あおぐ正義の精せい霊れい、ねこたまですぞ！　えいえい、これでもかこれでもか」


「どけどけ。僕にまとわりつくな。お前、さっきは仙せん狸りとか名乗ってなかったか？」


「昔はそう呼ばれたこともあったかもしれませんが、忘れ申した。今のそれがしの名は、ねこたまですぞ！」


「ちっ。ねこたまって戦せん闘とう力りよくないわね。さっき巨きよ大だい化した時には強そうだったのに、あれは何かの幻まぼろしだったのかしら」


「いや紫。こいつは巨大化した時も、この間ま抜ぬけな姿のままだったぞ……」


「そうね。よく考えたら梅の花弁を口から吹ふき付けただけだったわ。手品師レベルよね」


「がーんっ！　ご主人さまあああ、どうかこのねこたまをお見捨てなく！　見捨てられたら、それがし世をはかなんで首をつりますぞ！」


　紫って昔から犬猫に懐なつかれるタイプだったけど、とうとう物の怪けにも懐かれたのか、と光は呆あきれながらも感心した。


　不意に。ねこたまを「あー噓うそ噓。見捨てない見捨てない」とつかまえて抱きしめた紫の無む垢くな笑え顔がおに、光の心臓が跳ねた。いつもこんな無む邪じや気きな笑顔を見せてくれたらなあ。


　そのまま紫の肩かたを借りて、ようやく立ち上がった。


　やれやれ。紫も取り戻したし、これでやっと屋敷に帰って眠ねむれる……と光が安あん堵どしたのは、ほんのつかの間。


　光との再会を果たした紫の意識は、日常モードに切り替かわっている。


　そして紫は、光の周囲に自分以外の女の子が近寄ることを許さない。


　しかも今夜は一人ではなく、二人もの女の子を光が引き連れている。


「ところで光くん？」


「うん？」


「この女狐とおっぱいお化けは、光くんのなんなの？」


　晴明と葵を指さして、紫が氷のように冷たい表情で言い放った。


　葵の上着を羽は織おった晴明が狐耳と尻しつ尾ぽを振ふりながら、小こ柄がらな紫をじろりと紅あかい瞳でにらみつける。





「私は、天才陰おん陽みよう師じ・安倍晴明。光のご主人さまだ」





　葵も負けていない。


　傲ごう然ぜんとふんぞり返って、「おほほほ」と居い丈たけ高だかに哄こう笑しようしながら宣言した。





「わたくしは左大臣家のやんごとなき姫ひめ、葵。光さんの許婚いいなずけですわ！」





　紫のポニーテールが、ぶわっ、と重力を無視するかのように跳ねた。





「光くん。わたしとの約束、破るつもりなのね……というか、もう破ってたのね」





　光はこの時、死を恐きよう怖ふするのではなく、死を覚かく悟ごした。


　かんねんした、と言っていい。


　晴明が「これで犬股へのお仕置きは終わったな」と笑っているような気がした。実際にはこの時すでに光は紫が繰くり出した合気道の術「両手取り天地投げ」からの十二連発コンボを喰くらって、砂を嚙かまされていたのでわからないのだけれど。












[image: ]








　第六話　光源氏は静かに暮らしたい




　一いち条じよう戻もどり橋を渡わたった先にある、安あ倍べの晴せい明めいの屋敷。


　庭園では、梅が花を咲さかせていた。


「光ひかるさん？　どこへ隠かくれましたの？　わたくしがおかゆを食べさせてあげますから、出ていらっしゃい！　出てこないと成敗いたしますわよ！」


「光くーん！　わたしのおかゆを食べるのよね！　もう横おう面めん打ち四方投げを喰らわせたり足で顔面を踏みつけたりしないから、戻ってきなさいよっ！」


「こら光！　さっさと出頭しろ、この私がおかゆを食べさせてやると言っているのだぞ！　三つ数えるうちに出てこないと呪じゆ符ふを額ひたいに貼はり付けるぞ！」


　……


　……


　縁えん側がわの下に身を潜めて息を殺しながら、光は頭上を駆かけ抜ぬけていく三人のおぞましい鬼おに……いや、女の子たちをどうにかやり過ごした。


　[image: ]あし屋や道どう満まんとの戦いで光の身体からだが受けたダメージはかなりのもので、鞍くら馬ま山やまから屋敷に戻ると同時に光はぶったおれてそのまま一週間も寝ね込こんでしまった。


　目覚めた時には、葵あおいと紫むらさきと晴明がずらりと一列に横並びになって、


「一度しか言いませんわよ。わたくしのおかゆを食べなさい！」


「光くんは必ずわたしのおかゆを食べてくれるわ……そうでしょ、光くん……？」


「犬わん股こ。ご主人さまじきじきに、餌えさをやろう」


　と、三本の「れんげ」をいっせいに光の口元に突きだしてきたのだ。


　三人の視線が、ガチだった。


　光が寝ているうちに、想像したくもないやりとりが三人の間で勃ぼつ発ぱつしていたらしい。


　どの「れんげ」を選んでも、ただでは済まない。


　そして身の危険を感じた光は、こうしてとっさに逃げていたというわけで。


　ごそ。


　ごそごそ。


　光は縁側の下から這はい出てきて、庭園に置かれてある石の上に腰を下ろした。


　青空。


　梅の花。


　涼すずやかな風。


　平和だ。


　この屋や敷しきはとても平和だ。


　あの三人が妙みように険悪な仲になっているらしいことを除けば、だけど。


「ふう……とんでもなく剣けん呑のんな空気だったなあ。僕が寝ている間に何があったんだろう」


　光にはなんとなく予想はつくのだが、その予想はあまりにも凡ぼん庸ようというかご都合主義というかハーレム願望全開というか、とにかく妄もう想そうしただけで黒歴史になりそうなので考えるのをやめた。


「そういえば『道満に黒幕がいる』という話はどこへ行ったんだ？」


　いまだに伏ふく線せんが回収されていない、と光は思った。


「黒幕自身が宮中に鞍馬山の情報を撒まいたんだろうか。だとすれば朝ちよう廷ていの人間か」


「フフフ。実は、この俺が黒幕なのさ」


　背後から、若い男の声。


「誰だっ？」


　振り向こうとした光の喉のど元もとに、いきなり刀の刃がぴたりと添そえられていた。


　光は舌打ちした。しまった。伏線がどうとか、実にどうでもいい余計なことを考えているうちに、侵しん入にゆう者しやに背後を取られてしまった！


「思い出せ。この屋敷に駆け込んできて宮中の噂うわさをお前たちに伝えて、鞍馬山へ向かわせたのは誰だと思う？　俺だよ」


　声の主は──藤ふじ原わら中ちゆう将じようだった。


「ふ、藤原くん？　どうしてきみがっ？」


「そうだ。俺が鞍馬山の情報をお前たちに持って来たんだ。気づくのが遅おそすぎたな」


「藤原くんには動機がないよ。だって僕はきみと同じ左大臣陣じん営えいの人間だよ？」


「動機か。ははは。動機は、源げん氏じの君を蹴け落おとして都中の女を俺が独どく占せんしたいがためさ」


「噓うそだね」


　光は落ち着き払はらったまま、藤原中将が戯たわむれに喉元へ添えていた竹たけ光みつを素す手でで握にぎりしめ、「はい。返すよ」と脇わきへどけた。


　藤原中将は、つまらなさそうに竹光を鞘さやに収めた。


「なんだ、バレてたのたか。なぜ噓だとわかった？」


「僕は今まで晴明にさんざん騙だまされているのでね。噓を見み抜ぬく嗅きゆう覚かくが鍛きたえられているんだ」


「それだけじゃ理由にならないぞ。ちゃんと説明しろよ」


「だって、藤原くんがそんな悪人のはずないじゃないか。きみはいい人だよ」


「……ちょ、ちょっと照れるな。しかしもう少し理り屈くつがあるだろう？」


「人を信しん頼らいするという心に、理屈なんてないさ。なんてね」


「はあ。お前には負けるよ。葵が夢中になるわけだ」


「うん？　何が負けなの？」


「源氏の君。お前はこれから、数々の浮うき名を流すことになるだろうなあ」


「どうしてだよっ？　そんな修しゆ羅ら場ば送りの片道切きつ符ぷみたいな名なんて流したくないよ！」


「修羅場送りの片道切符か。うまいことを言う」


「でも、一つだけわからないことがあるんだ」


「なんだ？」


「晴明が鞍馬山に駆けつけてきてくれたことだよ。晴明はどうして急に心変わりしたんだろう？　本人に尋たずねても噓八百を並べて教えてくれないだろうしね」


　はあ、と藤原中将が深いため息をつく。


「お前は存外と鈍にぶい男だなあ。屋敷を出て行った安倍晴明どのを見つけて説得したのは、俺と藤ふじ壺つぼどのだよ」


「どうやって説得したんだよ。晴明はああ言えばこう言う、『言葉』の魔ま術じゆつ師しみたいな女の子だよ？　ただの虚きよ言げん癖へきの持ち主とも言えるけど」


「ははは。もちろん俺には無理だったが、藤壺どのがぐだぐだ理屈を捏こねる晴明どのの頰ほおをいきなりひっぱたいたんだよ」


「ええっ？」


「呆ぼう然ぜんとしている晴明どのに、『いつまで空くう虚きよな言葉を連ねているのです、仮にも人として生まれておきながらご自分のお心を騙し通す生き方をなされるなんて。こんな形で源氏の君を失えばあなたはずっと後こう悔かいしますよ』って大説教しはじめてさ。それはもうすごい剣けん幕まくだったぞ。あの晴明どのがうるうると目に涙なみだを浮かべて何も反論できなかった」


　そうか。


　光は、晴明が鞍馬山に来てくれた理由を、やっと理解した。


　なぜか妙に嬉うれしくなった。


　そして、藤壺に感謝した。


「……人として、か。藤壺さんって、天然っぽいからな……本気でそう言ったんだろうな」


「いやもう俺は失神しそうになったぞ。あの大陰陽師・安あ倍べの晴明を本気でひっぱたくなんて、鬼き神しんでもできないぞ。藤壺どのが帝みかどの妹ぎみでなければ、ベタ惚ぼれしてあの場で口説きたかったところだ。年上のお姉さんって最高だよな！」


　その時の晴明の狐きつね耳みみがどうなっていたか、今後のためにぜひ見ておきたかったなぁ、と光は思った。


「おっと。今の話はここだけの秘密だぞ。絶対に誰だれにも話さないと晴明どのに約束させられたからな。俺はまだ晴明どのに呪殺されたくない」


「わ、わかったよ。僕だってその秘密を知ったと晴明にバレたら命はない」


「死ぬ時は一いつ緒しよだぜ、源氏の君」


「う、うん」


　光は生なま唾つばを呑のみこんでいた。


　これは抜き差しならない秘密を共有してしまった。


「でもこれで、藤原くんは道満の黒幕じゃないという揺ゆるがぬ証しよう拠こを見つけられたよ」


「揺るがぬ証拠？」


「道満はロリキャラだ。つまり幼女。年上好きの藤原くんがハマる相手じゃない」


「ははは。たしかにそうだ」


　ぽつ。


　ぽつ、ぽつ。


　光の頰に、冷たい雨あま粒つぶが落ちてきた。


「源氏の君、雨が降ってきたな」


「そうだね。いきなりだなあ」


「風か邪ぜをひくぞ。部屋へ入ろう」


「……あの三人に見つかったら……」


「葵たちなら、お前を捜さがして屋敷の外へ出て行ったぞ。だいじょうぶさ」





　光は藤原中将とともに、屋敷の一室に入った。


「今日は飲もう、源氏の君の帰き還かんと紫どのの奪だつ還かんを祝って」


　藤原中将はさっそく、手て土産みやげに持って来た酒を手て酌じやくで飲みはじめている。


「いや僕は未成年だし、そもそもまだ昼間だし、遠えん慮りよします」


「そう言わずに飲め。男に生まれたからには、二つの楽しみを極きわめねばもったいない」


「一つがお酒として、もう一つは？」


「それはもちろん、ふふふ、女の子漁あさりだ！」


「わあい今年は旬しゆんの女の子が大漁だよ！　って、バレたら葵さんに怒おこられるじゃないか！」


「ああ、うちの妹が迷めい惑わくをかけているようで……上流貴族の姫ひめは気位が高くて扱あつかいに困るからなあ」


「いやいや、お世話になってます！　許婚いいなずけという禁句を紫と晴明の前で連呼することを除けば、葵さんはとてもいい人だよ！」


「ははは。うちの妹は気位の高さでは都で一、二を誇ほこるからなあ。気位の高さはそのまま嫉しつ妬と深ぶかさに繫つながるから厄やつ介かいだ。まあ、適当に流す癖くせをつけておくことだな」


　まったく同感だけど、光は無言でスルーしておいた。


「妹に匹ひつ敵てきする気位の高い上流貴族の姫といえば、そうだな、六ろく条じようの御み息やす所どころくらいか」


「それって、人の名前？」


「通り名さ。以前、帝のご休きゆう憩けい所じよである御息所で女官を務めていた時に、門限を破ろうとした帝の弟・兵ひよう部ぶ[image: ]きようの宮みやを『規則ですから』の一点張りで捕つかまえて、棒で尻しりを叩たたく刑けいを執しつ行こうした。それから『六ろく条じようの御み息やす所どころ』と呼ばれて怖おそれられるようになった平へい安あん京きようの超ちよう有名人さ。この逸いつ話わだけで、とてつもなく気位が高い女性だとわかるだろう？」


「『六条』の由来は？」


「六条京きよう極ごくに屋敷を構えているから、六ろく条じようの御み息やす所どころ」


「……通り名ってわりとおおざっぱだよね、そのあたり」


「本名を名乗っている女の子といえば、晴明どのと紫ちゃんくらいか。あとは[image: ]屋道満。彼女たちくらいの陰おん陽みよう師じになれば『名』を名乗ってもどうということはないらしい」


「ふうん。しかし気位の高さで葵さんに匹敵する女の子がまだいたのか。都は広いね」


「六ろく条じようの御み息やす所どころは妹より厄介かもしれんぞ？　俺は怖こわいから近寄らないようにしている」


　それはいったいどんな女の子なんだ、と光は妙にひっかかった。


「俺は大勢の女の子に声をかけてきたが、上流貴族はきつい。中流貴族の姫がいちばんだ」


「中流貴族ってなに？」


「地方の受ず領りようの娘むすめなどのことさ」


「なるほど」


　国会議員の娘より地方公務員の娘のほうがフランクに交際できる、というくらいの意味なんだろうな、と光は解かい釈しやくした。


「藤原くんはそろそろ結けつ婚こんしないのかい。遊ぶほう専門？」


「いやあ。俺にも思い人の一人くらいはいたさ。だが、行方ゆくえがわからなくてね」


「そうなのか……晴明に占うらなってもらえばいいんじゃないかな」


「残念ながら、都の外までは占えないそうだ」


　冗じよう談だん好きの藤原中将が珍めずらしく「フッ……」と憂うれいに満ちた笑えみを浮かべた。


「そうか。もう都にはその人はいないんだね……」


「ある日突とつ然ぜん、俺の前から姿を消してしまったのだよ。まだ手も握っていなかったのに」


「藤原くんは若いのに、僕と違ちがっていろいろ渋しぶい過去を背負っていそうだね」


「だがそのぶん、女千人斬ぎりの悲願にこころおきなく邁まい進しんできるというものさ！」


「数が多すぎない？　量で質は補えないよ？」


「おやおや。さすがは源氏の君だ、ちゃんと恋こいのなんたるかを理解しているじゃないか」


「僕はただ、修羅場が苦手なだけだよ。心静かに暮らすためには、人生をともにする女の子は一人でじゅうぶんだよ」


「しかし源氏の君はすでに三人の女の子と同居しているわけだが、どうするのかい」


　そうだった。目覚めれば修羅場。というか目覚めるごとに屋や敷しきに住まう女の子が増えてきている気がする。光は、深いため息をついた。


「……紫はただの妹だよ。晴明は『恋をしない』って言っているし、そもそも僕なんかじゃ役不足だろう。でも葵さんは……ううん、葵さんは、困ったなあ……」


「あいつが許婚じゃ浮うわ気きもおちおちできない。困るよなあ、ははは！」


「ほんとに困ったよ。なんとかしてよ藤原くん」


「それじゃあ今夜は源氏の君を夜遊びに連れだして、女の子のあしらい方を学んでもらうとするか！　何事も経験だぜ源氏の君！　慣れろ！」


「うーん。気が乗らないけど、この際だ。お願いします」


「では、さっそく千人斬りの修しゆ業ぎよう開始だ！」


「そんなには、いらない……と思うけどね」


　断り切れない。人ってこうやってなし崩くずし的にリア充じゆうになっていくのかなあ、でもおかしな妄もう想そうをふくらませるよりはリア充のほうがまだマシだよね、と光は思った。


　その時。


　ばんっ！


　突然襖ふすまが開いた。


　開いたというよりも、蹴けり飛ばされたのだ。


　光と藤原中将が飲んでいた隣となりの部屋に、いつの間にか三人の修羅が勢せい揃ぞろいしていた。


　しまったあ、お酒の匂においが強きよう烈れつでぜんぜん気づかなかった！　と光は身み震ぶるいした。


「黙だまって聞いていれば、何が千人斬りですか！　そうはさせませんわ！」


「あ、あ、葵さんっ!?　いつからそこにっ!?」


「『気位の高さで葵さんに匹敵する女の子がまだいたのか』あたりからですわっ！」


「その前の『いやいや、お世話になってます！　許婚という禁句を紫と晴明の前で連呼することを除けば、葵さんはとてもいい人だよ！』という褒ほめ言葉は聞いてくれなかったんだねっ？」


「それ、どこが褒め言葉ですの！」


　弓に矢をつがえて、葵は光の額を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。


「光くんの裏切り者！　わたしのこと妹扱いして女千人斬りをはじめようだなんて、人間失格だわ！　この腐くされド外げ道どう！　色ボケ鬼き畜ちく野や郎ろう！　ねこたま、やっちゃって！」


「御ぎよ意い。光どの、殴なぐらせていただきますぞ」


「む、紫？　言葉の綾あやだってば！」


　紫は指をこきこきと鳴らしながら、合気道の殺人技を光にかける機会をうかがっている。


　ねこたまの拳こぶしはふにふになのでただうざいだけだが、修羅モードと化した紫が飛びかかってきたらそこで光の意識はまたしても途と切ぎれることになるだろう。


　そして、もっとも面めん倒どう臭くさい女の子が、あと一人。


　狐耳をぷるぷると震ふるわせている、紅あかい瞳ひとみの少女。


「光。陰陽道の修業をさぼって、女千人斬りだと？　まったく、いいご身分だな！」


「せ、せ、せ、晴明、ちょ、ちょっと待って。僕にも弁明させてくれよ！」


「私が恋をしないとは、どういうことだ？」


「そう言ったじゃないかっ！」


「あれは噓うそだ」


「ええっ、そうだったのっ？　もう何を信じていいのかわからない！」


「しかも、だ。キミでは役不足だと？　思い上がるのもいい加減にしろよ光クン」


「だって僕なんかじゃ役不足じゃないか！」


　藤原中将が「晴明どのを『役不足』呼ばわりとはさすがだな。晴明どの程度の女性では恋する気にもなれない、と豪ごう語ごするなんて。ははは、これは凄すごい。さすがは俺と都一のモテ男を競きそう好敵手だ」と笑った。豪快に笑い飛ばした。


　矛ほこ先さきを光一人に向けるために。


　だが、藤原中将は「お兄さま。わたくしの許婚を遊び人にはさせませんわよ！」と目をいからせた葵に矢を射かけられ、風を喰くらって部屋から逃にげ去っていった。


「ねこたま！　光くんをリア充にしようとしたあの極悪人を逃がしちゃダメよ！」


「承知いたしました、ご主人さま！」


　葵と紫が、藤原中将を追いかけていく。





　取り残された光と晴明は、二人きりで対たい峙じすることになった。


「キミは、私程度の女が相手では恋する気にもなれないのだな。ふふふ、ずいぶんと偉えらくなったものだなぁ……」


「そんなつもりで言ったんじゃなくて、逆だよ！　僕ごときが晴明に釣つり合うはずがないと言ったつもりなんだよ！」


　僕の時代では「役不足」という言葉の意味が逆転しているんだよ。日本語って難しいね、と光は頭をかきながら笑顔を浮うかべ、この場を切り抜ぬけようとした。だが。


「犬股、お仕置きだ」


　ぱちん。


　光は晴明が舐なめた呪じゆ符ふを問答無用で額に貼はられて。


「またこれっ!?　こんなもの、『龍りゆう穴けつ結界』に覚かく醒せいした今の僕にはただの紙切れ……」


　びりびりびりびりっ！


　全身を感電させられていた。


　吸い取れない。


　吸収できない。


　畳たたみの上を転がされていた。


「なぜだ、なぜ『龍穴結界』が効かないんだあああっ!?」


　晴明がしゃがみこんで、光の髪かみを摑つかんできた。


「この呪符は霊れい力りよくを込こめた私の唾だ液えきをたっぷりと染しみこませてある。だからキミの『龍穴結界』の力を無効にできるのさ」


「なんだって？　じゃあ呪符を貼り付ける修業は……成功しないとわかっていて……何の意味があったんだよっ？」


「キミを何度も死の淵ふちに追い込むことで、覚醒する速度を速めたのさ。ちゃんと成功しただろう？」


「……だっ、騙だましたなぁ、晴明！　もう何を言われても絶対に信じないぞっ！」


　いつの間にか光と晴明は、互たがいの唇くちびるがぶつかりそうな距きよ離りにまで接近している。


「というのは、噓だ。キミがもっと熟達すればこの呪符の力も無効化できる」


「ほんとに？」


「もちろん噓だ。まだキミは私に騙され足りないのか。もしかして裏切られることに快感でも覚えているのか？」


「それはもう晴明に騙されるたびにめくるめく快感が僕の全身を貫つらぬいて、ってそんなわけあるかっ！　どこからどこまでが噓なんだよ、もうグダグダでわからないよ！」


「ふふっ」


　白い歯を見せて笑みを浮かべた晴明の狐きつね耳みみが、ぴこぴこ、と激しく揺ゆれた。


「『私は恋をしない』という言葉はほんとうに噓さ」


　光はその晴明の笑顔を見たとたん、くしゃみを我が慢まんできなくなった。


（しまった。あまりにも至近距離すぎる、回かい避ひ不能！）


「へくちゅんっ！」


「きゃっ!?」


　晴明のお尻から飛びだしている尻しつ尾ぽが、ぱたぱたぱた、と激しく振ふられるのを光は見た。


　これはきっと激げき怒どしている！


「うわあ、ごめん！　呪符の二枚重ねだけはやめて！」


「……なんだ、くしゃみはもう終わりか？」


「どうして二発目を期待してるんだよ、晴明」


「馬ば鹿か。期待などしてない」


「噓だね」


「ああ、噓だ」


「えっ？」


「……あっ、いや、噓ではないぞ」


「？？？」


　……


　……


　……


　そのまま、二人はしばらく固まって動けなかった。


　唇が、触ふれあいそうになる。


　晴明は、避よけようとしない。


（どうする。これってもしかして。でもまた噓の罠わななのかも。でもこれは。ええい。鼻がまたむずむずしてきた。我慢しろ。くしゃみだけはＮＧだ。ああ、この癖くせが邪じや魔まになって）


　光は自意識過か剰じような思考の堂々巡めぐりに陥おちいって、やはり身動きできない。


　永遠とも思えるような硬こう直ちよくが続き。


　あと少しで唇が接せつ触しよくするというところまで来たとき。


　光の額に貼り付いていた呪符が、突とつ然ぜん、はらりとはがれ落ちた。


「……落ちたな」


「う、うん……」





　光と晴明は並んで座り、縁えん側がわの向こうに広がる庭園を二人で眺ながめた。


　通り雨はもう止やんでいて、梅の花が咲き誇ほこるさまが青空に映はえた。


「あのさ、晴明。さっきから気になることがあるんだけど」


「なんだ？」


「『私は恋こいをしない』という言葉はほんとうに噓さ、と晴明は言ったよね」


「あ、ああ。言ったぞ？　そ、それで？」


「『ほんとうに噓』ってつまり『ほんとう』なの、それとも『噓』なの？　気になって夜も眠ねむれそうにないよ」


「……キミはほんとうに救いがたい愚おろか者だな」


　光は、晴明の尻尾で「ぱちん」とお尻しりを叩たたかれていた。


　ねこたまのふにふにの拳よりもくすぐったかった。


　この攻こう撃げきはなかなか斬ざん新しんだな、と光は思った。














　あとがき







　平安京、いわゆる京の都を舞台にした物語を書きたいと思っていました。


　ヨーロッパ文明との接触によってすべてがダイナミックに変革され続けていた戦国時代末期に至って京はその闇やみを失うのですが、平安時代の京は闇まみれです。むしろ闇が主役。


　平安時代の京は「源氏物語」をはじめとする王朝文学が花咲いた華麗な世界でしたが、その裏では祟りや怨念や魑ち魅み魍もう魎りようや鬼おにや物の怪けが跋ばつ扈こしている闇の世界でもありました。


　安あ倍べの晴せい明めいや紫むらさき式しき部ぶが活躍していた平安時代中期は、朝廷の支配体制が揺らいでいました。


　朝廷を牛ぎゆう耳じる藤原氏によって九州の太だ宰ざい府ふに左遷された菅すが原わらの道みち真ざねは、死後、強力な祟たたり神となって朝廷を震しん撼かんさせました。


　関東では武士の平たいらの将まさ門かどが「新皇」を名乗り朝廷から独立しようとしました。


　西国の瀬戸内海では、海賊の藤ふじ原わらの純すみ友ともが反乱を起こしました。


　そんな内外ともに不安だらけの時代ですから、「力」を持った存在、つまり武士と陰陽師の両者が活躍することとなったのでしょう。


　時代が中世から近世へと移りゆく中で、現実世界で戦う武士が時代の中心となり、闇の世界を主戦場とする陰陽師は衰退していくわけですが、紫式部が「源氏物語」を絶賛執筆していた平安中期は武士よりもむしろ陰陽師の活躍が目立ちます。武士たちも、都とその周辺で「鬼」や「土つち蜘ぐ蛛も」と戦うことで武名をあげていました。


　だから一いち条じよう戻もどり橋や愛宕あたご山、貴き船ぶね山などなど、京都とその周辺にはいにしえの魔界スポットが無数に存在します。


　平安京は、物の怪や怨おん霊りように対する防衛システムを備えた結界都市でもあったのです。


　そこでは、人間の世界と怨霊の世界とが同時並行的に両立していたのです。


　祟り神となった怨霊を、神社という装置に封印し、都を守護する「御ご霊りよう」という霊的エネルギーに変換する。


　この巧妙な都市設計こそが、平安京が物質世界と霊的世界の両者を融合させた希け有うな都市であった理由です。もっとも、このために平安京は霊的防衛のために物の怪や怨霊を欠かせないという矛盾した構造をはらむことになり、そこに陰陽師という怨霊・物の怪を調ちよう伏ぶくするプロフェッショナルのガーディアンが登場するわけです。


「源氏物語」にも物の怪が続々と登場します。須す磨まに暮らしていた頃の光源氏が陰陽師を呼んで「祓はらえ」の儀式を行う場面も普通に描かれています。そしてこの時の儀式は、稲いな荷り神社で行われています。陰陽師と稲荷神社。そういえば安倍晴明には「母が狐神だった」という伝説が残っています。そして、そこに光源氏。むむむ。なにやらあやしいです。


　ともあれ、平安時代中期の二大スター・安倍晴明と光源氏がコンビを組んで平安京を物の怪や怨霊から守ろうとするこの物語の真の主役は、「平安京」という都市そのものだと言ってもいいかもしれません。中世の闇をなぎ払っていく怒ど濤とうと変革の戦国時代を描いているうちに、闇に包まれた平安京という都市にまつわる物語も描いてみたくなったのでしょう。架空のキャラである源氏と実在のキャラである晴明が同じ世界にいられるのも、平安京が現実と闇、二つの世界を併せ持つ結界都市だからなのです──。








　……などと偉えらそうなことをいいながら、実は「主人公が目覚めるたびに、同居している女の子が増えていく」という直球すぎるお話なんですけどね！


　これまでの「あとがき」はぜんぶ忘れてください！


　ごめんなさい！


　担当さんが「ちょっと春日さん。むりやり難しいあとがき書かないでくださいよ！」と目をつりあげていますので、ここからがほんものの「あとがき」です。


　女の子になった安倍晴明が狐耳をぴこぴこさせるお話を書きたかったので、書きました。


　イラストがｐ19さんなのも、「耳が好き！」ということで描いていただいたのです。


　そしてこのお話は、きたる第２巻、「おかしいですよ六条さん」（脳内サブタイトル）で超絶スパークする予定になっております。いやほんと。おかしいですよ六条さん！


「この本の表紙では晴明が『第二絶対領域』を見せていないとダメなんですよ！　第二絶対領域というのはですね、僕が考えたんですが、女の子の二の腕から脇へと流れる肌のラインのことなんですよ！」とか「すべての女の子が、光は自分のものだと思ってるんですよ！」なんて残念な言葉を京都河原かわら町まちの路上で叫んでいる担当さんがいちばんおかしいですけどね！


　というわけで、『姫狐の召使い』、はじまりはじまり。







春日みかげ












姫ひめ狐ぎつねの召使いサーバント





春日かすがみかげ





[image: ]


平成24年2月25日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2012 Mikage Kasuga, p19/Fujimishobo









[image: ]




item/image/P221.jpg





item/image/P101.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/P177.jpg





item/image/K001.jpg





item/image/K002.jpg
AR\ TRl
it ST L
SRt » -
37 1 AR

Y pdns NP

= y
4
4
ST






item/image/K004.jpg





item/image/ASHI.png





item/image/P019.jpg





item/image/HOSHI.png





item/image/P261.jpg





item/image/P049.jpg





item/image/P121.jpg





item/image/BI.png





item/navigation-documents.xhtml



		序話　　姫狐と召使いの朝の会話


		第一話　朝日奈紫は冒険する


		第二話　水原光は契約したくない


		第三話　朝日奈紫は迷子になる


		第四話　水原光は覚醒したくない


		第五話　噓吐き狐は召使いを守る


		第六話　光源氏は静かに暮らしたい


		あとがき








item/image/FJB_LOGO.png





item/image/ORIKAESHI1.jpg
HERHHDNF
N IHHBHIF

2009 [EAEROHL] (GA
B) [CTFE 21—, SEDEW DI
HICRZUIETAD REYES 1
—I7 L] DFBEDHIHEL TY
><DLF LI, BHRHREDL
EHRBY7 T, ERAARLT
<NBDTETHHHDEY, Bd.
IAYTUEPLCTREYA T
Sy [BHEEROHBLE OHTE
EWVD L& BIFEHERHRTT !

A5k :p19
AN=FHAY pES





item/image/P037.jpg





item/image/WHITE.jpg





item/image/P199.jpg
m

7

)
\{

\M






item/image/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/SANZUI.png





item/image/KYOU.png





item/image/P085.jpg





